
必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

Hiroshimaから世界平和を考える 1・2①②④ 1 ○ 1 1 0 0 兼3 オムニバス

Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 1・2② 1 ○ 2 0 0 0 兼5 オムニバス・メディア

Japanese Experience of Human Development-
Culture, Education, and Health 1・2④ 1 ○ 2 0 0 0 兼4 オムニバス・メディア

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼8
オムニバス・共同（一部）

メディア

SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2③ 1 ○ 1 1 0 0 兼5 オムニバス・メディア

SDGsへの実践的アプローチ 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼3 共同・集中

ダイバーシティの理解 1・2② 1 ○ 2 0 0 0 兼2 オムニバス・共同（一部）・集中

データリテラシー 1・2①② 1 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

医療情報リテラシー 1・2③ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

人文社会系キャリアマネジメント 1・2②③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 メディア，②のみ集中

理工系キャリアマネジメント 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

ストレスマネジメント 1・2②④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 ②のみ集中

情報セキュリティ 1・2① 2 ○ 0 0 0 0 兼3 オムニバス

MOT入門 1・2①③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

アントレプレナーシップ概論 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（15科目） － 0 20 0 7 2 0 0 0 兼44 －

人間社会科学特別講義 1① 2 ○ 21 11 1 4 兼12 オムニバス

人間社会科学のための科学史 1・2② 2 ○ 18 13 1 4 兼14 オムニバス
異分野協働プロジェクト 1・2① 2 ○ 4 2 0 0 兼4
未来創造思考（基礎） 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1
国際標準化論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1
理工系のための経営組織論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼2
平和教育の構築への実践的アプローチ 1② 2 ○ 0 0 0 0 兼2
小計（7科目） － 2 9 0 39 26 2 8 0 兼29 －
人文社会科学のための研究法と倫理 1・2① 2 ○ 16 9 1 1 兼0 オムニバス
人文社会科学と社会 1・2② 2 ○ 18 15 0 1 兼4 オムニバス
リサーチメソッド 1①・③ 2 〇 0 0 0 1 兼0
小計（3科目） － 0 6 0 32 24 1 3 0 兼4 －

比較日本文化学研究Ａ 1・2前 2 ○ 0 0 0 1 兼0

比較日本文化学研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0

比較日本文化学研究Ｃ 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

比較日本文化学研究Ｄ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

日本文化論講義Ａ 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

日本文化論講義Ｂ 1・2前 2 ○ 0 0 0 1 兼0

日本文化論演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

日本文化論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0

歴史文化論講義Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

歴史文化論講義Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

歴史文化論演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

歴史文化論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

表象文化論講義Ａ 1・2前 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義

表象文化論講義Ｂ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義

表象文化論演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

表象文化論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

言語文化論講義Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

言語文化論講義Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

言語文化論演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

言語文化論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

超域文化論講義Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

超域文化論講義Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

超域文化論演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

超域文化論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋哲学演習Ａ 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋哲学演習Ｂ 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋哲学特別演習Ａ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

西洋哲学特別演習Ｂ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

哲学文献資料研究Ａ 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

哲学文献資料研究Ｂ 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋哲学史演習Ａ 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋哲学史演習Ｂ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋哲学史特別演習Ａ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

西洋哲学史特別演習Ｂ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

西洋哲学史文献資料研究Ａ 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋哲学史文献資料研究Ｂ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

－

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）
教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程前期）

単位数 授業形態 専任教員等の配置

科目区分 授業科目の名称 配当年次
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教 育 課 程 等 の 概 要
(人文社会科学専攻　博士課程前期）

単位数 授業形態 専任教員等の配置

科目区分 授業科目の名称 配当年次 備考

西洋哲学特講 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

インド哲学研究 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

インド哲学史講義 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

インド哲学演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

インド哲学演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

インド哲学史演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

インド哲学史演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

仏教学研究 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

仏教思想史研究 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

仏教学演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

仏教学演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

仏教思想史講義Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

仏教思想史講義Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

インド哲学仏教学総合演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

インド哲学仏教学総合演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

倫理学基礎演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

倫理学基礎演習Ｂ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

応用倫理学方法論研究Ａ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

応用倫理学方法論研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

応用倫理学基礎演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

応用倫理学基礎演習Ｂ 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

応用倫理学文献研究Ａ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

応用倫理学文献研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

倫理思想史基礎演習Ａ 1・2③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

倫理思想史基礎演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

倫理思想史文献研究Ａ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

倫理思想史文献研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

応用倫理思想基礎演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

応用倫理思想基礎演習Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国哲学文献研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国哲学文献研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国哲学文献研究Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国哲学文献研究Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国思想文献研究Ａ 1・2前 2 ○ 0 0 0 1 兼0

中国思想文献研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0

中国思想文献研究Ｃ 1・2前 2 ○ 0 0 0 1 兼0

中国思想文献研究Ｄ 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0

中国文化文献研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国文化文献研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国文化文献研究Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国文化文献研究Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国思想学専題講義 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

中国文化学専題研究 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

中国思想文化学研究法Ａ 1・2前 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

中国思想文化学研究法Ｂ 1・2後 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

中国思想文化学研究法Ｃ 1・2前 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

中国思想文化学研究法Ｄ 1・2後 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

歴史文化研究 1・2前 2 ○ 6 3 0 0 兼0 隔年・オムニバス

文化交流－日本と世界－ 1・2② 2 ○ 6 3 0 0 兼0 隔年・オムニバス

日本地域文献資料実習 1・2前 1 ○ 2 1 0 0 兼0 隔年・共同

日本地域史研究実習 1・2後 1 ○ 2 1 0 0 兼0 隔年・共同

日本古代資料解析論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本古代社会文化研究 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本中世資料解析論Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本中世資料解析論Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本中世社会文化研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本中世社会文化研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近世資料解析論Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近世資料解析論Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近世社会文化研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近世社会文化研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近代資料解析論Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本近代資料解析論Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本近代社会文化研究Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本近代社会文化研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本社会文化史特論 1・2前 2 ○ 2 0 0 0 兼0 隔年
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教 育 課 程 等 の 概 要
(人文社会科学専攻　博士課程前期）

単位数 授業形態 専任教員等の配置

科目区分 授業科目の名称 配当年次 備考

アジア歴史文化論Ａ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア歴史文化論Ｂ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア社会史史料研究Ａ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア社会史史料研究Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア政治史史料研究Ａ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア政治史史料研究Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア地域史研究Ａ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア地域史研究Ｂ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア地域文化論Ａ 1・2① 2 ※ ○ 0 1 0 0 兼0 ※講義・隔年

アジア地域文化論Ｂ 1・2① 2 ※ ○ 0 1 0 0 兼0 ※講義・隔年

アジア交流史史料研究Ａ 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

アジア交流史史料研究Ｂ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

中国制度史史料講義Ａ 1・2③ 2 ※ ○ 0 1 0 0 兼0 ※講義・隔年

中国制度史史料講義Ｂ 1・2③ 2 ※ ○ 0 1 0 0 兼0 ※講義・隔年

中国経済史史料研究Ａ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

中国経済史史料研究Ｂ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

中国政治史史料講義Ａ 1・2③ 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

中国政治史史料講義Ｂ 1・2③ 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

中国文化史史料研究Ａ 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

中国文化史史料研究Ｂ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

中国社会史史料研究Ａ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

中国社会史史料研究Ｂ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア歴史社会論Ａ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア歴史社会論Ｂ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近代国家論研究 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米社会構造論研究 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米政治文化史史料研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米政治文化史史料研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米社会経済史史料研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米社会経済史史料研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米社会経済史史料研究Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米社会経済史史料研究Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

西洋社会史文書研究Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋社会史文書研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋文化史文書研究Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋文化史文書研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

地中海世界史研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

地中海世界史研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

地中海文書解析学Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

地中海文書解析学Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本古典文学注釈研究Ａ 1・2前 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

日本古典文学注釈研究Ｂ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

日本古典文学注釈研究Ｃ 1・2前 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

日本古典文学注釈研究Ｄ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

日本古典文学注釈研究Ｅ 1・2前 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

日本古典文学注釈研究Ｆ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

日本古典文学解読研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本古典文学解読研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本古典文学解読研究Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本古典文学解読研究Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本古典文学解読研究Ｅ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本古典文学解読研究Ｆ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学注釈研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学注釈研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学注釈研究Ｃ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学注釈研究Ｄ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学解読研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学解読研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学解読研究Ｃ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学解読研究Ｄ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本語学研究Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本語学研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本語史研究Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本語史研究Ｂ 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

中国古典散文演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典散文演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0
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教 育 課 程 等 の 概 要
(人文社会科学専攻　博士課程前期）

単位数 授業形態 専任教員等の配置

科目区分 授業科目の名称 配当年次 備考

中国古典散文演習Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典散文演習Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典韻文演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

中国古典韻文演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

中国古典韻文演習Ｃ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

中国古典韻文演習Ｄ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

中国古典詩演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典詩演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典詩演習Ｃ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典詩演習Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典小説演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典小説演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典小説演習Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典小説演習Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国文学特殊講義Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

中国文学特殊講義Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米文学語学・言語学概説 1・2③ 2 ○ 6 4 0 3 兼0 オムニバス

近代アメリカ文学演習Ａ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

近代アメリカ文学演習Ｂ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

現代アメリカ文学演習Ａ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

現代アメリカ文学演習Ｂ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

アメリカ文学理論演習Ａ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

アメリカ文学理論演習Ｂ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

アメリカ小説作品演習Ａ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

アメリカ小説作品演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

アメリカ文学特殊講義Ａ 1・2① 2 ○ ※ 1 0 0 0 兼0 ※演習

アメリカ文学特殊講義Ｂ 1・2① 2 ○ ※ 1 0 0 0 兼0 ※演習

アメリカ文学研究演習Ａ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

アメリカ文学研究演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

批評理論演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

批評理論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

イギリス詩文学作品演習Ａ 1・2③ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

イギリス詩文学作品演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

イギリス詩文学作品研究演習Ａ 1・2④ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

イギリス詩文学作品研究演習Ｂ 1・2④ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

イギリス小説作品研究演習Ａ 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

イギリス小説作品研究演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

イギリス小説作品演習Ａ 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

イギリス小説作品演習Ｂ 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

イギリス戯曲文学演習Ａ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

イギリス戯曲文学演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

イギリス戯曲文学演習Ｃ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

イギリス戯曲文学演習Ｄ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語圏文学概論Ａ 1・2③ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

英語圏文学概論Ｂ 1・2④ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

英語圏文学特殊講義Ａ 1・2① 2 ○ 1 1 0 1 兼0 共同

英語圏文学特殊講義Ｂ 1・2② 2 ○ 1 1 0 1 兼0 共同

世界英語圏文学批評演習Ａ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

世界英語圏文学批評演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語圏文学作品演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語圏文学作品演習Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語圏文学作品研究演習Ａ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語圏文学作品研究演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語圏詩文学作品演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語圏詩文学作品演習Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語学概論Ａ 1・2① 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

英語学概論Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

英語学理論演習Ａ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

英語学理論演習Ｂ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近代英語作品研究演習Ａ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近代英語作品研究演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

中期英語概論Ａ 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

中期英語概論Ｂ 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

中期英語作品研究演習Ａ 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

中期英語作品研究演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

英語学特殊講義Ａ 1・2① 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同
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教 育 課 程 等 の 概 要
(人文社会科学専攻　博士課程前期）

単位数 授業形態 専任教員等の配置

科目区分 授業科目の名称 配当年次 備考

英語学特殊講義Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

ドイツ文学理論演習Ａ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ文学理論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近現代ドイツ語学演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

近現代ドイツ語学演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

ドイツ文学語学特殊講義Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ文学語学特殊講義Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ文学語学特殊講義Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ語圏文化論演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ語圏文化論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ語圏言語文化演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ語圏言語文化演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ語圏言語文化演習Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ語圏言語文化演習Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ文学発展演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ文学発展演習Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ近現代文学演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

ドイツ近現代文学演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

ドイツ小説演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

ドイツ小説演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

ドイツ語コーパス言語学Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

ドイツ語コーパス言語学Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語文学研究Ａ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語文学研究B 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語文学批評研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

フランス語文学批評研究B 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

フランス語文学・フランス語学演習Ａ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語文学・フランス語学演習B 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス文学特別研究演習A 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

フランス文学特別研究演習B 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

近現代フランス語文学作品研究演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近現代フランス語文学作品研究演習Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近現代フランス語文学批評演習Ａ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近現代フランス語文学批評演習B 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近現代フランス語表現小説研究A 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近現代フランス語表現小説研究B 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

フランス語コミュニケーションと修辞学演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語コミュニケーションと修辞学演習Ｂ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語コミュニケーションと修辞学演習Ｃ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語コミュニケーションと修辞学演習Ｄ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語圏文化論演習A 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語圏文化論演習B 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語圏文化論演習C 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語圏文化論演習D 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語文学・フランス語学特殊講義A 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

フランス語文学・フランス語学特殊講義B 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

言語研究法講義ⅠＡ 1・2前 2 ※ ○ 1 1 0 0 兼0 ※講義・隔年・共同

言語研究法講義ⅠＢ 1・2前 2 ※ ○ 1 1 0 0 兼0 ※講義・隔年・共同

言語研究法講義ⅡＡ 1・2後 2 ※ ○ 1 1 0 0 兼0 ※講義・隔年・共同

言語研究法講義ⅡＢ 1・2後 2 ※ ○ 1 1 0 0 兼0 ※講義・隔年・共同

一般言語学演習Ａ 1・2前 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

一般言語学演習Ｂ 1・2前 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

一般言語学特別演習Ａ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

一般言語学特別演習Ｂ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

理論・応用言語学演習Ａ 1・2前 2 ※ ○ 0 1 0 0 兼0 ※講義・隔年

理論・応用言語学演習Ｂ 1・2前 2 ※ ○ 0 1 0 0 兼0 ※講義・隔年

理論・応用言語学特別演習Ａ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

理論・応用言語学特別演習Ｂ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

歴史・対照言語学演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

歴史・対照言語学演習Ｂ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

歴史・対照言語学特別演習Ａ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

歴史・対照言語学特別演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

ヨーロッパ語比較構文論講義Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

ヨーロッパ語比較構文論講義Ｂ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

ヨーロッパ語比較構文論演習Ａ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

ヨーロッパ語比較構文論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年
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教 育 課 程 等 の 概 要
(人文社会科学専攻　博士課程前期）

単位数 授業形態 専任教員等の配置

科目区分 授業科目の名称 配当年次 備考

人文地理学特別講義 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

人文地理学基礎論演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

人文地理学基礎論演習Ｂ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

人文地理学特論演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

人文地理学特論演習Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

世界地域システム論演習Ａ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

世界地域システム論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

グローバル経済地域論演習Ａ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

グローバル経済地域論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

現代インド地誌学 1・2前 2 ○ ※ 1 0 0 0 兼0 ※演習・隔年

条件不利地域の地理学 1・2後 2 ※ ○ 0 1 0 0 兼0 ※講義・隔年

経済地理学研究 1・2前 2 ○ ※ 1 0 0 0 兼0 ※演習・隔年

農村地理学研究 1・2後 2 ○ ※ 0 1 0 0 兼0 ※演習・隔年

自然地理学特別講義 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

自然地理学基礎論演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

自然地理学基礎論演習Ｂ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

自然地理学特論演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

自然地理学特論演習Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

地表変動論演習Ａ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

地表変動論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

自然地域形成論演習Ａ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

自然地域形成論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

自然地域システム論研究 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

地表変動論研究 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

地理情報システム学講義 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

地理情報システム学演習 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

地理学研究法Ａ 1・2前 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

地理学研究法Ｂ 1・2後 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

地理学野外実験 1・2前 1 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

地理学野外演習 1・2後 2 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

日本考古学解析Ａ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本考古学解析Ｂ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア考古学解析 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本考古学特論 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

世界考古学解析Ａ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

世界考古学解析Ｂ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

考古学広領域講義 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

考古文献評論Ａ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

考古文献評論Ｂ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

考古資料評論 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

アジア比較考古学演習Ａ 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 隔年・共同

アジア比較考古学演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

考古学資料実習Ａ 1・2① 1 ○ 2 1 0 0 兼0 隔年・共同

考古学資料実習Ｂ 1・2④ 1 ○ 2 1 0 0 兼0 共同

考古学資料実習Ｃ 1・2① 1 ○ 2 1 0 0 兼0 隔年・共同

総合文化財研究法Ⅰ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

総合文化財研究法Ⅱ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

総合文化財調査実習Ⅰ 1・2前 1 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

総合文化財調査実習Ⅱ 1・2後 1 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

総合文化財解析演習Ⅰ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

総合文化財解析演習Ⅱ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

有形文化財研究法Ⅰ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

有形文化財研究法Ⅱ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

有形文化財解析演習Ⅰ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

有形文化財解析演習Ⅱ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

有形文化財調査実習Ⅰ 1・2前 1 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

有形文化財調査実習Ⅱ 1・2後 1 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

文化財学特殊講義Ⅰ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

文化財学特殊講義Ⅱ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

小計（359科目） － 0 708 0 32 22 0 5 0 兼6 －

心理学研究法基礎演習A 1② 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学研究法基礎演習B 1④ 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学研究法応用演習A 2② 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学研究法応用演習B 2④ 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

Academic writing in psychology A 1① 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

Academic writing in psychology B 1③ 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

－
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教 育 課 程 等 の 概 要
(人文社会科学専攻　博士課程前期）

単位数 授業形態 専任教員等の配置

科目区分 授業科目の名称 配当年次 備考

Advanced academic writing in psychology A 2① 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

Advanced academic writing in psychology B 2③ 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

臨床心理学特講Ⅰ 1① 2 ○ 1 2 0 0 兼0

心理学特講A 1～2前 2 ○ 6 4 1 1 兼1 集中・隔年

心理学特講B 1～2後 2 ○ 6 4 1 1 兼1 集中・隔年

心理学特講C 1～2前 2 ○ 6 4 1 1 兼1 集中・隔年

心理学特講D 1～2後 2 ○ 6 4 1 1 兼1 集中・隔年

心理学基礎演習Ⅰ 1① 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学基礎演習Ⅱ 1② 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学基礎演習Ⅲ 1③ 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学基礎演習Ⅳ 1④ 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学応用演習Ⅰ 2① 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学応用演習Ⅱ 2② 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学応用演習Ⅲ 2③ 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学応用演習Ⅳ 2④ 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

幼児心理学観察演習 1前 1 ○ 1 1 0 0 兼0 集中・共同

臨床心理学特講Ⅱ 1④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

心理療法特講 2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と実践 1③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

心の健康教育に関する理論と実践 1④ 2 ○ 8 6 1 1 兼1 オムニバス

心理支援に関する理論と実践（臨床心理面接特講Ⅰ） 1後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 集中

臨床心理面接特講Ⅱ 2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 集中

教育分野に関する理論と支援の展開 1① 1 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

保健医療分野に関する理論と支援の展開 1後 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

福祉分野に関する理論と支援の展開 1・2前 1 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年・集中

司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 1・2前 1 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年・集中

産業・労働分野に関する理論と支援の展開 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年・集中

心理的アセスメントに関する理論と実践（臨床
心理査定演習Ⅰ）

1② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

臨床心理査定演習Ⅱ 1③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

臨床心理基礎実習Ⅰ 1前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

臨床心理基礎実習Ⅱ 1後 2 ○ 2 2 0 0 兼0 集中・共同

心理実践実習Ⅳ（臨床心理実習Ⅰ） 2前 2 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

臨床心理実習Ⅱ 2後 2 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

心理実践実習Ⅰ 1通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

心理実践実習Ⅱ 1通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

心理実践実習Ⅲ 2通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

心理実践実習Ⅴ 2通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

心理実践実習A 1通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 集中・共同

心理実践実習B 1通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 集中・共同

心理実践実習C 2通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

心理実践実習D 2通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 集中・共同

小計（47科目） － 0 73 0 8 6 1 1 0 兼5 －

法学・政治学プログラム特別演習Ⅰ 1・2① 2 ○ 1 1 0 0 兼1

法学・政治学プログラム特別演習Ⅱ 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼1

憲法理論 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

行政法理論 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

刑事システム論 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

現代憲法論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

社会変動分析論 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

社会構造分析論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

家族支援社会論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

政治倫理論 1・2① 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

政策過程論 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本政治論 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

比較自治体論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

租税法 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

国際租税法 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

憲法理論演習　 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

行政法理論演習 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

刑事システム論演習　 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

現代憲法論演習　　 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

社会変動分析論演習　 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

社会構造分析論演習　 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

家族支援社会論演習　 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

政治倫理論演習　 1・2② 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

－
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教 育 課 程 等 の 概 要
(人文社会科学専攻　博士課程前期）

単位数 授業形態 専任教員等の配置

科目区分 授業科目の名称 配当年次 備考

日本政治論演習 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

比較自治体論演習　 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

租税法演習　 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

国際租税法演習　 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

不動産法 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

物件管理法 1・2① 2 ○ 0 0 0 1 兼0

契約法 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

経営法務 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

経営法務戦略論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

企業組織法 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

企業ファイナンス法 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

民事訴訟の理論と実務 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

裁判外紛争処理論 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

雇用関係法 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

不動産法演習 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

物件管理法演習　 1・2④ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

契約法演習 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

経営法務演習 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

経営法務戦略論演習 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

企業組織法演習 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

企業ファイナンス法演習 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

民事訴訟の理論と実務演習　 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

裁判外紛争処理論演習　 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

雇用関係法演習　 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

国際法 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

国際機構法 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

国際政治経済論 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

国際刑事政策 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

安全保障論 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

国際政治学 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

外交論 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

国際秩序構築論 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

国際関係私法 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

比較政治思想論 1・2① 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

日本法概説１ 1・2① 2 ○ 0 0 1 0 兼0

日本法概説２ 1・2③ 2 ○ 0 0 1 0 兼0

国際刑事法 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

国際法演習　 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

国際機構法演習　 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

国際政治経済論演習 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

国際刑事政策演習　 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

安全保障論演習　 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

国際政治学演習 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

外交論演習　 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

国際秩序構築論演習　 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

国際関係私法演習　 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

比較政治思想論演習 1・2③ 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

医療と人権 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

医事法制度論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

医事刑法論 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

医療刑事手続論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

医療労務管理と法 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

社会調査論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

医療社会学特論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

精神科医療法制論 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

小計（78科目） － 0 156 0 14 8 1 2 0 兼1 －

経済学プログラム特別演習Ⅰ 1・2前 2 ○ 13 8 0 0 兼0

経済学プログラム特別演習Ⅱ 1・2後 2 ○ 13 8 0 0 兼0

応用ファイナンス 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

理論ファイナンス 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

金融資本市場分析 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

経済数学 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

日本銀行連携講義１ 1・2 2 ○ 1 0 0 0 兼2 隔年・オムニバス

日本銀行連携講義２ 1・2 2 ○ 1 0 0 0 兼2 隔年・オムニバス

金融庁連携講義１ 1・2 2 ○ 1 0 0 0 兼2 隔年・共同・オムニバス

金融庁連携講義２ 1・2 2 ○ 1 0 0 0 兼2 隔年・共同・オムニバス

－
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教 育 課 程 等 の 概 要
(人文社会科学専攻　博士課程前期）

単位数 授業形態 専任教員等の配置

科目区分 授業科目の名称 配当年次 備考

日本政策投資銀行連携講義１ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

日本政策投資銀行連携講義２ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

マクロ経済学 1・2② 2 ○ 0 0 0 1 兼0

ミクロ経済学 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

マクロ金融分析 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

計量経済学１ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

計量経済学２ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

経済統計分析 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

経済時系列分析 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

労働市場分析 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

財政学 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

経済戦略論 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

地方財政論 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

経済情報分析 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

公共経済学 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

医療経済学 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

公共政策論 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

国際公共政策 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

応用国際公共政策 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

開放マクロ経済学 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

欧米経済史１ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米経済史２ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

政治経済学１ 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

政治経済学２ 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

経済学史１ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

経済学史２ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

エネルギー政策論 1・2 2 ○ 0 0 0 0 兼1

経済学特講 1・2① 2 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（38科目） － 0 76 0 13 8 0 1 0 兼8 －

リサーチ・リテラシー 1・2前 2 ○ 2 3 0 0 兼2 オムニバス

イノベーション・マネジメント論 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

経営戦略論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

市場戦略論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

サービス経営論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

経営組織論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

CSR論 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

マーケティング論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

国際マーケティング戦略論 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

経営管理論 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

組織行動論 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

人的資源管理論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼1

コスト・マネジメント 1・2後 2 ○ 0 0 1 0 兼0

税法コンプレッション 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

税法ケーススタディ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

管理会計論 1・2前 2 ○ 0 0 1 0 兼0

財務会計論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

会計政策論 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

経営情報システム論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

企業とコミュニケーション 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

社会心理学特論 1・2後 2 ○ ※ 0 1 0 0 兼0 ※実験

国際関係論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

地域協力論 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

異文化コミュニケーション論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

異文化ビジネスコミュニケーション 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

フィールドワーク論 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

コミュニケーション原論 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

社会行動データ解析 1・2前 2 ○ ※ 0 1 0 0 兼0 ※演習

アントレプレナーシップ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

情報システム管理学 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

情報ネットワーク論 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

公共経営論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

地域経営論 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

地域分析 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

アジア企業論 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

アジアビジネス事情 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

ビジネス日本語 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1
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教 育 課 程 等 の 概 要
(人文社会科学専攻　博士課程前期）

単位数 授業形態 専任教員等の配置

科目区分 授業科目の名称 配当年次 備考

アジアベンチャービジネス論 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼2

マネジメント特講（サステイナビリティ・マネジメント論） 1・2前 2 ○ 0 0 0 1 兼0

マネジメント特講（地域創成論） 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0

マネジメント特講（日本の組織と経営） 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

マネジメント特講（地域活性化） 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼6

小計（42科目） － 0 84 0 6 8 1 1 0 兼12 －

Peace and Co-existence A 1・2① 1 〇 1 3 1 2 兼0 オムニバス

Peace and Co-existence B 1・2③ 1 〇 3 3 1 1 兼0 オムニバス

Peace and Conflict Research I 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

Peace and Conflict Research II 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

Conflict Resolution I 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

Conflict Resolution II 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

Peacebuilding I 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

Peacebuilding II 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

International Relations 1・2① 2 ○ 0 0 0 1 兼0

Hiroshima Peace Studies I 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

Hiroshima Peace Studies II 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

Hiroshima Peace Heritage I 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

Hiroshima Peace Heritage II 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

Politics in Japan 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

International Politics I 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

International Politics II 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

International Security I 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

International Security II 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

International Law and International Institutional Law 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

International Ethics I 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

International Ethics II 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

Law and Human Rights 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

Basic Cultural Anthropology I 1・2① 2 ○ 0 0 1 0 兼0

Basic Cultural Anthropology II 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

Contemporary Anthropology I 1・2③ 2 ○ 0 0 1 0 兼0

Contemporary Anthropology II 1・2④ 2 ○ 1 1 0 0 兼0

Identity and Co-existence 1・2③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

Peacebuilding Case Studies 1・2④ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

Area Studies 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

Development and Culture 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（30科目） － 0 58 0 6 6 1 2 0 兼3 －

社会科学のための数理・計量分析 1① 2 〇 0 0 0 1 兼0
調査方法論基礎 1③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1
開発ミクロ経済学I 1③ 2 〇 1 0 0 0 兼1
開発ミクロ経済学II 1④ 2 〇 1 0 0 0 兼1
開発マクロ経済学I 1③ 2 ○ 1 0 0 0 兼1
開発マクロ経済学II 1④ 2 ○ 1 0 0 0 兼1
開発計量経済学I 1① 2 ○ 0 1 0 0 兼1
開発計量経済学II 1② 2 ○ 0 1 0 0 兼1
経済統計分析論 1② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

グローバルガバナンス論 1③ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

都市経済学 1② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

農村開発論 1③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

技術経営論 1① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

人的資源開発論 1④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

公共管理論 1④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

経営組織論 1③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

経営戦略論 1① 2 ○ 0 0 0 0 兼1

環境政策論 1③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

都市政策論 1④ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

国際協力論 1① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

労働政策論 1② 2 ○ 1 1 0 0 兼0

国際金融論 1② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

小計（22科目） － 0 44 0 4 2 0 3 0 兼6 －

総合科学系演習 1② 2 ○ 3 0 0 0 兼0

人間総合科学特論 １～２ 4 ○ 3 0 0 0 兼0 集中・共同

コンピュータと言語研究・教育 1・2④ 2 ○ 2 0 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

言語構造論 1・2① 2 ○ 1 2 0 0 兼0 オムニバス

言語類型研究 1・2④ 2 ○ 1 2 0 0 兼0 オムニバス

心理言語的アプローチからの第二言語習得 1・2① 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

実験言語学 1・2② 2 ○ 0 2 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

運動生理・生化学 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

－
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教 育 課 程 等 の 概 要
(人文社会科学専攻　博士課程前期）

単位数 授業形態 専任教員等の配置

科目区分 授業科目の名称 配当年次 備考

運動適応学 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

運動制御学 1・2③ 2 ○ 1 0 0 1 兼1 オムニバス・共同（一部）

運動精神科学 1・2④ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

認知科学論 1・2① 2 ○ 1 2 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

比較認知論 1・2④ 2 ○ 1 2 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

環境行動論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼1 オムニバス・共同（一部）

適応行動論 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

社会行動論 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

BCM（Business Community Management） 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

現代哲学 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼1 オムニバス・共同（一部）

美的感性論 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

文化哲学 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼1 オムニバス・共同（一部）

比較芸術論 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

実践倫理学 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼1 オムニバス・共同（一部）

比較宗教思想史 1・2③ 2 ○ 0 2 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

マイノリティ文化思想 1・2③ 2 ○ 0 2 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

日本地域研究 1・2② 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

日本文藝社会研究 1・2① 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

アジア文化論（現代文化） 1・2③ 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

アジア文化論（表象文化） 1・2④ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

アジア文化論（伝統文化） 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 集中・共同

ヨーロッパ社会論 1・2① 2 ○ 1 0 1 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

ヨーロッパ文化論 1・2④ 2 ○ 1 0 1 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

欧米地域研究 1・2② 2 ○ 0 2 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

アジア地域研究 1・2① 2 ○ 2 0 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

英米社会論（国際関係） 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

ヒロシマ平和学 1・2③ 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

英米文化論 1・2③ 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

英米文藝社会研究 1・2① 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

宗教学 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

宗教聖典論 1・2④ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

社会人類学 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

民族誌論 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

科学・技術・社会論 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

社会文化史 1・2③ 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

教育文化史 1・2③ 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

異文化理解 1・2① 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

持続可能な観光発展論 1・2② 2 ○ 1 0 1 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

文化観光論 1・2③ 2 ○ 1 0 1 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

社会動態論 1・2④ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

社会構造論 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

社会学研究法 1・2① 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

福祉社会論 1・2② 2 ○ 0 2 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

世界経済体制論 1・2③ 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

産業システム論 1・2④ 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

農村環境社会論 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

持続可能地域論 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

地域情報論 1・2② 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

生命機能化学 1・2③ 2 ※ ○ 0 0 0 0 兼3 ※講義・共同

生態系循環論 1・2③ 2 ○ 0 0 0 0 兼3 オムニバス

情報システム論 1・2③ 2 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

地球表層物質輸送論 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

自然環境リスク論 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼7 オムニバス

気候変動災害論 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

生物多様性科学 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

小計（63科目） － 0 126 2 25 36 2 1 0 兼22 －

特
別
研
究

特別研究 1～2 4 ○ 102 91 5 8 兼13

小計（680科目） － 4 1325 2 103 93 6 15 0 兼64 －

－ 6 1360 2 103 93 6 17 0 兼123 －

－

－

合計（705科目） －
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教 育 課 程 等 の 概 要
(人文社会科学専攻　博士課程前期）

単位数 授業形態 専任教員等の配置

科目区分 授業科目の名称 配当年次 備考

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

修了に必要な単位数を30単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研究
指導を受けた上で，修士論文もしくは所定の基準による研究成果の審査及び最終試験又
は博士論文研究基礎力審査に合格すること。
修了要件 １学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号

修士（文学）
修士（心理学）
修士（法学）

修士（経済学）
修士（経営学）

修士（マネジメント）
修士（国際協力学）

修士（学術）

学位又は学科の分野

文学関係
法学関係

社会学・社会福祉学関係
経済学関係

科目区分 
要修得単

位数 
指定科目等 

大学院共通

科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
4 単位 
以上 

「必修」 
人間社会科学特別講義：2 単位 

専攻共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラム

専門科目 

所属プログラム専門科

目 
12 単位

以上 
  

特別研究 4 単位 
「必修」 
特別研究：4 単位 

他プログラム専門科目 
2 単位 
以上 

  

所属プログラム専門科目または 
他プログラム専門科目 

4 単位 
以上 

 

合計 
30 単位

以上 
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Hiroshimaから世界平和を考える 1・2①②④ 1 ○ 1 1 0 0 兼3 オムニバス

Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 1・2② 1 ○ 2 0 0 0 兼5 オムニバス・メディア

Japanese Experience of Human Development-
Culture, Education, and Health 1・2④ 1 ○ 2 0 0 0 兼4 オムニバス・メディア

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼8
オムニバス・共同（一部）

メディア

SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2③ 1 ○ 1 1 0 0 兼5 オムニバス・メディア

SDGsへの実践的アプローチ 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼3 共同・集中

ダイバーシティの理解 1・2② 1 ○ 2 0 0 0 兼2 オムニバス・共同（一部）・集中

データリテラシー 1・2①② 1 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

医療情報リテラシー 1・2③ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

人文社会系キャリアマネジメント 1・2②③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 メディア，②のみ集中

理工系キャリアマネジメント 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

ストレスマネジメント 1・2②④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 ②のみ集中

情報セキュリティ 1・2① 2 ○ 0 0 0 0 兼3 オムニバス

MOT入門 1・2①③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

アントレプレナーシップ概論 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（15科目） － 0 20 0 7 2 0 0 0 兼44 －

人間社会科学特別講義 1① 2 ○ 21 11 1 4 兼12 オムニバス

人間社会科学のための科学史 1・2② 2 ○ 18 13 1 4 兼14 オムニバス

異分野協働プロジェクト 1・2① 2 ○ 4 2 0 0 兼4

未来創造思考（基礎） 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

国際標準化論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

理工系のための経営組織論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼2

平和教育の構築への実践的アプローチ 1② 2 ○ 0 0 0 0 兼2

小計（7科目） － 2 9 0 39 26 2 7 0 兼29 －

人文社会科学のための研究法と倫理 1・2① 2 ○ 16 9 1 1 兼0 オムニバス

人文社会科学と社会 1・2② 2 ○ 18 15 0 1 兼4 オムニバス

リサーチメソッド 1①・③ 2 〇 0 0 0 1 兼0

小計（3科目） － 0 6 0 32 24 1 3 0 兼4 －

比較日本文化学研究Ａ 1・2前 2 ○ 0 0 0 1 兼0

比較日本文化学研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0

比較日本文化学研究Ｃ 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

比較日本文化学研究Ｄ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

日本文化論講義Ａ 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

日本文化論講義Ｂ 1・2前 2 ○ 0 0 0 1 兼0

日本文化論演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

日本文化論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0

歴史文化論講義Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

歴史文化論講義Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

歴史文化論演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

歴史文化論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

表象文化論講義Ａ 1・2前 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義

表象文化論講義Ｂ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義

表象文化論演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

表象文化論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

言語文化論講義Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

言語文化論講義Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

言語文化論演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

言語文化論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

超域文化論講義Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

超域文化論講義Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

超域文化論演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

超域文化論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋哲学演習Ａ 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋哲学演習Ｂ 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋哲学特別演習Ａ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

西洋哲学特別演習Ｂ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

哲学文献資料研究Ａ 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

哲学文献資料研究Ｂ 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋哲学史演習Ａ 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）
教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程前期）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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教 育 課 程 等 の 概 要
(人文社会科学専攻　博士課程前期）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

西洋哲学史演習Ｂ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋哲学史特別演習Ａ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

西洋哲学史特別演習Ｂ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

西洋哲学史文献資料研究Ａ 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋哲学史文献資料研究Ｂ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋哲学特講 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

インド哲学研究 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

インド哲学史講義 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

インド哲学演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

インド哲学演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

インド哲学史演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

インド哲学史演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

仏教学研究 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

仏教思想史研究 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

仏教学演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

仏教学演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

仏教思想史講義Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

仏教思想史講義Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

インド哲学仏教学総合演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

インド哲学仏教学総合演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

倫理学基礎演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

倫理学基礎演習Ｂ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

応用倫理学方法論研究Ａ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

応用倫理学方法論研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

応用倫理学基礎演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

応用倫理学基礎演習Ｂ 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

応用倫理学文献研究Ａ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

応用倫理学文献研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

倫理思想史基礎演習Ａ 1・2③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

倫理思想史基礎演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

倫理思想史文献研究Ａ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

倫理思想史文献研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

応用倫理思想基礎演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

応用倫理思想基礎演習Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国哲学文献研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国哲学文献研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国哲学文献研究Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国哲学文献研究Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国思想文献研究Ａ 1・2前 2 ○ 0 0 0 1 兼0

中国思想文献研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0

中国思想文献研究Ｃ 1・2前 2 ○ 0 0 0 1 兼0

中国思想文献研究Ｄ 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0

中国文化文献研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国文化文献研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国文化文献研究Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国文化文献研究Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国思想学専題講義 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

中国文化学専題研究 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

中国思想文化学研究法Ａ 1・2前 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

中国思想文化学研究法Ｂ 1・2後 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

中国思想文化学研究法Ｃ 1・2前 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

中国思想文化学研究法Ｄ 1・2後 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

歴史文化研究 1・2前 2 ○ 6 3 0 0 兼0 隔年・オムニバス

文化交流－日本と世界－ 1・2② 2 ○ 6 3 0 0 兼0 隔年・オムニバス

日本地域文献資料実習 1・2前 1 ○ 2 1 0 0 兼0 隔年・共同

日本地域史研究実習 1・2後 1 ○ 2 1 0 0 兼0 隔年・共同

日本古代資料解析論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本古代社会文化研究 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本中世資料解析論Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本中世資料解析論Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本中世社会文化研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本中世社会文化研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近世資料解析論Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近世資料解析論Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近世社会文化研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近世社会文化研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年
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教 育 課 程 等 の 概 要
(人文社会科学専攻　博士課程前期）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

日本近代資料解析論Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本近代資料解析論Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本近代社会文化研究Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本近代社会文化研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本社会文化史特論 1・2前 2 ○ 2 0 0 0 兼0 隔年

アジア歴史文化論Ａ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア歴史文化論Ｂ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア社会史史料研究Ａ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア社会史史料研究Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア政治史史料研究Ａ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア政治史史料研究Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア地域史研究Ａ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア地域史研究Ｂ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア地域文化論Ａ 1・2① 2 ※ ○ 0 1 0 0 兼0 ※講義・隔年

アジア地域文化論Ｂ 1・2① 2 ※ ○ 0 1 0 0 兼0 ※講義・隔年

アジア交流史史料研究Ａ 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

アジア交流史史料研究Ｂ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

中国制度史史料講義Ａ 1・2③ 2 ※ ○ 0 1 0 0 兼0 ※講義・隔年

中国制度史史料講義Ｂ 1・2③ 2 ※ ○ 0 1 0 0 兼0 ※講義・隔年

中国経済史史料研究Ａ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

中国経済史史料研究Ｂ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

中国政治史史料講義Ａ 1・2③ 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

中国政治史史料講義Ｂ 1・2③ 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

中国文化史史料研究Ａ 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

中国文化史史料研究Ｂ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

中国社会史史料研究Ａ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

中国社会史史料研究Ｂ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア歴史社会論Ａ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア歴史社会論Ｂ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近代国家論研究 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米社会構造論研究 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米政治文化史史料研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米政治文化史史料研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米社会経済史史料研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米社会経済史史料研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米社会経済史史料研究Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米社会経済史史料研究Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

西洋社会史文書研究Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋社会史文書研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋文化史文書研究Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋文化史文書研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

地中海歴史研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

地中海歴史研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

地中海文書解析学Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

地中海文書解析学Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本古典文学注釈研究Ａ 1・2前 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

日本古典文学注釈研究Ｂ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

日本古典文学注釈研究Ｃ 1・2前 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

日本古典文学注釈研究Ｄ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

日本古典文学注釈研究Ｅ 1・2前 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

日本古典文学注釈研究Ｆ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

日本古典文学解読研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本古典文学解読研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本古典文学解読研究Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本古典文学解読研究Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本古典文学解読研究Ｅ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本古典文学解読研究Ｆ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学注釈研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学注釈研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学注釈研究Ｃ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学注釈研究Ｄ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学解読研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学解読研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学解読研究Ｃ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学解読研究Ｄ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本語学研究Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年
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教 育 課 程 等 の 概 要
(人文社会科学専攻　博士課程前期）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

日本語学研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本語史研究Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本語史研究Ｂ 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

中国古典散文演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典散文演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典散文演習Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典散文演習Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典韻文演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

中国古典韻文演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

中国古典韻文演習Ｃ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

中国古典韻文演習Ｄ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

中国古典詩演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典詩演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典詩演習Ｃ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典詩演習Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典小説演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典小説演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典小説演習Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典小説演習Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国文学特殊講義Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

中国文学特殊講義Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米文学語学・言語学概説 1・2③ 2 ○ 6 4 0 3 兼0 オムニバス

近代アメリカ文学演習Ａ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

近代アメリカ文学演習Ｂ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

現代アメリカ文学演習Ａ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

現代アメリカ文学演習Ｂ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

アメリカ文学理論演習Ａ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

アメリカ文学理論演習Ｂ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

アメリカ小説作品演習Ａ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

アメリカ小説作品演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

アメリカ文学特殊講義Ａ 1・2① 2 ○ ※ 1 0 0 0 兼0 ※演習

アメリカ文学特殊講義Ｂ 1・2① 2 ○ ※ 1 0 0 0 兼0 ※演習

アメリカ文学研究演習Ａ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

アメリカ文学研究演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

批評理論演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

批評理論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

イギリス詩文学作品演習Ａ 1・2③ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

イギリス詩文学作品演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

イギリス詩文学作品研究演習Ａ 1・2④ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

イギリス詩文学作品研究演習Ｂ 1・2④ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

イギリス小説作品研究演習Ａ 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

イギリス小説作品研究演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

イギリス小説作品演習Ａ 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

イギリス小説作品演習Ｂ 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

イギリス戯曲文学演習Ａ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

イギリス戯曲文学演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

イギリス戯曲文学演習Ｃ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

イギリス戯曲文学演習Ｄ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語圏文学概論Ａ 1・2③ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

英語圏文学概論Ｂ 1・2④ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

英語圏文学特殊講義Ａ 1・2① 2 ○ 1 1 0 1 兼0 共同

英語圏文学特殊講義Ｂ 1・2② 2 ○ 1 1 0 1 兼0 共同

世界英語圏文学批評演習Ａ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

世界英語圏文学批評演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語圏文学作品演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語圏文学作品演習Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語圏文学作品研究演習Ａ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語圏文学作品研究演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語圏詩文学作品演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語圏詩文学作品演習Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語学概論Ａ 1・2① 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

英語学概論Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

英語学理論演習Ａ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

英語学理論演習Ｂ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近代英語作品研究演習Ａ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近代英語作品研究演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年
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教 育 課 程 等 の 概 要
(人文社会科学専攻　博士課程前期）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

中期英語概論Ａ 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

中期英語概論Ｂ 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

中期英語作品研究演習Ａ 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

中期英語作品研究演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

英語学特殊講義Ａ 1・2① 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

英語学特殊講義Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

ドイツ文学理論演習Ａ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ文学理論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近現代ドイツ語学演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

近現代ドイツ語学演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

ドイツ文学語学特殊講義Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ文学語学特殊講義Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ文学語学特殊講義Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ語圏文化論演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ語圏文化論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ語圏言語文化演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ語圏言語文化演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ語圏言語文化演習Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ語圏言語文化演習Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ文学発展演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ文学発展演習Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ近現代文学演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

ドイツ近現代文学演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

ドイツ小説演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

ドイツ小説演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

ドイツ語コーパス言語学Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

ドイツ語コーパス言語学Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語文学研究Ａ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語文学研究B 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語文学批評研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

フランス語文学批評研究B 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

フランス語文学・フランス語学演習Ａ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語文学・フランス語学演習B 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス文学特別研究演習A 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

フランス文学特別研究演習B 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

近現代フランス語文学作品研究演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近現代フランス語文学作品研究演習Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近現代フランス語文学批評演習Ａ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近現代フランス語文学批評演習B 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近現代フランス語表現小説研究A 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近現代フランス語表現小説研究B 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

フランス語コミュニケーションと修辞学演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語コミュニケーションと修辞学演習Ｂ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語コミュニケーションと修辞学演習Ｃ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語コミュニケーションと修辞学演習Ｄ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語圏文化論演習A 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語圏文化論演習B 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語圏文化論演習C 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語圏文化論演習D 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語文学・フランス語学特殊講義A 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

フランス語文学・フランス語学特殊講義B 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

言語研究法講義ⅠＡ 1・2前 2 ※ ○ 1 1 0 0 兼0 ※講義・隔年・共同

言語研究法講義ⅠＢ 1・2前 2 ※ ○ 1 1 0 0 兼0 ※講義・隔年・共同

言語研究法講義ⅡＡ 1・2後 2 ※ ○ 1 1 0 0 兼0 ※講義・隔年・共同

言語研究法講義ⅡＢ 1・2後 2 ※ ○ 1 1 0 0 兼0 ※講義・隔年・共同

一般言語学演習Ａ 1・2前 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

一般言語学演習Ｂ 1・2前 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

一般言語学特別演習Ａ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

一般言語学特別演習Ｂ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

理論・応用言語学演習Ａ 1・2前 2 ※ ○ 0 1 0 0 兼0 ※講義・隔年

理論・応用言語学演習Ｂ 1・2前 2 ※ ○ 0 1 0 0 兼0 ※講義・隔年

理論・応用言語学特別演習Ａ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

理論・応用言語学特別演習Ｂ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

歴史・対照言語学演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

歴史・対照言語学演習Ｂ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

歴史・対照言語学特別演習Ａ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年
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教 育 課 程 等 の 概 要
(人文社会科学専攻　博士課程前期）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

歴史・対照言語学特別演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

ヨーロッパ語比較構文論講義Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

ヨーロッパ語比較構文論講義Ｂ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

ヨーロッパ語比較構文論演習Ａ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

ヨーロッパ語比較構文論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

人文地理学特別講義 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

人文地理学基礎論演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

人文地理学基礎論演習Ｂ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

人文地理学特論演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

人文地理学特論演習Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

世界地域システム論演習Ａ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

世界地域システム論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

グローバル経済地域論演習Ａ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

グローバル経済地域論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

現代インド地誌学 1・2前 2 ○ ※ 1 0 0 0 兼0 ※演習・隔年

条件不利地域の地理学 1・2後 2 ※ ○ 0 1 0 0 兼0 ※講義・隔年

経済地理学研究 1・2前 2 ○ ※ 1 0 0 0 兼0 ※演習・隔年

農村地理学研究 1・2後 2 ○ ※ 0 1 0 0 兼0 ※演習・隔年

自然地理学特別講義 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

自然地理学基礎論演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

自然地理学基礎論演習Ｂ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

自然地理学特論演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

自然地理学特論演習Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

地表変動論演習Ａ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

地表変動論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

自然地域形成論演習Ａ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

自然地域形成論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

自然地域システム論研究 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

地表変動論研究 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

地理情報システム学講義 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

地理情報システム学演習 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

地理学研究法Ａ 1・2前 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

地理学研究法Ｂ 1・2後 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

地理学野外実験 1・2前 1 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

地理学野外演習 1・2後 2 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

日本考古学解析Ａ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本考古学解析Ｂ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア考古学解析 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本考古学特論 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

世界考古学解析Ａ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

世界考古学解析Ｂ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

考古学広領域講義 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

考古文献評論Ａ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

考古文献評論Ｂ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

考古資料評論 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

アジア比較考古学演習Ａ 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 隔年・共同

アジア比較考古学演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

考古学資料実習Ａ 1・2① 1 ○ 2 1 0 0 兼0 隔年・共同

考古学資料実習Ｂ 1・2④ 1 ○ 2 1 0 0 兼0 共同

考古学資料実習Ｃ 1・2① 1 ○ 2 1 0 0 兼0 隔年・共同

総合文化財研究法Ⅰ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

総合文化財研究法Ⅱ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

総合文化財調査実習Ⅰ 1・2前 1 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

総合文化財調査実習Ⅱ 1・2後 1 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

総合文化財解析演習Ⅰ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

総合文化財解析演習Ⅱ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

有形文化財研究法Ⅰ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

有形文化財研究法Ⅱ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

有形文化財解析演習Ⅰ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

有形文化財解析演習Ⅱ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

有形文化財調査実習Ⅰ 1・2前 1 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

有形文化財調査実習Ⅱ 1・2後 1 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

文化財学特殊講義Ⅰ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

文化財学特殊講義Ⅱ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

小計（359科目） － 0 708 0 32 22 0 5 0 兼6 －

心理学研究法基礎演習A 1② 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

－
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教 育 課 程 等 の 概 要
(人文社会科学専攻　博士課程前期）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

心理学研究法基礎演習B 1④ 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学研究法応用演習A 2② 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学研究法応用演習B 2④ 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

Academic writing in psychology A 1① 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

Academic writing in psychology B 1③ 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

Advanced academic writing in psychology A 2① 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

Advanced academic writing in psychology B 2③ 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

臨床心理学特講Ⅰ 1① 2 ○ 1 2 0 0 兼0

心理学特講A 1～2前 2 ○ 6 4 1 1 兼1 集中・隔年

心理学特講B 1～2後 2 ○ 6 4 1 1 兼1 集中・隔年

心理学特講C 1～2前 2 ○ 6 4 1 1 兼1 集中・隔年

心理学特講D 1～2後 2 ○ 6 4 1 1 兼1 集中・隔年

心理学基礎演習Ⅰ 1① 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学基礎演習Ⅱ 1② 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学基礎演習Ⅲ 1③ 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学基礎演習Ⅳ 1④ 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学応用演習Ⅰ 2① 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学応用演習Ⅱ 2② 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学応用演習Ⅲ 2③ 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学応用演習Ⅳ 2④ 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

幼児心理学観察演習 1前 1 ○ 1 1 0 0 兼0 集中・共同

臨床心理学特講Ⅱ 1④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

心理療法特講 2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と実践 1③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

心の健康教育に関する理論と実践 1④ 2 ○ 8 6 1 1 兼1 オムニバス

心理支援に関する理論と実践（臨床心理面接特講Ⅰ） 1後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 集中

臨床心理面接特講Ⅱ 2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 集中

教育分野に関する理論と支援の展開 1① 1 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

保健医療分野に関する理論と支援の展開 1後 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

福祉分野に関する理論と支援の展開 1・2前 1 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年・集中

司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 1・2前 1 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年・集中

産業・労働分野に関する理論と支援の展開 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年・集中

心理的アセスメントに関する理論と実践（臨床
心理査定演習Ⅰ）

1② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

臨床心理査定演習Ⅱ 1③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

臨床心理基礎実習Ⅰ 1前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

臨床心理基礎実習Ⅱ 1後 2 ○ 2 2 0 0 兼0 集中・共同

心理実践実習Ⅳ（臨床心理実習Ⅰ） 2前 2 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

臨床心理実習Ⅱ 2後 2 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

心理実践実習Ⅰ 1通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

心理実践実習Ⅱ 1通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

心理実践実習Ⅲ 2通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

心理実践実習Ⅴ 2通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

心理実践実習A 1通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 集中・共同

心理実践実習B 1通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 集中・共同

心理実践実習C 2通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

心理実践実習D 2通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 集中・共同

小計（47科目） － 0 73 0 8 6 1 1 0 兼5 －

法学・政治学プログラム特別演習Ⅰ 1・2① 2 ○ 1 1 0 0 兼1

法学・政治学プログラム特別演習Ⅱ 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼1

憲法理論 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

行政法理論 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

刑事システム論 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

現代憲法論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

社会変動分析論 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

社会構造分析論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

家族支援社会論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

政治倫理論 1・2① 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

政策過程論 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本政治論 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

比較自治体論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

租税法 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

国際租税法 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

憲法理論演習　 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

行政法理論演習 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

刑事システム論演習　 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

－
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教 育 課 程 等 の 概 要
(人文社会科学専攻　博士課程前期）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

現代憲法論演習　　 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

社会変動分析論演習　 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

社会構造分析論演習　 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

家族支援社会論演習　 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

政治倫理論演習　 1・2② 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

日本政治論演習 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

比較自治体論演習　 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

租税法演習　 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

国際租税法演習　 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

不動産法 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

物件管理法 1・2① 2 ○ 0 0 0 1 兼0

契約法 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

経営法務 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

経営法務戦略論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

企業組織法 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

企業ファイナンス法 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

民事訴訟の理論と実務 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

裁判外紛争処理論 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

雇用関係法 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

不動産法演習 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

物件管理法演習　 1・2④ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

契約法演習 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

経営法務演習 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

経営法務戦略論演習 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

企業組織法演習 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

企業ファイナンス法演習 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

民事訴訟の理論と実務演習　 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

裁判外紛争処理論演習　 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

雇用関係法演習　 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

国際法 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

国際機構法 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

国際政治経済論 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

国際刑事政策 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

安全保障論 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

国際政治学 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

外交論 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

国際秩序構築論 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

国際関係私法 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

比較政治思想論 1・2① 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

日本法概説１ 1・2① 2 ○ 0 0 1 0 兼0

日本法概説２ 1・2③ 2 ○ 0 0 1 0 兼0

国際刑事法 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

国際法演習　 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

国際機構法演習　 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

国際政治経済論演習 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

国際刑事政策演習　 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

安全保障論演習　 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

国際政治学演習 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

外交論演習　 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

国際秩序構築論演習　 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

国際関係私法演習　 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

比較政治思想論演習 1・2③ 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

医療と人権 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

医事法制度論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

医事刑法論 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

医療刑事手続論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

医療労務管理と法 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

社会調査論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

医療社会学特論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

精神科医療法制論 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

小計（78科目） － 0 156 0 14 8 1 2 0 兼1 －

経済学プログラム特別演習Ⅰ 1・2前 2 ○ 13 8 0 0 兼0

経済学プログラム特別演習Ⅱ 1・2後 2 ○ 13 8 0 0 兼0

応用ファイナンス 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

理論ファイナンス 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

金融資本市場分析 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

－
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教 育 課 程 等 の 概 要
(人文社会科学専攻　博士課程前期）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

経済数学 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

日本銀行連携講義１ 1・2 2 ○ 1 0 0 0 兼2 隔年・オムニバス

日本銀行連携講義２ 1・2 2 ○ 1 0 0 0 兼2 隔年・オムニバス

金融庁連携講義１ 1・2 2 ○ 1 0 0 0 兼2 隔年・共同・オムニバス

金融庁連携講義２ 1・2 2 ○ 1 0 0 0 兼2 隔年・共同・オムニバス

日本政策投資銀行連携講義１ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

日本政策投資銀行連携講義２ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

マクロ経済学 1・2② 2 ○ 0 0 0 1 兼0

ミクロ経済学 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

マクロ金融分析 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

計量経済学１ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

計量経済学２ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

経済統計分析 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

経済時系列分析 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

労働市場分析 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

財政学 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

経済戦略論 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

地方財政論 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

経済情報分析 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

公共経済学 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

医療経済学 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

公共政策論 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

国際公共政策 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

応用国際公共政策 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

開放マクロ経済学 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

欧米経済史１ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米経済史２ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

政治経済学１ 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

政治経済学２ 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

経済学史１ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

経済学史２ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

エネルギー政策論 1・2 2 ○ 0 0 0 0 兼1

経済学特講 1・2① 2 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（38科目） － 0 76 0 13 8 0 1 0 兼8 －

Peace and Co-existence A 1・2① 1 〇 1 3 1 2 兼0 オムニバス

Peace and Co-existence B 1・2③ 1 〇 3 3 1 1 兼0 オムニバス

Peace and Conflict Research I 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

Peace and Conflict Research II 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

Conflict Resolution I 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

Conflict Resolution II 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

Peacebuilding I 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

Peacebuilding II 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

International Relations 1・2① 2 ○ 0 0 0 1 兼0

Hiroshima Peace Studies I 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

Hiroshima Peace Studies II 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

Hiroshima Peace Heritage I 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

Hiroshima Peace Heritage II 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

Politics in Japan 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

International Politics I 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

International Politics II 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

International Security I 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

International Security II 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

International Law and International Institutional Law 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

International Ethics I 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

International Ethics II 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

Law and Human Rights 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

Basic Cultural Anthropology I 1・2① 2 ○ 0 0 1 0 兼0

Basic Cultural Anthropology II 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

Contemporary Anthropology I 1・2③ 2 ○ 0 0 1 0 兼0

Contemporary Anthropology II 1・2④ 2 ○ 1 1 0 0 兼0

Identity and Co-existence 1・2③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

Peacebuilding Case Studies 1・2④ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

Area Studies 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

Development and Culture 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（30科目） － 0 58 0 6 6 1 2 0 兼3 －
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教 育 課 程 等 の 概 要
(人文社会科学専攻　博士課程前期）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

社会科学のための数理・計量分析 1① 2 〇 0 0 0 1 兼0

調査方法論基礎 1③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

開発ミクロ経済学I 1③ 2 〇 1 0 0 0 兼1

開発ミクロ経済学II 1④ 2 〇 1 0 0 0 兼1

開発マクロ経済学I 1③ 2 ○ 1 0 0 0 兼1

開発マクロ経済学II 1④ 2 ○ 1 0 0 0 兼1

開発計量経済学I 1① 2 ○ 0 1 0 0 兼1

開発計量経済学II 1② 2 ○ 0 1 0 0 兼1

経済統計分析論 1② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

グローバルガバナンス論 1③ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

都市経済学 1② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

農村開発論 1③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

技術経営論 1① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

人的資源開発論 1④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

公共管理論 1④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

経営組織論 1③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

経営戦略論 1① 2 ○ 0 0 0 0 兼1

環境政策論 1③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

都市政策論 1④ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

国際協力論 1① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

労働政策論 1② 2 ○ 1 1 0 0 兼0

国際金融論 1② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

小計（22科目） － 0 44 0 4 2 0 3 0 兼6 －

総合科学系演習 1② 2 ○ 3 0 0 0 兼0

人間総合科学特論 １～２ 4 ○ 3 0 0 0 兼0 集中・共同

コンピュータと言語研究・教育 1・2④ 2 ○ 2 0 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

言語構造論 1・2① 2 ○ 1 2 0 0 兼0 オムニバス

言語類型研究 1・2④ 2 ○ 1 2 0 0 兼0 オムニバス

心理言語的アプローチからの第二言語習得 1・2① 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

実験言語学 1・2② 2 ○ 0 2 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

運動生理・生化学 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

運動適応学 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

運動制御学 1・2③ 2 ○ 1 0 0 1 兼1 オムニバス・共同（一部）

運動精神科学 1・2④ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

認知科学論 1・2① 2 ○ 1 2 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

比較認知論 1・2④ 2 ○ 1 2 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

環境行動論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼1 オムニバス・共同（一部）

適応行動論 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

社会行動論 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

BCM（Business Community Management） 2 ○ 0 0 0 0 兼1

現代哲学 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼1 オムニバス・共同（一部）

美的感性論 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

文化哲学 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼1 オムニバス・共同（一部）

比較芸術論 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

実践倫理学 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼1 オムニバス・共同（一部）

比較宗教思想史 1・2③ 2 ○ 0 2 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

マイノリティ文化思想 1・2③ 2 ○ 0 2 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

日本地域研究 1・2② 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

日本文藝社会研究 1・2① 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

アジア文化論（現代文化） 1・2③ 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

アジア文化論（表象文化） 1・2④ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

アジア文化論（伝統文化） 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 集中・共同

ヨーロッパ社会論 1・2① 2 ○ 1 0 1 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

ヨーロッパ文化論 1・2④ 2 ○ 1 0 1 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

欧米地域研究 1・2② 2 ○ 0 2 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

アジア地域研究 1・2① 2 ○ 2 0 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

英米社会論（国際関係） 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

ヒロシマ平和学 1・2③ 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

英米文化論 1・2③ 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

英米文藝社会研究 1・2① 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

宗教学 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

宗教聖典論 1・2④ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

社会人類学 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

民族誌論 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

科学・技術・社会論 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

社会文化史 1・2③ 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

－

人
間
総
合
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
際
経
済
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目
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教 育 課 程 等 の 概 要
(人文社会科学専攻　博士課程前期）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教育文化史 1・2③ 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

異文化理解 1・2① 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

持続可能な観光発展論 1・2② 2 ○ 1 0 1 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

文化観光論 1・2③ 2 ○ 1 0 1 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

社会動態論 1・2④ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

社会構造論 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

社会学研究法 1・2① 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

福祉社会論 1・2② 2 ○ 0 2 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

世界経済体制論 1・2③ 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

産業システム論 1・2④ 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

農村環境社会論 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

持続可能地域論 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

地域情報論 1・2② 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

生命機能化学 1・2③ 2 ※ ○ 0 0 0 0 兼3 ※講義・共同

生態系循環論 1・2③ 2 ○ 0 0 0 0 兼3 オムニバス

情報システム論 1・2③ 2 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

地球表層物質輸送論 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

自然環境リスク論 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼7 オムニバス

気候変動災害論 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

生物多様性科学 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

小計（63科目） － 0 126 2 25 36 2 1 0 兼22 －

特
別
研
究

特別研究 1～2 4 ○ 98 84 4 7 兼12

小計（638科目） － 4 1241 2 98 86 5 14 0 兼52 －

－ 6 1276 2 103 93 6 17 0 兼112 ー

－

－

合計（663科目） －

人
間
総
合
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

学位又は称号

修士（文学）
修士（心理学）
修士（法学）

修士（経済学）
修士（経営学）

修士（マネジメント）
修士（国際協力学）

修士（学術）

学位又は学科の分野

文学関係
法学関係

社会学・社会福祉学関係
経済学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

修了に必要な単位数を30単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研究
指導を受けた上で，修士論文もしくは所定の基準による研究成果の審査及び最終試験又
は博士論文研究基礎力審査に合格すること。
修了要件 １学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

科目区分 
要修得単

位数 
指定科目等 

大学院共通

科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
4 単位 
以上 

「必修」 
人間社会科学特別講義：2 単位 

専攻共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラム

専門科目 

所属プログラム専門科

目 
12 単位

以上 
  

特別研究 4 単位 
「必修」 
特別研究：4 単位 

他プログラム専門科目 
2 単位 
以上 

  

所属プログラム専門科目または 
他プログラム専門科目 

4 単位 
以上 

 

合計 
30 単位

以上 
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Hiroshimaから世界平和を考える 1・2①②④ 1 ○ 1 1 0 0 兼3 オムニバス

Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 1・2② 1 ○ 2 0 0 0 兼5 オムニバス・メディア

Japanese Experience of Human Development-
Culture, Education, and Health 1・2④ 1 ○ 2 0 0 0 兼4 オムニバス・メディア

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼8
オムニバス・共同（一部）

メディア

SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2③ 1 ○ 1 1 0 0 兼5 オムニバス・メディア

SDGsへの実践的アプローチ 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼3 共同・集中

ダイバーシティの理解 1・2② 1 ○ 2 0 0 0 兼2 オムニバス・共同（一部）・集中

データリテラシー 1・2①② 1 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

医療情報リテラシー 1・2③ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

人文社会系キャリアマネジメント 1・2②③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 メディア，②のみ集中

理工系キャリアマネジメント 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

ストレスマネジメント 1・2②④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 ②のみ集中

情報セキュリティ 1・2① 2 ○ 0 0 0 0 兼3 オムニバス

MOT入門 1・2①③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

アントレプレナーシップ概論 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（15科目） － 0 20 0 7 2 0 0 0 兼44 －

人間社会科学特別講義 1① 2 ○ 21 11 1 4 兼12 オムニバス

人間社会科学のための科学史 1・2② 2 ○ 18 13 1 4 兼14 オムニバス

異分野協働プロジェクト 1・2① 2 ○ 4 2 0 0 兼4

未来創造思考（基礎） 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

国際標準化論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

理工系のための経営組織論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼2

平和教育の構築への実践的アプローチ 1② 2 ○ 0 0 0 0 兼2

小計（7科目） － 2 9 0 39 26 2 7 0 兼29 －

人文社会科学のための研究法と倫理 1・2① 2 ○ 16 9 1 1 兼0 オムニバス

人文社会科学と社会 1・2② 2 ○ 18 15 0 1 兼4 オムニバス

リサーチメソッド 1①・③ 2 〇 0 0 0 1 兼0

小計（3科目） － 0 6 0 32 24 1 3 0 兼4 －

リサーチ・リテラシー 1・2前 2 ○ 2 3 0 0 兼2 オムニバス

イノベーション・マネジメント論 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

経営戦略論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

市場戦略論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

サービス経営論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

経営組織論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

CSR論 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

マーケティング論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

国際マーケティング戦略論 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

経営管理論 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

組織行動論 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

人的資源管理論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼1

コスト・マネジメント 1・2後 2 ○ 0 0 1 0 兼0

税法コンプレッション 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

税法ケーススタディ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

管理会計論 1・2前 2 ○ 0 0 1 0 兼0

財務会計論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

会計政策論 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

経営情報システム論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

企業とコミュニケーション 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

社会心理学特論 1・2後 2 ○ ※ 0 1 0 0 兼0 ※実験

国際関係論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

地域協力論 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

異文化コミュニケーション論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

異文化ビジネスコミュニケーション 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

フィールドワーク論 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

コミュニケーション原論 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

社会行動データ解析 1・2前 2 ○ ※ 0 1 0 0 兼0 ※演習

アントレプレナーシップ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

情報システム管理学 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

情報ネットワーク論 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

公共経営論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

大
学
院
共
通
科
目

持
続
可
能
な
発
展
科
目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

－

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）
教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程前期）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

研
究
科
共
通
科
目

－

専
攻
共
通
科

目

－

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

東千田キャンパス
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教 育 課 程 等 の 概 要
(人文社会科学専攻　博士課程前期）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

地域経営論 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

地域分析 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

アジア企業論 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

アジアビジネス事情 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

ビジネス日本語 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

アジアベンチャービジネス論 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼2

マネジメント特講（サステイナビリティ・マネジメント論） 1・2前 2 ○ 0 0 0 1 兼0

マネジメント特講（地域創成論） 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0

マネジメント特講（日本の組織と経営） 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

マネジメント特講（地域活性化） 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼6

特別研究 1～2 4 ○ 5 7 1 1 兼1

小計（43科目） － 4 82 0 6 8 1 1 0 兼12 －

－ 6 119 0 69 51 3 11 0 兼82 －

修了に必要な単位数を30単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研究
指導を受けた上で，修士論文もしくは所定の基準による研究成果の審査及び最終試験又
は博士論文研究基礎力審査に合格すること。
修了要件 １学年の学期区分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

学位又は称号

修士（文学）
修士（心理学）
修士（法学）

修士（経済学）
修士（経営学）

修士（マネジメント）
修士（国際協力学）

修士（学術）

学位又は学科の分野

文学関係
法学関係

社会学・社会福祉学関係
経済学関係

2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

合計（68科目） －

－

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

科目区分 
要修得単

位数 
指定科目等 

大学院共通

科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
4 単位 
以上 

「必修」 
人間社会科学特別講義：2 単位 

専攻共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラム

専門科目 

所属プログラム専門科

目 
12 単位 
以上 

  

特別研究 4 単位 
「必修」 
特別研究：4 単位 

他プログラム専門科目 
2 単位 
以上 

  

所属プログラム専門科目または 
他プログラム専門科目 

4 単位 
以上 

 

合計 
30 単位 
以上 
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スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3②③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

普遍的平和を目指して 1・2・3①②④ 1 ○ 0 2 0 0 兼2 オムニバス

データサイエンス 1・2・3④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

パターン認識と機械学習 1・2・3② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

データサイエンティスト養成 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

医療情報リテラシー活用 1・2・3④ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

リーダーシップ手法 1・2・3① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

イノベーション演習 1・2・3③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

長期インターンシップ 1・2・3前後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

事業創造概論 1・2・3① 1 ○ 兼1

小計（12科目） － 0 16 0 0 2 0 0 0 兼17 －

プロジェクト研究 1・2・3④ 2 ○ 6 1 0 0 兼4 共同

人間社会科学講究 1・2・3② 2 ○ 5 0 0 1 兼5 共同

小計（2科目） － 0 4 0 10 1 0 1 0 兼8 －

特別研究 1～3 6 ○ 95 89 4 0 兼12

小計（1科目） － 6 0 0 95 89 4 0 0 兼12 －

－ 6 20 0 95 89 4 1 0 兼34 －

１学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

修了に必要な単位数を10単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，博士論文の審査及び最終試験に合格すること。
修了要件

１時限の授業時間 90分

学位又は称号

－

合計（15科目） －

学位又は学科の分野

文学関係
法学関係

社会学・社会福祉学関係
経済学関係

プ
ロ
グ

ラ
ム
専

門
科
目

博士（文学）
博士（心理学）
博士（法学）

博士（経済学）
博士（経営学）

博士（マネジメント）
博士（国際協力学）

博士（学術）

－

研
究
科

共
通
科

目

－

備考

大
学
院
共
通
科
目

持

続

可

能

な

発

展

科

目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程後期）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

科目区分 
要修得

単位数
指定科目等 

大学院共

通科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラ

ム専門科

目 
特別研究 6 単位 

「必修」 
特別研究：6 単位 

合計 
10 単位

以上 
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スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3②③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

普遍的平和を目指して 1・2・3①②④ 1 ○ 0 2 0 0 兼2 オムニバス

データサイエンス 1・2・3④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

パターン認識と機械学習 1・2・3② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

データサイエンティスト養成 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

医療情報リテラシー活用 1・2・3④ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

リーダーシップ手法 1・2・3① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

イノベーション演習 1・2・3③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

長期インターンシップ 1・2・3前後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

事業創造概論 1・2・3① 1 ○ 兼1

小計（12科目） － 0 16 0 0 2 0 0 0 兼17 －

プロジェクト研究 1・2・3④ 2 ○ 6 1 0 0 兼4 共同

人間社会科学講究 1・2・3② 2 ○ 5 0 0 1 兼5 共同

小計（2科目） － 0 4 0 10 1 0 1 0 兼8 －

特別研究 1～3 6 ○ 93 83 4 0 兼11

小計（1科目） － 6 0 0 93 83 4 0 0 兼11 －

－ 6 20 0 93 84 4 1 0 兼34 －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

修了に必要な単位数を10単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，博士論文の審査及び最終試験に合格すること。
修了要件 １学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

合計（15科目） －

学位又は称号

博士（文学）
博士（心理学）
博士（法学）

博士（経済学）
博士（経営学）

博士（マネジメント）
博士（国際協力学）

博士（学術）

学位又は学科の分野

文学関係
法学関係

社会学・社会福祉学関係
経済学関係

－

研
究
科

共
通
科

目

－

プ
ロ
グ

ラ
ム
専

門
科
目 －

大
学
院
共
通
科
目

持

続

可

能

な

発

展

科

目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程後期）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

東広島キャンパス

科目区分 
要修得

単位数
指定科目等 

大学院共

通科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラ

ム専門科

目 
特別研究 6 単位 

「必修」 
特別研究：6 単位 

合計 
10 単位

以上 
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スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3②③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

普遍的平和を目指して 1・2・3①②④ 1 ○ 0 2 0 0 兼2 オムニバス

データサイエンス 1・2・3④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

パターン認識と機械学習 1・2・3② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

データサイエンティスト養成 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

医療情報リテラシー活用 1・2・3④ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

リーダーシップ手法 1・2・3① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

イノベーション演習 1・2・3③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

長期インターンシップ 1・2・3前後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

事業創造概論 1・2・3① 1 ○ 兼1

小計（12科目） － 0 16 0 0 2 0 0 0 兼17 －

プロジェクト研究 1・2・3④ 2 ○ 6 1 0 0 兼4 共同

人間社会科学講究 1・2・3② 2 ○ 5 0 0 1 兼5 共同

小計（2科目） － 0 4 0 10 1 0 1 0 兼8 －

特別研究 1～3 6 ○ 4 6 0 0 兼1

小計（1科目） － 6 0 0 4 6 0 0 0 兼1 －

－ 6 20 0 14 8 0 1 0 兼25 －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

修了に必要な単位数を10単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，博士論文の審査及び最終試験に合格すること。
修了要件 １学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

合計（15科目） －

学位又は称号

博士（文学）
博士（心理学）
博士（法学）

博士（経済学）
博士（経営学）

博士（マネジメント）
博士（国際協力学）

博士（学術）

学位又は学科の分野

文学関係
法学関係

社会学・社会福祉学関係
経済学関係

－

研
究
科

共
通
科

目

－

プ
ロ
グ

ラ
ム
専

門
科
目 －

大
学
院
共
通
科
目

持

続

可

能

な

発

展

科

目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程後期）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

東千田キャンパス

科目区分 
要修得

単位数 
指定科目等 

大学院共

通科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラ

ム専門科

目 
特別研究 6 単位 

「必修」 
特別研究：6 単位 

合計 
10 単位 
以上 
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Hiroshimaから世界平和を考える 1・2①②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼5 オムニバス

Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼7 オムニバス・メディア

Japanese Experience of Human Development-
Culture, Education, and Health 1・2④ 1 ○ 2 0 0 0 兼4 オムニバス・メディア

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2① 1 ○ 3 0 0 0 兼5
オムニバス・共同（一部）
メディア

SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2③ 1 ○ 0 0 0 0 兼7 オムニバス・メディア

SDGsへの実践的アプローチ 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼3 共同・集中

ダイバーシティの理解 1・2② 1 ○ 0 1 0 0 兼3 オムニバス・共同（一部）・集中

データリテラシー 1・2①② 1 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

医療情報リテラシー 1・2③ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

人文社会系キャリアマネジメント 1・2②③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 メディア，②のみ集中

理工系キャリアマネジメント 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

ストレスマネジメント 1・2②④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 ②のみ集中

情報セキュリティ 1・2① 2 ○ 0 0 0 0 兼3 オムニバス

MOT入門 1・2①③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

アントレプレナーシップ概論 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（15科目） － 0 20 0 4 1 0 0 0 兼48 －

人間社会科学特別講義 1① 2 ○ 5 1 1 0 兼42 オムニバス

人間社会科学のための科学史 1・2② 2 ○ 4 2 1 0 兼43 オムニバス

異分野協働プロジェクト 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼9

未来創造思考（基礎） 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

国際標準化論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

理工系のための経営組織論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼2

平和教育の構築への実践的アプローチ 1② 2 ○ 0 0 0 0 兼2

小計（7科目） － 2 9 0 7 3 2 0 0 兼92 －

教育科学のための研究法と倫理 1・2① 2 ○ 5 1 0 0 兼0 オムニバス

教育科学と社会 1・2② 2 ○ 7 2 0 0 兼0 オムニバス

Sheltered Instruction: Making Content
Comprehensible

1・2③ 2 ○ 0 0 1 0 兼0

Religious culture in public education 1・2④ 2 ○ 0 0 1 0 兼0

Academic Writing for Graduate Students in
Education

1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

日本の教育開発経験 1・2③ 2 ○ 4 4 0 0 兼0 オムニバス

小計（6科目） － 0 12 0 9 5 2 0 0 0 －

学習開発学特別研究 1～2 4 　 ○ 3 3 0 0 兼0

カリキュラム開発特別研究 1～2 4 　 ○ 4 3 0 0 兼0

特別支援教育学特別研究 1～2 4 　 ○ 2 3 2 0 兼0

自然システム教育学特別研究Ａ 1～2 4 　 ○ 3 4 0 0 兼0

自然システム教育学特別研究Ｂ 1～2 4 ○ 1 2 0 0 兼0

数学教育学特別研究Ａ 1～2 4 　 ○ 3 0 1 0 兼0

数学教育学特別研究Ｂ 1～2 4 ○ 1 1 0 0 兼0

技術・情報教育学特別研究（技術・工業）Ａ 1～2 4 　 ○ 1 2 0 0 兼0

技術・情報教育学特別研究（技術・工業）Ｂ 1～2 4 ○ 0 1 0 0 兼0

技術・情報教育学特別研究（情報）Ａ 1～2 4 　 ○ 2 1 0 0 兼0

技術・情報教育学特別研究（情報）Ｂ 1～2 4 ○ 1 0 0 0 兼0

社会認識教育学特別研究（社会・地理歴史）Ａ 1～2 4 　 ○ 1 1 0 0 兼0

社会認識教育学特別研究（社会・地理歴史）Ｂ 1～2 4 ○ 1 0 0 0 兼0

社会認識教育学特別研究（社会・公民）Ａ 1～2 4 　 ○ 1 0 2 0 兼0

社会認識教育学特別研究（社会・公民）Ｂ 1～2 4 ○ 1 1 0 0 兼0

国語文化教育学特別研究Ａ 1～2 4 　 ○ 2 1 0 0 兼1

国語文化教育学特別研究Ｂ 1～2 4 ○ 2 0 0 0 兼0

英語教育学特別研究Ａ 1～2 4 　 ○ 1 1 0 0 兼0

英語教育学特別研究Ｂ 1～2 4 ○ 1 1 0 0 兼0

健康スポーツ教育学特別研究Ａ 1～2 4 　 ○ 3 2 0 0 兼0

健康スポーツ教育学特別研究Ｂ 1～2 4 ○ 1 1 0 0 兼0

人間生活教育学特別研究Ａ 1～2 4 　 ○ 2 3 0 0 兼0

人間生活教育学特別研究Ｂ 1～2 4 ○ 1 0 0 0 兼0

音楽教育学特別研究Ａ 1～2 4 　 ○ 2 1 0 0 兼0

音楽教育学特別研究Ｂ 1～2 4 ○ 0 1 0 0 兼0

造形芸術教育学特別研究Ａ 1～2 4 　 ○ 3 1 0 0 兼0

造形芸術教育学特別研究Ｂ 1～2 4 ○ 0 2 0 0 兼0

教室環境デザイン基礎研究 １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

教室環境デザイン発展研究 １③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

人間関係（コミュニケーション）デザイン基礎研究a １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

人間関係（コミュニケーション）デザイン基礎研究b １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

人間関係（コミュニケーション）デザイン発展研究a １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

人間関係（コミュニケーション）デザイン発展研究b １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

ＩＣＴ空間デザイン基礎研究 １② 2 ○ 1 0 1 0 兼0

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要
(教育科学専攻　博士課程前期）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

大
学
院
共
通
科
目

持
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可
能
な
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展
科
目

キ
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リ
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開
発
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デ
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シ
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科
目

－

研
究
科
共
通
科
目

－

専
攻
共
通
科
目

－

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

教
師
教
育
デ
ザ
イ
ン
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
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教 育 課 程 等 の 概 要
(教育科学専攻　博士課程前期）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

ＩＣＴ空間デザイン発展研究 １④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

ラボラトリーラーニングデザイン研究（理科） ２前 2 ○ 1 2 0 0 兼0

フィールドラーニングデザイン研究（理科） ２前 2 　 ○ 2 2 0 0 兼0

学習開発学基礎研究 １① 2 ○ 1 3 0 0 兼0 オムニバス

学習開発学発展研究 １③ 2 ○ 2 0 0 0 兼1 オムニバス

学習開発学特論 １① 2 ○ 5 5 2 1 兼0 オムニバス

教科課程デザイン基礎研究ａ １① 2 ○ 3 0 0 0 兼0

教科課程デザイン基礎研究ｂ １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

教科課程デザイン基礎研究ｃ １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

教科課程デザイン発展研究ａ １③ 2 ○ 3 0 0 0 兼0

教科課程デザイン発展研究ｂ １③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

指導・評価法デザイン基礎研究 １①又は② 2 ○ 5 4 0 0 兼0 　

指導・評価法デザイン発展研究 １③又は④ 2 ○ 5 4 0 0 兼0 　

学力・コンピテンシーデザイン基礎研究 １①又は② 2 ○ 2 1 0 0 兼0 　

学力・コンピテンシーデザイン発展研究 １③又は④ 2 ○ 2 1 0 0 兼0 　

比較カリキュラムデザイン基礎研究 １①又は② 2 ○ 2 1 0 0 兼0 　

比較カリキュラムデザイン発展研究 １③又は④ 2 ○ 2 1 0 0 兼0 　

カリキュラムデザイン史基礎研究 １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0 　

カリキュラムデザイン史発展研究 １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 　

子どもと学習材デザイン基礎研究ａ １① 2 ○ 0 2 0 0 兼1

子どもと学習材デザイン基礎研究ｂ １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

子どもと学習材デザイン基礎研究ｃ １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

子どもと学習材デザイン発展研究ａ １③ 2 ○ 0 2 0 0 兼1

子どもと学習材デザイン発展研究ｂ １③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

STEMと学習材デザイン基礎研究（理科）a １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

STEMと学習材デザイン基礎研究（理科）b １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

STEMと学習材デザイン基礎研究（数学） １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

STEMと学習材デザイン基礎研究（情報） １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

STEMと学習材デザイン発展研究（理科）a １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

STEMと学習材デザイン発展研究（理科）b １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

STEMと学習材デザイン発展研究（情報） １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

環境・社会と学習材デザイン基礎研究(理科)a １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

環境・社会と学習材デザイン基礎研究(理科)b １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

環境・社会と学習材デザイン基礎研究（技術・工業） １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

環境・社会と学習材デザイン基礎研究（社会・地理歴史） １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

環境・社会と学習材デザイン基礎研究（家庭） １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

環境・社会と学習材デザイン発展研究(理科)a １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

環境・社会と学習材デザイン発展研究(理科)b １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

環境・社会と学習材デザイン発展研究（技術・工業） １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

環境・社会と学習材デザイン発展研究（社会・地理歴史） １③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

環境・社会と学習材デザイン発展研究（家庭） １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン基礎研究（理科）a １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン基礎研究（数学）a １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン基礎研究（数学）b １② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン基礎研究（技術・工業） １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン基礎研究（社会・公民） １① 2 ○ 0 0 1 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン基礎研究（家庭） １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン基礎研究（美術） １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン発展研究（理科）a １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン発展研究（技術・工業） １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン発展研究（社会・公民） １③ 2 ○ 0 0 1 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン発展研究（家庭） １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン発展研究（美術） １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

ものづくり教育と学習材デザイン基礎研究（技術・工業） １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

ものづくり教育と学習材デザイン基礎研究（情報） １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

ものづくり教育と学習材デザイン発展研究（技術・工業） １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

ものづくり教育と学習材デザイン発展研究（情報） １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

社会・生活と学習材デザイン基礎研究（社会・公民） １② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

社会・生活と学習材デザイン基礎研究（家庭） １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

社会・生活と学習材デザイン発展研究（社会・公民） １④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

社会・生活と学習材デザイン発展研究（家庭） １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

創造性と学習材デザイン基礎研究（社会・公民） １① 2 ○ 0 0 1 0 兼0

創造性と学習材デザイン基礎研究（家庭） １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

創造性と学習材デザイン基礎研究（音楽） １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

創造性と学習材デザイン基礎研究（美術） １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

創造性と学習材デザイン発展研究（社会・公民） １③ 2 ○ 0 0 1 0 兼0

創造性と学習材デザイン発展研究（家庭） １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

創造性と学習材デザイン発展研究（音楽） １③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

創造性と学習材デザイン発展研究（美術） １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

言語・コミュニケーション表現と学習材デザイン基礎研究（国語） １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0
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教 育 課 程 等 の 概 要
(教育科学専攻　博士課程前期）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

言語・コミュニケーション表現と学習材デザイン基礎研究（英語） １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

言語・コミュニケーション表現と学習材デザイン基礎研究（音楽） １② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

言語・コミュニケーション表現と学習材デザイン発展研究（国語） １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

言語・コミュニケーション表現と学習材デザイン発展研究（英語） １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

言語・コミュニケーション表現と学習材デザイン発展研究（音楽） １④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

地域・歴史と学習材デザイン基礎研究（社会・地理歴史） １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

地域・歴史と学習材デザイン基礎研究（国語） １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

地域・歴史と学習材デザイン発展研究（社会・地理歴史） １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

地域・歴史と学習材デザイン発展研究（国語） １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

表象・文化と学習材デザイン基礎研究（国語） １② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

表象・文化と学習材デザイン発展研究（国語） １④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

こころ・身体と学習材デザイン基礎研究(健康スポーツ)a １① 2 ○ 1 1 0 0 兼0

こころ・身体と学習材デザイン基礎研究(健康スポーツ)b １② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

こころ・身体と学習材デザイン基礎研究(美術) １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

こころ・身体と学習材デザイン発展研究(健康スポーツ)a １③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0

こころ・身体と学習材デザイン発展研究(健康スポーツ)b １④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

こころ・身体と学習材デザイン発展研究(美術) １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

生活・科学と学習材デザイン基礎研究（理科）a １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

生活・科学と学習材デザイン基礎研究（理科）b １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

生活・科学と学習材デザイン基礎研究（家庭） １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

生活・科学と学習材デザイン発展研究（理科）a １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

生活・科学と学習材デザイン発展研究（理科）b １③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

生活・科学と学習材デザイン発展研究（家庭） １③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

表現と学習材デザイン基礎研究（国語） １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

表現と学習材デザイン基礎研究（音楽） １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

表現と学習材デザイン基礎研究（美術） １② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

表現と学習材デザイン発展研究（国語） １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

表現と学習材デザイン発展研究（音楽） １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

表現と学習材デザイン発展研究（美術） １④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

教育支援者専門知デザイン基礎研究 １① 2 ○ 　 2 3 0 0 兼0

教育支援者専門知デザイン発展研究 １③ 2 ○ 2 3 0 0 兼0

教師の成長・キャリアデザイン基礎研究 １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

教師の成長・キャリアデザイン発展研究 １③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

教職課程・現職研修カリキュラムデザイン基礎研究 １② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

教職課程・現職研修カリキュラムデザイン発展研究 １④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

教師教育プラクティカム基礎研究 １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

教師教育プラクティカム発展研究 １③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0

実習指導・授業研究デザイン基礎研究 １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

実習指導・授業研究デザイン発展研究 １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

特別支援教育学特論 １② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

特別支援教育実践研究 １前 2 　 ○ 2 3 2 1 兼0

発達障害指導法特論 １③ 2 ○ 1 0 0 1 兼0

コミュニケーション障害指導法特論 １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

重複障害指導法特論 １② 2 ○ 0 0 1 0 兼0

視覚障害指導法特論 １① 2 ○ 0 0 1 0 兼0

視覚障害学演習 １③ 2 　　 ○ 0 1 1 0 兼0

視覚障害心理学特論 １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

聴覚障害指導法特論 １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

聴覚障害学演習 １④ 2 　 ○ 0 1 0 0 兼0

聴覚障害心理学特論 １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

知的障害指導法特論 １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

知的障害学演習 １④ 2 　 ○ 1 0 0 0 兼0

知的障害心理学特論 １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

肢体不自由指導法特論 １① 2 ○ 0 0 1 0 兼0

肢体不自由心理学特論 １② 2 ○ 0 0 1 0 兼0

病弱教育特論 １③ 2 ○ 0 0 1 0 兼0

病弱生理・病理特論 １前 2 ○ 0 0 1 0 兼0

特別支援教育ファシリテーション論 １通 2 ○ 0 1 0 0 兼0

学校心理学 １④ 2 ○ 2 1 0 0 兼0

学習支援論 １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

学校臨床心理学 １③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

心理教育的アセスメント演習 １② 2 　 ○ 1 0 0 0 兼0

学校カウンセリング論演習 １④ 2 　 ○ 1 0 0 0 兼0

生涯キャリア形成支援論 １② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

知識構成論 １④ 2 ○ 　 0 1 0 0 兼0

小計（169科目） － 0 392 0 43 36 5 1 0 兼3 －

教育哲学特講　I 1② 1 ○ 1 0 0 0 兼0

教育哲学特講　II 1② 1 ○ 1 0 0 0 兼0

日本東洋教育史特講 I 1① 1 ○ 1 0 0 0 兼0

日本東洋教育史特講 II 1① 1 ○ 1 0 0 0 兼0

西洋教育史特講 I 1① 1 ○ 0 1 0 0 兼0
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教 育 課 程 等 の 概 要
(教育科学専攻　博士課程前期）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

西洋教育史特講 II 1① 1 ○ 0 1 0 0 兼0

教育社会学特講 I 1③ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

教育社会学特講 II 1③ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

教育方法学特講 I 1② 1 ○ 0 1 0 0 兼0

教育方法学特講 II 1② 1 ○ 0 1 0 0 兼0

社会教育学特講 I 1② 1 ○ 0 1 0 0 兼0

社会教育学特講 II 1② 1 ○ 0 1 0 0 兼0

教育行財政学特講 I 1③ 1 ○ 0 1 0 0 兼0

教育行財政学特講 II 1③ 1 ○ 0 1 0 0 兼0

比較国際教育学特講 I 1① 1 ○ 1 0 0 0 兼0

比較国際教育学特講 II 1① 1 ○ 1 0 0 0 兼0

教育経営学特講 I 1② 1 ○ 1 0 0 0 兼0

教育経営学特講 II 1② 1 ○ 1 0 0 0 兼0

幼児教育学特講 I 1④ 1 ○ 0 1 0 0 兼0

幼児教育学特講 II 1④ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

異文化間理解の社会理論と実践特講 I 1② 1 ○ 0 1 0 0 兼0

異文化間理解の社会理論と実践特講 II 1② 1 ○ 0 1 0 0 兼0

教育哲学演習　I 1④ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

教育哲学演習　II 1④ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

日本東洋教育史演習 I 1③ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

日本東洋教育史演習 II 1③ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

西洋教育史演習 I 1③ 1 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋教育史演習 II 1③ 1 ○ 0 1 0 0 兼0

教育社会学演習 I 1④ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

教育社会学演習 II 1④ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

教育方法学演習 I 1③ 1 ○ 0 1 0 0 兼0

教育方法学演習 II 1③ 1 ○ 0 1 0 0 兼0

社会教育学演習 I 1③ 1 ○ 0 1 0 0 兼0

社会教育学演習 II 1③ 1 ○ 0 1 0 0 兼0

教育行財政学演習 I 1② 1 ○ 0 1 0 0 兼0

教育行財政学演習 II 1② 1 ○ 0 1 0 0 兼0

比較国際教育学演習 I 1③ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

比較国際教育学演習 II 1③ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

教育経営学演習 I 1③ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

教育経営学演習 II 1③ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

幼児教育学演習 I 1① 1 ○ 0 1 0 0 兼0

幼児教育学演習 II 1① 1 ○ 1 0 0 0 兼0

教育調査統計学演習 1前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

教育学フィールドワーク演習 1④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

高等教育基礎論Ⅰ（理論・手法） 1前・後 2 ○ 3 3 1 0 兼0

高等教育基礎論Ⅱ（制度・政策） 1前・後 2 ○ 3 3 1 0 兼0

Comparative Studies in Higher Education １・２前 2 ○ 0 0 1 0 兼0

大学教育論 １・２後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

大学カリキュラム開発論 １・２前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

高等教育目標論 １・２前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

高等教育経済論 １・２後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

高等教育組織論・職員論 １・２前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

高等教育評価論 １・２後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

高等教育アドミッション論 １・２後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

学術政策論 １・２後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

学生論 １・２後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

Advanced Statistics １・２後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

Higher Education in Japan 1前 2 ○ 2 3 1 0 兼1

Development of Higher Education １・２前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

学費政策論　 １・２後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

高等教育基礎演習Ⅰ（実践研究） １・2前 2 ○ 2 3 1 0 兼0

小計（61科目） － 0 80 0 10 9 1 0 0 兼4 －

日本語教育研究方法論 1・2①② 2 〇 7 3 0 0 兼0 オムニバス

日本語教育学研究プロジェクト 1・2③④ 2 〇 7 3 0 0 兼0 共同

日本語習得論特講 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

言語教育心理学特講 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

日本語教育評価法特講 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

年少者日本語教育特講 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

日本語構造論特講 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

日本語表現法特講 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

対照言語学特講 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

社会言語学特講 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

異文化間教育学特講 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

文化社会学特講 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

日本近代文学特講 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

日本語習得論演習 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0
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教 育 課 程 等 の 概 要
(教育科学専攻　博士課程前期）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

言語教育心理学演習　　　 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

日本語教育評価法演習　　 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

年少者日本語教育演習 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

日本語構造論演習 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

日本語表現法演習 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

対照言語学演習 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

社会言語学演習 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

異文化間教育学演習 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

文化社会学演習 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

日本近代文学演習 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

国内日本語教育実践研究 1・2①② 2 ○ 3 2 0 0 兼0 共同

海外日本語教育実践研究 1・2③④ 2 ○ 3 2 0 0 兼0 共同

小計（26科目） － 0 48 4 7 4 0 0 0 0 －

教育基礎論 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

国際教育協力論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

教育人材開発論 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

ノンフォーマル教育論 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

理科教育開発論 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼1 共同

科学教育開発基礎論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼1 共同

数学教育開発論 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

高等教育開発論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

教育協力実践基礎論Ⅰ 1・2① 2 ○ 2 2 0 0 兼2 オムニバス・共同（一部）

教育協力実践基礎論Ⅱ 1・2② 2 ○ 2 2 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

国際教育協力実践研究 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

基礎教育開発論 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

教育協力事業評価論 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

教科教育授業論 1・2② 2 ○ 2 1 0 0 兼0 オムニバス

途上国の比較教育学 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

インクルーシブ教育論 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

平和社会のための教育 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

教育統計慨論 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

教育開発フィールドワーク論 1・2② 2 ○ 0 3 0 0 兼0

地域カリキュラム開発論 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

スポーツ教育開発論 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

グローバルシティズンシップ教育論 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

幼児教育・保育開発論Ⅰ 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

幼児教育・保育開発論Ⅱ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

小計（24科目） － 0 48 0 8 13 0 0 0 兼3 －

特
別
研
究

特別研究 1～2 4 ○ 22 19 1 0 兼1

小計（281科目） － 0 572 4 64 55 6 1 0 兼10 －

－ 2 613 4 64 56 8 1 0 兼146 －

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

日
本
語
教
育
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

－

国
際
教
育
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

－

－

合計（309科目） －

学位又は称号

修士（教育学）
修士（教育心理学）
修士（国際協力学）

修士（学術）

学位又は学科の分野 教育学・保育学関係

修了に必要な単位数を30単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，修士論文もしくは所定の基準による研究成果の審査及び最終試
験又は博士論文研究基礎力審査に合格すること。
修了要件

１学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

科目区分 
要修得単

位数 
指定科目等 

大学院共通

科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データリ

テラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
4 単位 
以上 

「必修」 
人間社会科学特別講義：2 単位 

専攻共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラム

専門科目 

所属プログラム専門科

目 
12 単位 
以上 

 

特別研究 4 単位 
特別研究：4 単位（教師教育デザイン学プログラ

ムは，基幹領域科目）。 

他プログラム専門科目 
2 単位 
以上 

  

所属プログラム専門科目または 
他プログラム専門科目 

4 単位 
以上 

 

合計 
30 単位 
以上 
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スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3②③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

普遍的平和を目指して 1・2・3①②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼4 オムニバス

データサイエンス 1・2・3④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

パターン認識と機械学習 1・2・3② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

データサイエンティスト養成 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

医療情報リテラシー活用 1・2・3④ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

リーダーシップ手法 1・2・3① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

イノベーション演習 1・2・3③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

長期インターンシップ 1・2・3前後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

事業創造概論 1・2・3① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（12科目） － 0 16 0 0 0 0 0 0 兼19 －

プロジェクト研究 1・2・3④ 2 ○ 2 0 0 0 兼9 共同

人間社会科学講究 1・2・3② 2 ○ 2 0 0 0 兼9 共同

小計（2科目） － 0 4 0 4 0 0 0 0 兼16 －

教育学共同研究講究 １〜３④ 2 ◯ 2 1 0 0 兼0

教育学フィールドワーク講究 1④ 1 ◯ 1 1 0 0 兼0

大学教員養成講座 1～3③ 2 ○ 1 1 1 0 兼2

大学授業構成論講究 1～3①② 2 ○ 1 1 0 0 兼0

教職授業プラクティカム I ２・３①② 1 ◯ 6 5 0 0 兼0

教職授業プラクティカム II ２・３③④ 1 ◯ 6 5 0 0 兼0

教職授業プラクティカム III ２・３①② 1 ◯ 6 5 0 0 兼0

教職教育ポートフォリオ ２・３③ 1 ◯ 1 1 0 0 兼0

特別研究 1～3 6 ○ 66 56 3 0 兼3

小計（9科目） － 6 0 11 66 56 4 0 0 兼5 －

－ 6 20 11 66 56 4 0 0 兼40 －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

修了に必要な単位数を10単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，博士論文の審査及び最終試験に合格すること。
修了要件 １学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

－

学位又は称号

博士（教育学）
博士（教育心理学）
博士（国際協力学）

博士（学術）

学位又は学科の分野 教育学・保育学関係

研
究
科

共
通
科

目

－

－

合計（23科目） －

大
学
院
共
通
科
目

持

続

可

能

な

発

展

科

目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(教育科学専攻　博士課程後期）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

科目区分 
要修得

単位数
指定科目等 

大学院共

通科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラ

ム専門科

目 
特別研究 6 単位 

「必修」 
特別研究：6 単位 

合計 
10 単位

以上 
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Hiroshimaから世界平和を考える 1・2①②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼5 オムニバス

Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼7 オムニバス・メディア

Japanese Experience of Human Development-
Culture, Education, and Health 1・2④ 1 ○ 0 0 0 0 兼6 オムニバス・メディア

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼8
オムニバス・共同（一部）

メディア

SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2③ 1 ○ 0 0 0 0 兼7 オムニバス・メディア

SDGsへの実践的アプローチ 1・2② 2 ○ 1 2 0 0 兼0 共同・集中

ダイバーシティの理解 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼4 オムニバス・共同（一部）・集中

データリテラシー 1・2①② 1 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

医療情報リテラシー 1・2③ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

人文社会系キャリアマネジメント 1・2②③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 メディア，②のみ集中

理工系キャリアマネジメント 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

ストレスマネジメント 1・2②④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 ②のみ集中

情報セキュリティ 1・2① 2 ○ 0 0 0 0 兼3 オムニバス

MOT入門 1・2①③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

アントレプレナーシップ概論 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（15科目） － 0 20 0 1 2 0 0 0 兼50 －

人間社会科学特別講義 1① 2 ○ 1 0 0 0 兼48 オムニバス

平和教育の構築への実践的アプローチ 1② 2 ○ 1 0 1 0 兼0 共同

小計（2科目） － 0 4 0 2 0 1 0 0 兼48 －

教育課程開発の実践と評価 1① 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

小計（1科目） － 2 0 0 2 0 0 0 0 0 －

論理的思考教育の開発実践 1① 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

マイクロティーチングの実践 1④ 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

授業研究の開発実践（ICTを含む） 1④ 2 ○ 0 2 0 0 兼1 オムニバス・共同

通教科的能力育成の授業開発と実践 2③ 2 ○ 3 4 0 0 兼1 共同

道徳・人間関係教育領域の開発実践 1④ 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

小計（5科目） － 0 10 0 5 9 0 0 0 兼2 －

幼児理解・生徒指導・対人スキル指導の理論と実践(特別支援教育を含む） 1① 2 ○ 0 1 1 0 兼1 オムニバス・共同

教育相談・カウンセリングの理論と実践 1④ 2 ○ 0 0 1 0 兼2 共同

小計（2科目） － 0 4 0 0 1 2 0 0 兼3 －

学級経営の理論と実践 2① 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

学校経営の理論と実践（地域とともにある学校を含む） 2① 2 ○ 0 1 0 0 兼1 共同

小計（2科目） － 0 4 0 1 2 0 0 0 兼1 －

現代教師教育の理論と実践 2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼1 共同

現代の教育改革 1① 2 ○ 1 2 0 0 兼0 共同

小計（2科目） － 0 4 0 1 3 0 0 0 兼1 －

地域教育経営の理論と実践 1① 2 ○ 0 1 0 0 兼1 共同

教育行政の理論と実践 1① 2 ○ 0 0 0 0 兼1

学校の危機管理 1① 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

教職員の人材育成 1② 2 ○ 0 1 0 0 兼1 共同

学校の経営戦略と評価 1② 2 ○ 0 1 0 0 兼1 共同

カリキュラム・マネジメントの理論と実践 1③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

教育法規の実践演習 1通 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

学校経営・行政フィールド調査 1通 2 ○ 0 2 0 0 兼1 共同

小計（8科目） － 0 16 0 0 2 0 0 0 兼5 －

発達支援と幼児児童生徒理解 1② 2 ○ 0 1 1 0 兼0 共同

教育実践研究の技法（校内研修を含む） 1① 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

学校における教育相談 1③ 2 ○ 0 0 1 0 兼2 共同

異校種連携接続の実践開発 1③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

教科横断的授業デザインと授業分析 1② 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

教員のキャリア形成支援の理論と実践 1② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

ユニバーサルマインドの授業開発 1② 2 ○ 3 2 0 0 兼0 共同

グローバルマインドの授業開発 1③ 2 ○ 0 2 0 0 兼1 共同

先進的授業研究の理論と実践 １通 2 ○ 1 2 0 0 兼7 共同・集中

授業開発と評価（基礎） 1前 2 ○ 6 6 0 0 兼5 共同

授業開発と評価（応用） 1後 2 ○ 6 6 0 0 兼5 共同

授業開発と評価（発展） 2前 2 ○ 6 6 0 0 兼5 共同

授業開発と評価（開発） 2後 2 ○ 6 6 0 0 兼5 共同

海外教育実地研究 1通 2 ○ 1 2 0 0 兼0 共同・集中

学校インターンシップ 1通 1 ○ 0 3 1 0 兼3 共同・集中

別記様式第２号（その２の１）

大
学
院
共
通
科
目

持
続
可
能
な
発
展
科
目

キ
ャ

リ

ア

開

発

・

－

－

－

－

デ
ー

タ

リ

テ

ラ

シ
ー

科

目

－

学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー

ス

選
択
科
目

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教職開発専攻　専門職学位課程　教職開発プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

研
究
科

共
通
科

目

－

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

教
科
等
の
実
践
的
な
指

導
方
法

生

徒

指

導

，

教

育

相

談

学
校
経

営
，
学
級

経
営

教

育

課

程

の

編

成

・

実

施

－

教
育
実
践
開
発
コ
ー

ス
選
択
科
目

学
校
教
育

と
教
員
の

あ
り
方

－
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教 育 課 程 等 の 概 要

（教職開発専攻　専門職学位課程　教職開発プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

小計（15科目） － 0 29 0 6 8 2 0 兼18 －

アクションリサーチ・セミナーⅠ 1前 1 ○ 5 8 2 0 兼2 共同

アクションリサーチ・セミナーⅡ 1後 1 ○ 5 8 2 0 兼2 共同

アクションリサーチ・セミナーⅢ 2前 1 ○ 5 8 2 0 兼2 共同

アクションリサーチ・セミナーⅣ 2後 1 ○ 5 8 2 0 兼2 共同

小計（4科目） － 4 0 0 5 8 2 0 0 兼2 －

アクションリサーチ実地研究Ⅰ（教育行政職実務） 1前 2 ○ 0 2 0 0 兼2 共同・集中

アクションリサーチ実地研究Ⅱ（学校管理職実務） 1後 2 ○ 0 2 0 0 兼2 共同・集中

アクションリサーチ実地研究Ⅲ（所属校実践） 2前 3 ○ 0 2 0 0 兼2 共同・集中

アクションリサーチ実地研究Ⅳ（所属校実践） 2後 3 ○ 0 2 0 0 兼2 共同・集中

小計（4科目） － 0 10 0 0 2 0 0 0 兼2 －

アクションリサーチ実地研究Ⅰ 1前 2 ○ 6 6 2 0 兼1 共同・集中

アクションリサーチ実地研究Ⅱ 1後 3 ○ 6 6 2 0 兼1 共同・集中

アクションリサーチ実地研究Ⅲ 2前 2 ○ 6 6 2 0 兼1 共同・集中

アクションリサーチ実地研究Ⅳ 2後 3 ○ 6 6 2 0 兼1 共同・集中

小計（4科目） － 0 10 0 6 6 2 0 0 兼1 －

小計（8科目） － 0 20 0 6 8 2 0 0 兼3 －

小計（47科目） － 6 87 0 6 10 2 0 0 兼25 －

－ 6 111 0 6 10 2 0 0 兼120 －

学位又は称号 教職修士（専門職） 学位又は学科の分野  教員養成関係

－

合計（64科目） －

専
攻
必
修
科
目 －

－

学
校
に
お
け
る
実
習
科
目

学

校

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

コ
ー

ス －

－

教
育
実
践
開
発
コ
ー

ス

－

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

修了に必要な単位数を49単位以上とし，以下のとおり，単位を修得すること。
修了要件

１学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

科目区分 
要修得

単位数 
指定科目等 

大学院共

通科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラ

ム専門科

目 

教育課程の編成・実施 2 単位 これらの区分を総合して 20 単位以上 
学校マネジメントコースは，これまでの教職経

験及び研修歴等の実績を審査したうえで，20
単位のうち 6 単位まで，以下に示す領域の単位

に替えて，コース選択科目の必要な単位数を超

えて修得した単位を充てることができる。 
「教科等の実践的な指導方法」4 単位まで。 
「生徒指導・教育相談」2 単位まで。 
「学校経営・学級経営」においては，「学級経

営の理論と実践」。 

教科等の実践的な指導

方法 
2 単位 
以上 

生徒指導・教育相談 
2 単位 
以上 

学校経営・学級経営 
2 単位 
以上 

学校教育と教員のあり

方 
2 単位 
以上 

専攻必修科目 4 単位   

コース選択科目 
11 単位 
以上 

＜学校マネジメントコース＞ 
学校マネジメントコース選択科目から 11 単位

以上修得すること。ただし，教育実践開発コー

ス選択科目から 4 単位まで含めることができ

る。 
 ＜教育実践開発コース＞ 
教育実践開発コース選択科目から 11 単位以上

修得すること。ただし，学校マネジメントコー

ス選択科目から 4 単位まで含めることができ

る。 

学校における実習科目 10 単位 

＜学校マネジメントコース＞ 
学校マネジメントコース：10 単位 
 ＜教育実践開発コース＞ 
教育実践開発コース：10 単位 

合計 
49 単位 
以上 
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Hiroshimaから世界平和を考える 3①②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼5 オムニバス

Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 3② 1 ○ 0 0 0 0 兼7 オムニバス・メディア

Japanese Experience of Human Development-
Culture, Education, and Health 3④ 1 ○ 0 0 0 0 兼6 オムニバス・メディア

SDGsへの学問的アプローチＡ 3① 1 ○ 0 0 0 0 兼8
オムニバス・共同（一部）

メディア

SDGsへの学問的アプローチＢ 3③ 1 ○ 0 0 0 0 兼7 オムニバス・メディア

SDGsへの実践的アプローチ 3② 2 ○ 0 0 0 0 兼3 共同・集中

ダイバーシティの理解 3② 1 ○ 0 0 0 0 兼4 オムニバス・共同（一部）・集中

データリテラシー 3①② 1 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

医療情報リテラシー 3③ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

人文社会系キャリアマネジメント 3②③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 メディア，②のみ集中

理工系キャリアマネジメント 3② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

ストレスマネジメント 3②④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 ②のみ集中

情報セキュリティ 3① 2 ○ 0 0 0 0 兼3 オムニバス

MOT入門 3①③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

アントレプレナーシップ概論 3① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（15科目） － 0 20 0 0 0 0 0 0 兼53 －

人間社会科学特別講義 3④ 2 ○ 0 0 0 0 兼15 オムニバス

小計（1科目） － 2 0 0 0 0 0 0 0 兼15 －

民法１Ａ 1① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 　

民法１Ｂ 1② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

民法２ 1前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

民法３ 1③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

民法４ 1後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

会社法１ 1② 1 ○ 1 0 0 0 兼0

会社法２ 1③ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

会社法３ 1④ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

民事訴訟法 1後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

刑法Ａ 1① 1 ○ 1 0 0 0 兼0

刑法Ａ演習 1② 1 ○ 1 0 0 0 兼0

刑法Ｂ 1③ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

刑法Ｂ演習 1④ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

憲法１ 1前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

憲法２ 1後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

基礎演習１ 1② 1 ○ 6 0 0 0 兼0 オムニバス

基礎演習２ 1③ 1 ○ 6 0 0 0 兼0 オムニバス

基礎演習３ 1④ 1 ○ 7 0 0 0 兼0 オムニバス

法学概論 1① 1 ○ 2 0 1 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

民法演習１Ａ 2① 1 ○ 1 0 0 0 兼0

民法演習１Ｂ 2② 1 ○ 1 0 0 0 兼0

民法演習２Ａ 2① 1 ○ 1 0 0 0 兼0

民法演習２Ｂ 2② 1 ○ 1 0 0 0 兼0

民法演習３Ａ 2③ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

民法演習３Ｂ 2④ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

民法演習４ 2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

商事法演習１Ａ 2② 1 ○ 1 0 0 0 兼0

商事法演習１Ｂ 2③ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

商事法演習２Ａ 2④ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

商事法演習２Ｂ 3① 1 ○ 1 0 0 0 兼0

民事手続法１ 2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

民事手続法２ 2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

刑法Ｃ 2② 1 ○ 1 0 0 0 兼0

刑法Ｃ演習 2③ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

刑事訴訟法１ 2① 1 ○ 0 1 0 0 兼0

刑事訴訟法２ 2③ 1 ○ 0 1 0 0 兼0

刑事訴訟法１演習 2② 1 ○ 0 1 0 0 兼0

刑事訴訟法２演習 2④ 1 ○ 0 1 0 0 兼0

行政法１ 2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

行政法２ 2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

憲法演習１ 2① 1 ○ 1 0 0 0 兼0

憲法演習２ 2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

別記様式第２号（その２の１）

デ
ー

タ

リ

テ

ラ

シ
ー

科

目

－

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（実務法学専攻　専門職学位課程　実務法学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

研
究

科
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目
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（実務法学専攻　専門職学位課程　実務法学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

民事法総合演習 3②③ 1 ○ 5 0 0 0 兼2 オムニバス・共同（一部）

刑事法総合演習 3②③ 1 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

公法総合演習 3②③ 1 ○ 2 0 0 0 兼0 オムニバス

刑法演習１ 2① 1 ○ 1 0 0 0 兼0

刑法演習２ 2④ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

重点演習（公法１） 3③ 1 ○ 2 0 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

重点演習（公法２） 3④ 1 ○ 2 0 0 0 兼1 オムニバス・共同

重点演習（民事法１） 3③ 1 ○ 4 0 0 0 兼2 オムニバス・共同（一部）

重点演習（民事法２） 3③ 1 ○ 2 0 0 0 兼0 オムニバス

重点演習（民事法３） 3④ 1 ○ 2 0 0 0 兼0 オムニバス

重点演習（刑事法１） 3③ 1 ○ 2 0 0 0 兼0 オムニバス

重点演習（刑事法２） 3③ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

重点演習（刑事法３） 3④ 1 ○ 0 1 0 0 兼0

重点演習（刑事法４） 3④ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

重点演習（公法理論研究） 3④ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

重点演習（民事法理論研究） 3④ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

重点演習（刑事法理論研究） 3④ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

小計（59科目） － 59 14 0 14 1 1 0 0 兼3 －

法曹倫理１ 2前 2 ○ 2 0 0 0 兼0 オムニバス

法文書作成 3前 2 ○ 2 0 0 0 兼1 オムニバス・共同（一部）

民事訴訟実務基礎１ 2② 1 ○ 2 0 0 0 兼1

民事訴訟実務基礎２ 2③ 1 ○ 2 0 0 0 兼1

刑事訴訟実務基礎 3① 2 ○ 1 0 0 0 兼1 オムニバス

模擬裁判 3① 1 ○ 1 0 0 0 兼0

リーガル・クリニック 3前 1 ○ 1 0 0 0 兼0

エクスターンシップ 2後 1 ○ 1 0 0 0 兼0

法曹倫理２ 2後 2 ○ 2 0 0 0 兼0 オムニバス

ローヤリング 3① 1 ○ 1 0 0 0 兼0

小計（10科目） － 9 5 0 3 0 0 0 0 兼2 －

法的思考法 2前 2 ○ 0 0 1 0 兼0

法理学 3後 2 ○ 0 0 1 0 兼0

政治学 2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

法社会学 2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（4科目） － 0 8 0 0 0 1 0 0 兼2 －

消費者法 2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

不動産登記法 3前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

債権回収法 3後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

知的財産法１ 3前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

知的財産法２ 3後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

企業金融法 3後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

国際私法・取引法 2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

民事執行保全法 3前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

倒産処理法１ 2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

倒産処理法２ 3前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

労働法１ 2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

労働法２ 3前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

労働法演習 3後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

社会保障法 3前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

小計（14科目） － 0 28 0 2 0 0 0 0 兼8 －

税法 3前 2 ○ 0 0 0 0 兼2

アジア法１ 2② 1 ○ 1 0 0 0 兼0

アジア法２ 2③ 1 ○ 2 0 0 0 兼0 オムニバス

臨床法務 3前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

公法実務基礎 3前 1 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

小計（5科目） － 0 7 0 3 0 0 0 0 兼4 －

小計（92科目） － 68 62 0 15 1 1 0 0 兼17 －

－ 70 82 0 15 1 1 0 0 兼85 －

－

－

－

－

学位又は称号 法務博士（専門職） 学位又は学科の分野 　法曹養成関係

－

合計（108科目） －

－

法
律
基
本
科
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（実務法学専攻　専門職学位課程　実務法学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

修了に必要な単位数を103単位以上とし，以下のとおり，単位を修得すること。
修了要件

１学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分または100分

科目区分 
要修得単

位数 
指定科目等 

大学院共通科

目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データリテラ

シー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 2 単位 
「必修」 
人間社会科学特別講義：2 単位 

プログラム専

門科目 

法律基本科目群 
61 単位 
以上 

「必修」：59 単位 
「選択必修」 
刑法演習１：1 単位 
刑法演習２：1 単位 
から 1 科目 
重点演習（公法１）：1 単位 
重点演習（公法２）：1 単位 
重点演習（民事法１）：1 単位 
重点演習（民事法２）：1 単位 
重点演習（民事法３）：1 単位 
重点演習（刑事法１）：1 単位 
重点演習（刑事法２）：1 単位 
重点演習（刑事法３）：1 単位 
重点演習（刑事法４）：1 単位 
重点演習（公法理論研究）：1 単位 
重点演習（民事法理論研究）：1 単位 
重点演習（刑事法理論研究）：1 単位 
から 1 科目 

実務基礎科目群 
10 単位 
以上 

「必修」 
法曹倫理１：2 単位 
法文書作成：2 単位 
民事訴訟実務基礎１：1 単位 
民事訴訟実務基礎２：1 単位 
刑事訴訟実務基礎：2 単位 
模擬裁判：1 単位 
 
「選択必修」 
リーガル・クリニック：1 単位 
エクスターンシップ：1 単位 
から 1 科目 

基礎法学・隣接科目群 
4 単位 
以上 

 

展開・先端科目群 
12 単位 
以上 

 

科目群指定なし 
12 単位 
以上 

実務基礎科目群 
基礎法学・隣接科目群 
展開・先端科目群 
から 5 単位以上 

合計 
103 単位 
以上 
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Hiroshimaから世界平和を考える 1・2①②④ 1 ○ 1 1 0 0 兼3 オムニバス

Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 1・2② 1 ○ 2 0 0 0 兼5 オムニバス・メディア

Japanese Experience of Human Development-
Culture, Education, and Health 1・2④ 1 ○ 2 0 0 0 兼4 オムニバス・メディア

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼8
オムニバス・共同（一部）

メディア

SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2③ 1 ○ 1 1 0 0 兼5 オムニバス・メディア

SDGsへの実践的アプローチ 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼3 共同・集中

ダイバーシティの理解 1・2② 1 ○ 2 0 0 0 兼2 オムニバス・共同（一部）・集中

データリテラシー 1・2①② 1 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

医療情報リテラシー 1・2③ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

人文社会系キャリアマネジメント 1・2②③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 メディア，②のみ集中

理工系キャリアマネジメント 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

ストレスマネジメント 1・2②④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 ②のみ集中

情報セキュリティ 1・2① 2 ○ 0 0 0 0 兼3 オムニバス

MOT入門 1・2①③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

アントレプレナーシップ概論 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（15科目） － 0 20 0 7 2 0 0 0 兼44 －

人間社会科学特別講義 1① 2 ○ 21 11 1 4 兼12 オムニバス

人間社会科学のための科学史 1・2② 2 ○ 18 13 1 4 兼14 オムニバス

異分野協働プロジェクト 1・2① 2 ○ 4 2 0 0 兼4

未来創造思考（基礎） 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

国際標準化論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

理工系のための経営組織論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼2

平和教育の構築への実践的アプローチ 1② 2 ○ 0 0 0 0 兼2

小計（7科目） － 2 9 0 39 26 2 8 0 兼29 －

人文社会科学のための研究法と倫理 1・2① 2 ○ 16 9 1 1 兼0 オムニバス

人文社会科学と社会 1・2② 2 ○ 18 15 0 1 兼4 オムニバス

リサーチメソッド 1①・③ 2 〇 0 0 0 1 兼0

小計（3科目） － 0 6 0 32 24 1 3 0 兼4 －

比較日本文化学研究Ａ 1・2前 2 ○ 0 0 0 1 兼0

比較日本文化学研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0

比較日本文化学研究Ｃ 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

比較日本文化学研究Ｄ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

日本文化論講義Ａ 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

日本文化論講義Ｂ 1・2前 2 ○ 0 0 0 1 兼0

日本文化論演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

日本文化論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0

歴史文化論講義Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

歴史文化論講義Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

歴史文化論演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

歴史文化論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

表象文化論講義Ａ 1・2前 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義

表象文化論講義Ｂ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義

表象文化論演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

表象文化論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

言語文化論講義Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

言語文化論講義Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

言語文化論演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

言語文化論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

超域文化論講義Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

超域文化論講義Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

超域文化論演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

超域文化論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋哲学演習Ａ 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋哲学演習Ｂ 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋哲学特別演習Ａ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

西洋哲学特別演習Ｂ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

哲学文献資料研究Ａ 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

哲学文献資料研究Ｂ 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋哲学史演習Ａ 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋哲学史演習Ｂ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程前期　人文学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次
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科目区分 授業科目の名称 配当年次

西洋哲学史特別演習Ａ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

西洋哲学史特別演習Ｂ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

西洋哲学史文献資料研究Ａ 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋哲学史文献資料研究Ｂ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋哲学特講 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

インド哲学研究 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

インド哲学史講義 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

インド哲学演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

インド哲学演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

インド哲学史演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

インド哲学史演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

仏教学研究 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

仏教思想史研究 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

仏教学演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

仏教学演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

仏教思想史講義Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

仏教思想史講義Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

インド哲学仏教学総合演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

インド哲学仏教学総合演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

倫理学基礎演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

倫理学基礎演習Ｂ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

応用倫理学方法論研究Ａ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

応用倫理学方法論研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

応用倫理学基礎演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

応用倫理学基礎演習Ｂ 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

応用倫理学文献研究Ａ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

応用倫理学文献研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

倫理思想史基礎演習Ａ 1・2③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

倫理思想史基礎演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

倫理思想史文献研究Ａ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

倫理思想史文献研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

応用倫理思想基礎演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

応用倫理思想基礎演習Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国哲学文献研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国哲学文献研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国哲学文献研究Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国哲学文献研究Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国思想文献研究Ａ 1・2前 2 ○ 0 0 0 1 兼0

中国思想文献研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0

中国思想文献研究Ｃ 1・2前 2 ○ 0 0 0 1 兼0

中国思想文献研究Ｄ 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0

中国文化文献研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国文化文献研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国文化文献研究Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国文化文献研究Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国思想学専題講義 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

中国文化学専題研究 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

中国思想文化学研究法Ａ 1・2前 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

中国思想文化学研究法Ｂ 1・2後 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

中国思想文化学研究法Ｃ 1・2前 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

中国思想文化学研究法Ｄ 1・2後 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

歴史文化研究 1・2前 2 ○ 6 3 0 0 兼0 隔年・オムニバス

文化交流－日本と世界－ 1・2② 2 ○ 6 3 0 0 兼0 隔年・オムニバス

日本地域文献資料実習 1・2前 1 ○ 2 1 0 0 兼0 隔年・共同

日本地域史研究実習 1・2後 1 ○ 2 1 0 0 兼0 隔年・共同

日本古代資料解析論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本古代社会文化研究 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本中世資料解析論Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本中世資料解析論Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本中世社会文化研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本中世社会文化研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近世資料解析論Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近世資料解析論Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近世社会文化研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近世社会文化研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年
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科目区分 授業科目の名称 配当年次

日本近代資料解析論Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本近代資料解析論Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本近代社会文化研究Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本近代社会文化研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本社会文化史特論 1・2前 2 ○ 2 0 0 0 兼0 隔年・オムバス・共同(一部）

アジア歴史文化論Ａ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア歴史文化論Ｂ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア社会史史料研究Ａ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア社会史史料研究Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア政治史史料研究Ａ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア政治史史料研究Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア地域史研究Ａ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア地域史研究Ｂ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア地域文化論Ａ 1・2① 2 ※ ○ 0 1 0 0 兼0 ※講義・隔年

アジア地域文化論Ｂ 1・2① 2 ※ ○ 0 1 0 0 兼0 ※講義・隔年

アジア交流史史料研究Ａ 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

アジア交流史史料研究Ｂ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

中国制度史史料講義Ａ 1・2③ 2 ※ ○ 0 1 0 0 兼0 ※講義・隔年

中国制度史史料講義Ｂ 1・2③ 2 ※ ○ 0 1 0 0 兼0 ※講義・隔年

中国経済史史料研究Ａ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

中国経済史史料研究Ｂ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

中国政治史史料講義Ａ 1・2③ 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

中国政治史史料講義Ｂ 1・2③ 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

中国文化史史料研究Ａ 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

中国文化史史料研究Ｂ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

中国社会史史料研究Ａ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

中国社会史史料研究Ｂ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア歴史社会論Ａ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア歴史社会論Ｂ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近代国家論研究 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米社会構造論研究 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米政治文化史史料研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米政治文化史史料研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米社会経済史史料研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米社会経済史史料研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米社会経済史史料研究Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米社会経済史史料研究Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

西洋社会史文書研究Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋社会史文書研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋文化史文書研究Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋文化史文書研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

地中海世界史研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

地中海世界史研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

地中海文書解析学Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

地中海文書解析学Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本古典文学注釈研究Ａ 1・2前 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

日本古典文学注釈研究Ｂ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

日本古典文学注釈研究Ｃ 1・2前 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

日本古典文学注釈研究Ｄ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

日本古典文学注釈研究Ｅ 1・2前 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

日本古典文学注釈研究Ｆ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

日本古典文学解読研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本古典文学解読研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本古典文学解読研究Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本古典文学解読研究Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本古典文学解読研究Ｅ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本古典文学解読研究Ｆ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学注釈研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学注釈研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学注釈研究Ｃ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学注釈研究Ｄ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学解読研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学解読研究Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学解読研究Ｃ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本近現代文学解読研究Ｄ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年
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(人文社会科学専攻　博士課程前期　人文学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

日本語学研究Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本語学研究Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本語史研究Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

日本語史研究Ｂ 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

中国古典散文演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典散文演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典散文演習Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典散文演習Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典韻文演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

中国古典韻文演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

中国古典韻文演習Ｃ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

中国古典韻文演習Ｄ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

中国古典詩演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典詩演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典詩演習Ｃ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典詩演習Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典小説演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典小説演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典小説演習Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国古典小説演習Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

中国文学特殊講義Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

中国文学特殊講義Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米文学語学・言語学概説 1・2③ 2 ○ 6 4 0 3 兼0 オムニバス

近代アメリカ文学演習Ａ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

近代アメリカ文学演習Ｂ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

現代アメリカ文学演習Ａ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

現代アメリカ文学演習Ｂ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

アメリカ文学理論演習Ａ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

アメリカ文学理論演習Ｂ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

アメリカ小説作品演習Ａ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

アメリカ小説作品演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

アメリカ文学特殊講義Ａ 1・2① 2 ○ ※ 1 0 0 0 兼0 ※演習

アメリカ文学特殊講義Ｂ 1・2① 2 ○ ※ 1 0 0 0 兼0 ※演習

アメリカ文学研究演習Ａ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

アメリカ文学研究演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

批評理論演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

批評理論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

イギリス詩文学作品演習Ａ 1・2③ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

イギリス詩文学作品演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

イギリス詩文学作品研究演習Ａ 1・2④ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

イギリス詩文学作品研究演習Ｂ 1・2④ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

イギリス小説作品研究演習Ａ 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

イギリス小説作品研究演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

イギリス小説作品演習Ａ 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

イギリス小説作品演習Ｂ 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

イギリス戯曲文学演習Ａ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

イギリス戯曲文学演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

イギリス戯曲文学演習Ｃ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

イギリス戯曲文学演習Ｄ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語圏文学概論Ａ 1・2③ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

英語圏文学概論Ｂ 1・2④ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

英語圏文学特殊講義Ａ 1・2① 2 ○ 1 1 0 1 兼0 共同

英語圏文学特殊講義Ｂ 1・2② 2 ○ 1 1 0 1 兼0 共同

世界英語圏文学批評演習Ａ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

世界英語圏文学批評演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語圏文学作品演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語圏文学作品演習Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語圏文学作品研究演習Ａ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語圏文学作品研究演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語圏詩文学作品演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語圏詩文学作品演習Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

英語学概論Ａ 1・2① 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

英語学概論Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

英語学理論演習Ａ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

英語学理論演習Ｂ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年
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単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程前期　人文学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

近代英語作品研究演習Ａ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近代英語作品研究演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

中期英語概論Ａ 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

中期英語概論Ｂ 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

中期英語作品研究演習Ａ 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

中期英語作品研究演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

英語学特殊講義Ａ 1・2① 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

英語学特殊講義Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

ドイツ文学理論演習Ａ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ文学理論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近現代ドイツ語学演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

近現代ドイツ語学演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

ドイツ文学語学特殊講義Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ文学語学特殊講義Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ文学語学特殊講義Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ語圏文化論演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ語圏文化論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ語圏言語文化演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ語圏言語文化演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ語圏言語文化演習Ｃ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ語圏言語文化演習Ｄ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ文学発展演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ文学発展演習Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

ドイツ近現代文学演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

ドイツ近現代文学演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

ドイツ小説演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

ドイツ小説演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

ドイツ語コーパス言語学Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

ドイツ語コーパス言語学Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語文学研究Ａ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語文学研究B 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語文学批評研究Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

フランス語文学批評研究B 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

フランス語文学・フランス語学演習Ａ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語文学・フランス語学演習B 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス文学特別研究演習A 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

フランス文学特別研究演習B 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

近現代フランス語文学作品研究演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近現代フランス語文学作品研究演習Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近現代フランス語文学批評演習Ａ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近現代フランス語文学批評演習B 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近現代フランス語表現小説研究A 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

近現代フランス語表現小説研究B 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

フランス語コミュニケーションと修辞学演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語コミュニケーションと修辞学演習Ｂ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語コミュニケーションと修辞学演習Ｃ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語コミュニケーションと修辞学演習Ｄ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語圏文化論演習A 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語圏文化論演習B 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語圏文化論演習C 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語圏文化論演習D 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

フランス語文学・フランス語学特殊講義A 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

フランス語文学・フランス語学特殊講義B 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

言語研究法講義ⅠＡ 1・2前 2 ※ ○ 1 1 0 0 兼0 ※講義・隔年・共同

言語研究法講義ⅠＢ 1・2前 2 ※ ○ 1 1 0 0 兼0 ※講義・隔年・共同

言語研究法講義ⅡＡ 1・2後 2 ※ ○ 1 1 0 0 兼0 ※講義・隔年・共同

言語研究法講義ⅡＢ 1・2後 2 ※ ○ 1 1 0 0 兼0 ※講義・隔年・共同

一般言語学演習Ａ 1・2前 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

一般言語学演習Ｂ 1・2前 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

一般言語学特別演習Ａ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

一般言語学特別演習Ｂ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

理論・応用言語学演習Ａ 1・2前 2 ※ ○ 0 1 0 0 兼0 ※講義・隔年

理論・応用言語学演習Ｂ 1・2前 2 ※ ○ 0 1 0 0 兼0 ※講義・隔年

理論・応用言語学特別演習Ａ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年

理論・応用言語学特別演習Ｂ 1・2後 2 ※ ○ 1 0 0 0 兼0 ※講義・隔年
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単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程前期　人文学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

歴史・対照言語学演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

歴史・対照言語学演習Ｂ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

歴史・対照言語学特別演習Ａ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

歴史・対照言語学特別演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

ヨーロッパ語比較構文論講義Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

ヨーロッパ語比較構文論講義Ｂ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

ヨーロッパ語比較構文論演習Ａ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

ヨーロッパ語比較構文論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

人文地理学特別講義 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

人文地理学基礎論演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

人文地理学基礎論演習Ｂ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

人文地理学特論演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

人文地理学特論演習Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

世界地域システム論演習Ａ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

世界地域システム論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

グローバル経済地域論演習Ａ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

グローバル経済地域論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

現代インド地誌学 1・2前 2 ○ ※ 1 0 0 0 兼0 ※演習・隔年

条件不利地域の地理学 1・2後 2 ※ ○ 0 1 0 0 兼0 ※講義・隔年

経済地理学研究 1・2前 2 ○ ※ 1 0 0 0 兼0 ※演習・隔年

農村地理学研究 1・2後 2 ○ ※ 0 1 0 0 兼0 ※演習・隔年

自然地理学特別講義 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

自然地理学基礎論演習Ａ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

自然地理学基礎論演習Ｂ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

自然地理学特論演習Ａ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

自然地理学特論演習Ｂ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

地表変動論演習Ａ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

地表変動論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

自然地域形成論演習Ａ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

自然地域形成論演習Ｂ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

自然地域システム論研究 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

地表変動論研究 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

地理情報システム学講義 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

地理情報システム学演習 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

地理学研究法Ａ 1・2前 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

地理学研究法Ｂ 1・2後 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

地理学野外実験 1・2前 1 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

地理学野外演習 1・2後 2 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

日本考古学解析Ａ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本考古学解析Ｂ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

アジア考古学解析 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本考古学特論 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

世界考古学解析Ａ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

世界考古学解析Ｂ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

考古学広領域講義 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

考古文献評論Ａ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

考古文献評論Ｂ 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

考古資料評論 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

アジア比較考古学演習Ａ 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 隔年・共同

アジア比較考古学演習Ｂ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

考古学資料実習Ａ 1・2① 1 ○ 2 1 0 0 兼0 隔年・共同

考古学資料実習Ｂ 1・2④ 1 ○ 2 1 0 0 兼0 共同

考古学資料実習Ｃ 1・2① 1 ○ 2 1 0 0 兼0 隔年・共同

総合文化財研究法Ⅰ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

総合文化財研究法Ⅱ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

総合文化財調査実習Ⅰ 1・2前 1 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

総合文化財調査実習Ⅱ 1・2後 1 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

総合文化財解析演習Ⅰ 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

総合文化財解析演習Ⅱ 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

有形文化財研究法Ⅰ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

有形文化財研究法Ⅱ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

有形文化財解析演習Ⅰ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

有形文化財解析演習Ⅱ 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

有形文化財調査実習Ⅰ 1・2前 1 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

有形文化財調査実習Ⅱ 1・2後 1 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年
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教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程前期　人文学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

文化財学特殊講義Ⅰ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

文化財学特殊講義Ⅱ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

特別研究 1～2 4 ○ 32 22 0 6 兼3

小計（360科目） － 4 708 0 32 23 0 6 0 兼7 －

－ 6 743 0 71 55 3 11 0 兼76 －

プ
ロ
グ
ラ
ム

専
門
科
目

－

－

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

学位又は称号 修士（文学） 学位又は学科の分野 文学関係

合計（385科目）

修了に必要な単位数を30単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，修士論文もしくは所定の基準による研究成果の審査及び最終試
験又は博士論文研究基礎力審査に合格すること。
修了要件 １学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

科目区分 
要修得単

位数 
指定科目等 

大学院共通

科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データリ

テラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
4 単位 
以上 

「必修」 
人間社会科学特別講義：2 単位 

専攻共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラム

専門科目 

人文学プログラム専門

科目 
12 単位 
以上 

「講義科目」「演習科目，実験・実習科目」から

1 科目選択必修 

特別研究 4 単位 
「必修」 
特別研究：4 単位 

他プログラム専門科目 
2 単位 
以上 

  

人文学プログラム専門科目 
または他プログラム専門科目 

4 単位 
以上 

 

合計 
30 単位 
以上 
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Hiroshimaから世界平和を考える 1・2①②④ 1 ○ 1 1 0 0 兼3 オムニバス

Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 1・2② 1 ○ 2 0 0 0 兼5 オムニバス・メディア

Japanese Experience of Human Development-
Culture, Education, and Health 1・2④ 1 ○ 2 0 0 0 兼4 オムニバス・メディア

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼8
オムニバス・共同（一部）

メディア

SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2③ 1 ○ 1 1 0 0 兼5 オムニバス・メディア

SDGsへの実践的アプローチ 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼3 共同・集中

ダイバーシティの理解 1・2② 1 ○ 2 0 0 0 兼2 オムニバス・共同（一部）・集中

データリテラシー 1・2①② 1 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

医療情報リテラシー 1・2③ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

人文社会系キャリアマネジメント 1・2②③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 メディア，②のみ集中

理工系キャリアマネジメント 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

ストレスマネジメント 1・2②④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 ②のみ集中

情報セキュリティ 1・2① 2 ○ 0 0 0 0 兼3 オムニバス

MOT入門 1・2①③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

アントレプレナーシップ概論 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（15科目） － 0 20 0 7 2 0 0 0 兼44 －

人間社会科学特別講義 1① 2 ○ 21 11 1 4 兼12 オムニバス

人間社会科学のための科学史 1・2② 2 ○ 18 13 1 4 兼14 オムニバス

異分野協働プロジェクト 1・2① 2 ○ 4 2 0 0 兼4

未来創造思考（基礎） 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

国際標準化論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

理工系のための経営組織論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼2

平和教育の構築への実践的アプローチ 1② 2 ○ 0 0 0 0 兼2

小計（7科目） － 2 9 0 39 26 2 8 0 兼29 －

人文社会科学のための研究法と倫理 1・2① 2 ○ 16 9 1 1 兼0 オムニバス

人文社会科学と社会 1・2② 2 ○ 18 15 0 1 兼4 オムニバス

リサーチメソッド 1①・③ 2 〇 0 0 0 1 兼0

小計（3科目） － 0 6 0 32 24 1 3 0 兼4 －

心理学研究法基礎演習A 1② 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学研究法基礎演習B 1④ 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学研究法応用演習A 2② 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学研究法応用演習B 2④ 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

Academic writing in psychology A 1① 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

Academic writing in psychology B 1③ 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

Advanced academic writing in psychology A 2① 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

Advanced academic writing in psychology B 2③ 1 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

臨床心理学特講Ⅰ 1① 2 ○ 1 2 0 0 兼0

小計（9科目） － 0 10 0 7 6 1 1 0 兼1 －

心理学特講A 1～2前 2 ○ 6 4 1 1 兼1 集中・隔年

心理学特講B 1～2後 2 ○ 6 4 1 1 兼1 集中・隔年

心理学特講C 1～2前 2 ○ 6 4 1 1 兼1 集中・隔年

心理学特講D 1～2後 2 ○ 6 4 1 1 兼1 集中・隔年

心理学基礎演習Ⅰ 1① 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学基礎演習Ⅱ 1② 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学基礎演習Ⅲ 1③ 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学基礎演習Ⅳ 1④ 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学応用演習Ⅰ 2① 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学応用演習Ⅱ 2② 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学応用演習Ⅲ 2③ 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

心理学応用演習Ⅳ 2④ 2 ○ 6 4 1 1 兼1 共同

幼児心理学観察演習 1前 1 ○ 1 1 0 0 兼0 集中・共同

臨床心理学特講Ⅱ 1④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

心理療法特講 2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と実践 1③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

心の健康教育に関する理論と実践 1④ 2 ○ 8 6 1 1 兼1 オムニバス

心理支援に関する理論と実践（臨床心理面接特講Ⅰ） 1後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 集中

臨床心理面接特講Ⅱ 2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 集中

教育分野に関する理論と支援の展開 1① 1 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

保健医療分野に関する理論と支援の展開 1後 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

福祉分野に関する理論と支援の展開 1・2前 1 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年・集中

－
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程前期　心理学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程前期　心理学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開 1・2前 1 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年・集中

産業・労働分野に関する理論と支援の展開 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年・集中

小計（24科目） － 0 43 0 8 6 1 1 0 兼5 －

心理的アセスメントに関する理論と実践（臨床心理査定演習Ⅰ） 1② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

臨床心理査定演習Ⅱ 1③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

臨床心理基礎実習Ⅰ 1前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

臨床心理基礎実習Ⅱ 1後 2 ○ 2 2 0 0 兼0 集中・共同

心理実践実習Ⅳ（臨床心理実習Ⅰ） 2前 2 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

臨床心理実習Ⅱ 2後 2 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

心理実践実習Ⅰ 1通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

心理実践実習Ⅱ 1通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

心理実践実習Ⅲ 2通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

心理実践実習Ⅴ 2通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

心理実践実習A 1通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 集中・共同

心理実践実習B 1通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 集中・共同

心理実践実習C 2通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 共同

心理実践実習D 2通 1 ○ 2 2 0 0 兼0 集中・共同

小計（14科目） － 0 20 0 2 2 0 0 0 0 －

特別研究 1～2 4 ○ 8 6 1 1 0 兼1

小計（48科目） － 4 73 0 8 6 1 1 0 兼5 －

－ 6 108 0 70 50 3 11 0 兼75 －

実
践
力
養
成
科
目

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

－

－

授業期間等

学位又は称号 修士（心理学） 学位又は学科の分野 文学関係

－

合計（73科目） －

修了に必要な単位数を30単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，修士論文及び最終試験又は博士論文研究基礎力審査に合格する
こと。
修了要件

１学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

科目区分 
要修得単

位数 
指定科目等 

大学院共通

科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データリ

テラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
4 単位 
以上 

「必修」 
人間社会科学特別講義：2 単位 

専攻共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラム

専門科目 

心理学プログラム専門

科目 
12 単位 
以上 

＜心理学先端研究コース＞ 
研究基礎力養成科目 
心理学研究法基礎演習 A ：1 単位 
心理学研究法基礎演習 B ：1 単位 
から 1 科目以上 
Academic writing in psychology A：1 単位 
Academic writing in psychology B：1 単位 
から 1 科目以上 
領域専門科目 
心理学特講 A ：2 単位 
心理学特講 B ：2 単位 
心理学特講 C ：2 単位 
心理学特講 D ：2 単位 
から 1 科目以上 
＜臨床心理学実践・研究コース＞ 
研究基礎力養成科目 
臨床心理学特講Ⅰ：2 単位 
領域専門科目 
臨床心理学特講Ⅱ：2 単位 

特別研究 4 単位 
「必修」 
特別研究：4 単位 

他プログラム専門科目 
2 単位 
以上 

  

心理学プログラム専門科目 
または他プログラム専門科目 

4 単位 
以上 

 

合計 
30 単位 
以上 
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Hiroshimaから世界平和を考える 1・2①②④ 1 ○ 1 1 0 0 兼3 オムニバス

Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 1・2② 1 ○ 2 0 0 0 兼5 オムニバス・メディア

Japanese Experience of Human Development-
Culture, Education, and Health 1・2④ 1 ○ 2 0 0 0 兼4 オムニバス・メディア

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼8
オムニバス・共同（一部）

メディア

SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2③ 1 ○ 1 1 0 0 兼5 オムニバス・メディア

SDGsへの実践的アプローチ 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼3 共同・集中

ダイバーシティの理解 1・2② 1 ○ 2 0 0 0 兼2 オムニバス・共同（一部）・集中

データリテラシー 1・2①② 1 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

医療情報リテラシー 1・2③ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

人文社会系キャリアマネジメント 1・2②③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 メディア，②のみ集中

理工系キャリアマネジメント 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

ストレスマネジメント 1・2②④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 ②のみ集中

情報セキュリティ 1・2① 2 ○ 0 0 0 0 兼3 オムニバス

MOT入門 1・2①③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

アントレプレナーシップ概論 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（15科目） － 0 20 0 7 2 0 0 0 兼44 －

人間社会科学特別講義 1① 2 ○ 21 11 1 4 兼12 オムニバス

人間社会科学のための科学史 1・2② 2 ○ 18 13 1 4 兼14 オムニバス

異分野協働プロジェクト 1・2① 2 ○ 4 2 0 0 兼4

未来創造思考（基礎） 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

国際標準化論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

理工系のための経営組織論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼2

平和教育の構築への実践的アプローチ 1② 2 ○ 0 0 0 0 兼2

小計（7科目） － 2 9 0 39 26 2 8 0 兼29 －

人文社会科学のための研究法と倫理 1・2① 2 ○ 16 9 1 1 兼0 オムニバス

人文社会科学と社会 1・2② 2 ○ 18 15 0 1 兼4 オムニバス

リサーチメソッド 1①・③ 2 〇 0 0 0 1 兼0

小計（3科目） － 0 6 0 32 24 1 3 0 兼4 －

法学・政治学プログラム特別演習Ⅰ 1・2① 2 ○ 1 1 0 0 兼1

法学・政治学プログラム特別演習Ⅱ 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼1

憲法理論 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

行政法理論 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

刑事システム論 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

現代憲法論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

社会変動分析論 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

社会構造分析論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

家族支援社会論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

政治倫理論 1・2① 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

政策過程論 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

日本政治論 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

比較自治体論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

租税法 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

国際租税法 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

憲法理論演習　 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

行政法理論演習 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

刑事システム論演習　 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

現代憲法論演習　　 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

社会変動分析論演習　 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

社会構造分析論演習　 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

家族支援社会論演習　 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

政治倫理論演習　 1・2② 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

日本政治論演習 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

比較自治体論演習　 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

租税法演習　 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

国際租税法演習　 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

不動産法 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

物件管理法 1・2① 2 ○ 0 0 0 1 兼0

契約法 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

経営法務 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

経営法務戦略論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程前期　法学・政治学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程前期　法学・政治学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

企業組織法 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

企業ファイナンス法 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

民事訴訟の理論と実務 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

裁判外紛争処理論 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

雇用関係法 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

不動産法演習 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

物件管理法演習　 1・2④ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

契約法演習 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

経営法務演習 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

経営法務戦略論演習 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

企業組織法演習 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

企業ファイナンス法演習 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

民事訴訟の理論と実務演習　 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

裁判外紛争処理論演習　 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

雇用関係法演習　 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

国際法 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

国際機構法 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

国際政治経済論 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

国際刑事政策 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

安全保障論 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

国際政治学 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

外交論 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

国際秩序構築論 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

国際関係私法 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

比較政治思想論 1・2① 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

日本法概説１ 1・2① 2 ○ 0 0 1 0 兼0

日本法概説２ 1・2③ 2 ○ 0 0 1 0 兼0

国際刑事法 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

国際法演習　 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

国際機構法演習　 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

国際政治経済論演習 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

国際刑事政策演習　 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

安全保障論演習　 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

国際政治学演習 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

外交論演習　 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

国際秩序構築論演習　 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

国際関係私法演習　 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

比較政治思想論演習 1・2③ 2 ○ 0 0 0 1 兼0 隔年

医療と人権 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

医事法制度論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

医事刑法論 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

医療刑事手続論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

医療労務管理と法 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

社会調査論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

医療社会学特論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

精神科医療法制論 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

特別研究 1～2 4 ○ 14 8 0 0 兼1

小計（79科目） － 4 156 0 14 8 1 2 0 兼1 －

－ 6 191 0 80 58 4 13 0 兼71 －

－

合計（104科目） －

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目
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教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程前期　法学・政治学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

修了に必要な単位数を30単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，修士論文及び最終試験又は博士論文研究基礎力審査に合格する
こと。
修了要件

１学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

学位又は称号 修士（法学）,修士（学術） 学位又は学科の分野
法学関係

社会学・社会福祉学関係

科目区分 
要修得単

位数 
指定科目等 

大学院共

通科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
4 単位 
以上 

「必修」 
人間社会科学特別講義：2 単位 

専攻共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラ

ム専門科

目 

法学・政治学プログラ

ム専門科目 
12 単位 
以上 

  

特別研究 4 単位 
「必修」 
特別研究：4 単位 

他プログラム専門科目 
2 単位 
以上 

  

法学・政治学プログラム専門科目 
または他プログラム専門科目 

4 単位 
以上 

 

合計 
30 単位 
以上 

  

 

69



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

Hiroshimaから世界平和を考える 1・2①②④ 1 ○ 1 1 0 0 兼3 オムニバス

Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 1・2② 1 ○ 2 0 0 0 兼5 オムニバス・メディア

Japanese Experience of Human Development-
Culture, Education, and Health 1・2④ 1 ○ 2 0 0 0 兼4 オムニバス・メディア

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼8
オムニバス・共同（一部）

メディア

SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2③ 1 ○ 1 1 0 0 兼5 オムニバス・メディア

SDGsへの実践的アプローチ 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼3 共同・集中

ダイバーシティの理解 1・2② 1 ○ 2 0 0 0 兼2 オムニバス・共同（一部）・集中

データリテラシー 1・2①② 1 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

医療情報リテラシー 1・2③ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

人文社会系キャリアマネジメント 1・2②③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 メディア，②のみ集中

理工系キャリアマネジメント 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

ストレスマネジメント 1・2②④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 ②のみ集中

情報セキュリティ 1・2① 2 ○ 0 0 0 0 兼3 オムニバス

MOT入門 1・2①③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

アントレプレナーシップ概論 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（15科目） － 0 20 0 7 2 0 0 0 兼44 －

人間社会科学特別講義 1① 2 ○ 21 11 1 4 兼12 オムニバス

人間社会科学のための科学史 1・2② 2 ○ 18 13 1 4 兼14 オムニバス

異分野協働プロジェクト 1・2① 2 ○ 4 2 0 0 兼4

未来創造思考（基礎） 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

国際標準化論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

理工系のための経営組織論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼2

平和教育の構築への実践的アプローチ 1② 2 ○ 0 0 0 0 兼2

小計（7科目） － 2 9 0 39 26 2 8 0 兼29 －

人文社会科学のための研究法と倫理 1・2① 2 ○ 16 9 1 1 兼0 オムニバス

人文社会科学と社会 1・2② 2 ○ 18 15 0 1 兼4 オムニバス

リサーチメソッド 1①・③ 2 〇 0 0 0 1 兼0

小計（3科目） － 0 6 0 32 24 1 3 0 兼4 －

経済学プログラム特別演習Ⅰ 1・2前 2 ○ 13 8 0 0 兼0

経済学プログラム特別演習Ⅱ 1・2後 2 ○ 13 8 0 0 兼0

応用ファイナンス 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

理論ファイナンス 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

金融資本市場分析 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

経済数学 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

日本銀行連携講義１ 1・2 2 ○ 1 0 0 0 兼2 隔年・オムニバス

日本銀行連携講義２ 1・2 2 ○ 1 0 0 0 兼2 隔年・オムニバス

金融庁連携講義１ 1・2 2 ○ 1 0 0 0 兼2 隔年・共同・オムニバス

金融庁連携講義２ 1・2 2 ○ 1 0 0 0 兼2 隔年・共同・オムニバス

日本政策投資銀行連携講義１ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

日本政策投資銀行連携講義２ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

マクロ経済学 1・2② 2 ○ 0 0 0 1 兼0

ミクロ経済学 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

マクロ金融分析 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

計量経済学１ 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

計量経済学２ 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

経済統計分析 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

経済時系列分析 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

労働市場分析 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

財政学 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

経済戦略論 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

地方財政論 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

経済情報分析 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

公共経済学 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

医療経済学 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

公共政策論 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

国際公共政策 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

応用国際公共政策 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

開放マクロ経済学 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

欧米経済史１ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

欧米経済史２ 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0 隔年

別記様式第２号（その２の１）

－

専
攻
共
通
科

目

－

研
究
科
共
通
科
目

－

大
学
院
共
通
科
目

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程前期　経済学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

持
続
可
能
な
発
展
科
目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・
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タ
リ
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シ
ー

科
目
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ロ
グ
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ム
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科
目
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教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程前期　経済学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

政治経済学１ 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

政治経済学２ 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 隔年

経済学史１ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

経済学史２ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 隔年

エネルギー政策論 1・2 2 ○ 0 0 0 0 兼1

経済学特講 1・2① 2 ○ 0 0 0 0 兼1

特別研究 1～2 4 ○ 13 8 0 0 兼0

小計（38科目） － 4 76 0 13 8 0 1 0 兼8 －

－ 6 111 0 75 53 3 11 0 兼79 －

学位又は称号 修士（経済学）,修士（学術） 学位又は学科の分野 経済学関係

－

合計（64科目） －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

　修了に必要な単位数を30単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な
研究指導を受けた上で，修士論文もしくは所定の基準による研究成果の審査及び最終
試験又は博士論文研究基礎力審査に合格すること。
修了要件 １学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

科目区分 
要修得単

位数 
指定科目等 

大学院共

通科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
4 単位 
以上 

「必修」 
人間社会科学特別講義：2 単位 

専攻共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラ

ム専門科

目 

経済学プログラム専門

科目 
12 単位

以上 
  

特別研究 4 単位 
「必修」 
特別研究：4 単位 

他プログラム専門科目 
2 単位 
以上 

  

経済学プログラム専門科目 
または他プログラム専門科目 

4 単位 
以上 

 

合計 
30 単位

以上 
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Hiroshimaから世界平和を考える 1・2①②④ 1 ○ 1 1 0 0 兼3 オムニバス

Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 1・2② 1 ○ 2 0 0 0 兼5 オムニバス・メディア

Japanese Experience of Human Development-
Culture, Education, and Health 1・2④ 1 ○ 2 0 0 0 兼4 オムニバス・メディア

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼8
オムニバス・共同（一部）

メディア

SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2③ 1 ○ 1 1 0 0 兼5 オムニバス・メディア

SDGsへの実践的アプローチ 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼3 共同・集中

ダイバーシティの理解 1・2② 1 ○ 2 0 0 0 兼2 オムニバス・共同（一部）・集中

データリテラシー 1・2①② 1 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

医療情報リテラシー 1・2③ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

人文社会系キャリアマネジメント 1・2②③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 メディア，②のみ集中

理工系キャリアマネジメント 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

ストレスマネジメント 1・2②④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 ②のみ集中

情報セキュリティ 1・2① 2 ○ 0 0 0 0 兼3 オムニバス

MOT入門 1・2①③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

アントレプレナーシップ概論 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（15科目） － 0 20 0 7 2 0 0 0 兼44 －

人間社会科学特別講義 1① 2 ○ 21 11 1 4 兼12 オムニバス

人間社会科学のための科学史 1・2② 2 ○ 18 13 1 4 兼14 オムニバス

異分野協働プロジェクト 1・2① 2 ○ 4 2 0 0 兼4

未来創造思考（基礎） 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

国際標準化論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

理工系のための経営組織論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼2

平和教育の構築への実践的アプローチ 1② 2 ○ 0 0 0 0 兼2

小計（7科目） － 2 9 0 39 26 2 8 0 兼29 －

人文社会科学のための研究法と倫理 1・2① 2 ○ 16 9 1 1 兼0 オムニバス

人文社会科学と社会 1・2② 2 ○ 18 15 0 1 兼4 オムニバス

リサーチメソッド 1①・③ 2 〇 0 0 0 1 兼0

小計（3科目） － 0 6 0 32 24 1 3 0 兼4 －

リサーチ・リテラシー 1・2前 2 ○ 2 3 0 0 兼2 オムニバス

イノベーション・マネジメント論 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

経営戦略論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

市場戦略論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

サービス経営論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

経営組織論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

CSR論 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

マーケティング論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

国際マーケティング戦略論 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

経営管理論 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

組織行動論 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

人的資源管理論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼1

コスト・マネジメント 1・2後 2 ○ 0 0 1 0 兼0

税法コンプレッション 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

税法ケーススタディ 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

管理会計論 1・2前 2 ○ 0 0 1 0 兼0

財務会計論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

会計政策論 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

経営情報システム論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

企業とコミュニケーション 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

社会心理学特論 1・2後 2 ○ ※ 0 1 0 0 兼0 ※実験

国際関係論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

地域協力論 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

異文化コミュニケーション論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

異文化ビジネスコミュニケーション 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

フィールドワーク論 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

コミュニケーション原論 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

社会行動データ解析 1・2前 2 ○ ※ 0 1 0 0 兼0 ※演習

アントレプレナーシップ 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

情報システム管理学 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

情報ネットワーク論 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

公共経営論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

大
学
院
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通
科
目

持
続
可
能
な
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展
科
目

キ
ャ

リ
ア
開
発
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程前期　マネジメントプログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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目
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教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程前期　マネジメントプログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

地域経営論 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

地域分析 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

アジア企業論 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

アジアビジネス事情 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

ビジネス日本語 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

アジアベンチャービジネス論 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼2

マネジメント特講（サステイナビリティ・マネジメント論） 1・2前 2 ○ 0 0 0 1 兼0

マネジメント特講（地域創成論） 1・2後 2 ○ 0 0 0 1 兼0

マネジメント特講（日本の組織と経営） 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼1

マネジメント特講（地域活性化） 1・2前 2 ○ 0 0 0 0 兼6

特別研究 1～2 4 ○ 5 7 1 1 兼1

小計（42科目） － 6 82 0 6 8 1 1 0 兼12 －

－ 8 117 0 69 51 3 11 0 兼82 －

学位又は称号 修士（マネジメント）,修士（学術） 学位又は学科の分野
文学関係

経済学関係
社会学・社会福祉学関係

－

合計（68科目） －

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目
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教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程前期　マネジメントプログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

修了に必要な単位数を30単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，修士論文もしくは所定の基準による研究成果の審査及び最終試
験又は博士論文研究基礎力審査に合格すること。
修了要件

１学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

科目区分 
要修得

単位数 
指定科目等 

大学院共

通科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
4 単位 
以上 

「必修」 
人間社会科学特別講義：2 単位 

専攻共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラ

ム専門科

目 

マネジメントプログラ

ム専門科目 
12 単位 
以上 

「必修」 
リサーチ・リテラシー：2 単位 
 
指導教員と相談の上，以下の①～④の能力が身

に付くように各区分から１科目以上履修するこ

と 
① 地域の経済，社会，文化における独立心あ

るいは起業心とそれを行動に移す能力を有し

ている。 
② 様々な組織運営に関わる専門的な知識を有

している。 
③ 情報化・グローバル化に対応する交渉能力

を有し，ネットワークを構築・運用できる能

力を有している。 
④ アジアの日系企業で活躍する日本型マネジ

メント能力を有している。 
科目名 ① ② ③ ④

イノベーション・マネジメ

ント論 
○    

経営戦略論 ○    

市場戦略論 ○    

経営組織論     ○

CSR 論   ○   

マーケティング論 ○    

国際マーケティング戦略論    ○  

組織行動論   ○ ○  

人的資源管理論   ○   

コスト・マネジメント   ○   

税法コンプレッション   ○   

税法ケーススタディ    ○  

管理会計論   ○   

財務会計論   ○ ○  

会計政策論   ○   

企業とコミュニケーション    ○  

社会心理学特論    ○  

国際関係論   ○   

地域協力論 ○    

異文化コミュニケーション

論 
○  ○  

社会行動データ解析    ○  

アントレプレナーシップ ○    

情報システム管理学    ○  

情報ネットワーク論    ○  

公共経営論 ○    

地域経営論 ○    

地域分析 ○    

アジア企業論     ○

アジアビジネス事情     ○

ビジネス日本語     ○

アジアベンチャービジネス

論 
    ○

マネジメント特講（サステ

イナビリティ・マネジメン

ト論） 
  ○   

マネジメント特講（地域創

成論） 
○    

 

特別研究 4 単位 
「必修」 
特別研究：4 単位 

他プログラム専門科目 
2 単位 
以上 

  

マネジメントプログラム専門科目 
または他プログラム専門科目 

4 単位 
以上 

 

合計 
30 単位 
以上 
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Hiroshimaから世界平和を考える 1・2①②④ 1 ○ 1 1 0 0 兼3 オムニバス

Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 1・2② 1 ○ 2 0 0 0 兼5 オムニバス・メディア

Japanese Experience of Human Development-
Culture, Education, and Health 1・2④ 1 ○ 2 0 0 0 兼4 オムニバス・メディア

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼8
オムニバス・共同（一部）

メディア

SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2③ 1 ○ 1 1 0 0 兼5 オムニバス・メディア

SDGsへの実践的アプローチ 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼3 共同・集中

ダイバーシティの理解 1・2② 1 ○ 2 0 0 0 兼2 オムニバス・共同（一部）・集中

データリテラシー 1・2①② 1 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

医療情報リテラシー 1・2③ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

人文社会系キャリアマネジメント 1・2②③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 メディア，②のみ集中

理工系キャリアマネジメント 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

ストレスマネジメント 1・2②④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 ②のみ集中

情報セキュリティ 1・2① 2 ○ 0 0 0 0 兼3 オムニバス

MOT入門 1・2①③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

アントレプレナーシップ概論 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（15科目） － 0 20 0 7 2 0 0 0 兼44 －

人間社会科学特別講義 1① 2 ○ 21 11 1 4 兼12 オムニバス

人間社会科学のための科学史 1・2② 2 ○ 18 13 1 4 兼14 オムニバス

異分野協働プロジェクト 1・2① 2 ○ 4 2 0 0 兼4

未来創造思考（基礎） 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

国際標準化論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

理工系のための経営組織論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼2

平和教育の構築への実践的アプローチ 1② 2 ○ 0 0 0 0 兼2

小計（7科目） － 2 9 0 39 26 2 8 0 兼29 －

人文社会科学のための研究法と倫理 1・2① 2 ○ 16 9 1 1 兼0 オムニバス

人文社会科学と社会 1・2② 2 ○ 18 15 0 1 兼4 オムニバス

リサーチメソッド 1①・③ 2 〇 0 0 0 1 兼0

小計（3科目） － 0 6 0 32 24 1 3 0 兼4 －

Peace and Co-existence A 1・2① 1 〇 1 3 1 2 兼0 オムニバス

Peace and Co-existence B 1・2③ 1 〇 3 3 1 1 兼0 オムニバス

Peace and Conflict Research I 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

Peace and Conflict Research II 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

Conflict Resolution I 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

Conflict Resolution II 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

Peacebuilding I 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

Peacebuilding II 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

International Relations 1・2① 2 ○ 0 0 0 1 兼0

Hiroshima Peace Studies I 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

Hiroshima Peace Studies II 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

Hiroshima Peace Heritage I 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

Hiroshima Peace Heritage II 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

Politics in Japan 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

International Politics I 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

International Politics II 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

International Security I 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

International Security II 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

International Law and International Institutional Law 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

International Ethics I 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

International Ethics II 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

Law and Human Rights 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

Basic Cultural Anthropology I 1・2① 2 ○ 0 0 1 0 兼0

Basic Cultural Anthropology II 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

Contemporary Anthropology I 1・2③ 2 ○ 0 0 1 0 兼0

Contemporary Anthropology II 1・2④ 2 ○ 1 1 0 0 兼0

Identity and Co-existence 1・2③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

Peacebuilding Case Studies 1・2④ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

Area Studies 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

Development and Culture 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程前期　国際平和共生プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

研
究
科
共
通
科
目

－

専
攻
共
通
科

目

－

大
学
院
共
通
科
目

持
続
可
能
な
発
展
科
目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

－
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教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程前期　国際平和共生プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

特別研究 1～2 4 ○ 4 6 1 0 兼0

小計（31科目） － 5 57 0 6 6 1 2 0 兼3 －

－ 7 92 0 71 51 3 13 0 兼74 －

学位又は称号 修士（国際協力学）,修士（学術） 学位又は学科の分野
文学関係
法学関係

社会学・社会福祉学関係

－

合計（56科目） －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

修了に必要な単位数を30単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，修士論文及び最終試験又は博士論文研究基礎力審査に合格する
こと。
修了要件 １学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

科目区分 
要修得単

位数 
指定科目等 

大学院共通

科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データリ

テラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
4 単位 
以上 

「必修」 
人間社会科学特別講義：2 単位 

専攻共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラム

専門科目 

国際平和共生プログラ

ム専門科目 
12 単位 
以上 

「必修」 
Peace and Co-existence A：1 単位 

特別研究 4 単位 
「必修」 
特別研究：4 単位 

他プログラム専門科目 
2 単位 
以上 

  

国際平和共生プログラム専門科目 
または他プログラム専門科目 

4 単位 
以上 

 

合計 
30 単位 
以上 
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Hiroshimaから世界平和を考える 1・2①②④ 1 ○ 1 1 0 0 兼3 オムニバス

Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 1・2② 1 ○ 2 0 0 0 兼5 オムニバス・メディア

Japanese Experience of Human Development-
Culture, Education, and Health 1・2④ 1 ○ 2 0 0 0 兼4 オムニバス・メディア

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼8
オムニバス・共同（一部）
メディア

SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2③ 1 ○ 1 1 0 0 兼5 オムニバス・メディア

SDGsへの実践的アプローチ 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼3 共同・集中

ダイバーシティの理解 1・2② 1 ○ 2 0 0 0 兼2 オムニバス・共同（一部）・集中

データリテラシー 1・2①② 1 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

医療情報リテラシー 1・2③ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

人文社会系キャリアマネジメント 1・2②③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 メディア，②のみ集中

理工系キャリアマネジメント 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

ストレスマネジメント 1・2②④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 ②のみ集中

情報セキュリティ 1・2① 2 ○ 0 0 0 0 兼3 オムニバス

MOT入門 1・2①③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

アントレプレナーシップ概論 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（15科目） － 0 20 0 7 2 0 0 0 兼44 －

人間社会科学特別講義 1① 2 ○ 21 11 1 4 兼12 オムニバス

人間社会科学のための科学史 1・2② 2 ○ 18 13 1 4 兼14 オムニバス
異分野協働プロジェクト 1・2① 2 ○ 4 2 0 0 兼4
未来創造思考（基礎） 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1
国際標準化論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1
理工系のための経営組織論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼2
平和教育の構築への実践的アプローチ 1② 2 ○ 0 0 0 0 兼2
小計（7科目） － 2 9 0 39 26 2 8 0 兼29 －
人文社会科学のための研究法と倫理 1・2① 2 ○ 16 9 1 1 兼0 オムニバス
人文社会科学と社会 1・2② 2 ○ 18 15 0 1 兼4 オムニバス
リサーチメソッド 1①・③ 2 〇 0 0 0 1 兼0
小計（3科目） － 0 6 0 32 24 1 3 0 兼4 －

社会科学のための数理・計量分析 1① 2 〇 0 0 0 1 兼0

調査方法論基礎 1③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（2科目） － 0 4 0 0 0 0 1 0 兼1 －

開発ミクロ経済学I 1③ 2 〇 1 0 0 0 兼1

開発ミクロ経済学II 1④ 2 〇 1 0 0 0 兼1

開発マクロ経済学I 1③ 2 ○ 1 0 0 0 兼1

開発マクロ経済学II 1④ 2 ○ 1 0 0 0 兼1

開発計量経済学I 1① 2 ○ 0 1 0 0 兼1

開発計量経済学II 1② 2 ○ 0 1 0 0 兼1

小計（6科目） － 4 8 0 2 1 0 0 0 兼3 －

経済統計分析論 1② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

グローバルガバナンス論 1③ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

都市経済学 1② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

農村開発論 1③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

技術経営論 1① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

人的資源開発論 1④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

公共管理論 1④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

経営組織論 1③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

経営戦略論 1① 2 ○ 0 0 0 0 兼1

環境政策論 1③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

都市政策論 1④ 2 ○ 0 0 0 1 兼0

国際協力論 1① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

労働政策論 1② 2 ○ 1 1 0 0 兼0

国際金融論 1② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

小計（14科目） － 0 28 0 4 2 0 2 0 兼4 －

特別研究 1～2 4 ○ 4 2 0 0 兼4

小計（23科目） － 8 40 0 4 2 0 3 0 兼6 －

－ 10 75 0 71 51 3 14 0 兼73 －

学位又は称号
修士（経済学）,修士（経営学），修士（国際協力

学）,修士（学術）
学位又は学科の分野 経済学関係

－

合計（48科目） －

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

基
礎
科
目

応
用
科
目

－

－

コ
ア
科
目

－

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程前期　国際経済開発プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

研
究
科
共
通
科
目

－
専
攻
共
通

科
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－

大
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－
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教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程前期　国際経済開発プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

修了に必要な単位数を30単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，修士論文及び最終試験又は博士論文研究基礎力審査に合格する
こと。
修了要件 １学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

科目区分 
要修得単

位数 
指定科目等 

大学院共通

科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データリ

テラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
4 単位 
以上 

「必修」 
人間社会科学特別講義：2 単位 

専攻共通科目 
2 単位 
以上 

「必修」 
リサーチメソッド：2 単位 

プログラム

専門科目 

国際経済開発プログラ

ム専門科目 
12 単位 
以上 

「必修」 
開発計量経済学 I：2 単位 
開発計量経済学 II：2 単位 

特別研究 4 単位 
「必修」 
特別研究：4 単位 

他プログラム専門科目 
2 単位 
以上 

  

国際経済開発プログラム専門科目 
または他プログラム専門科目 

4 単位 
以上 

 

合計 
30 単位 
以上 
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Hiroshimaから世界平和を考える 1・2①②④ 1 ○ 1 1 0 0 兼3 オムニバス

Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 1・2② 1 ○ 2 0 0 0 兼5 オムニバス・メディア

Japanese Experience of Human Development-
Culture, Education, and Health 1・2④ 1 ○ 2 0 0 0 兼4 オムニバス・メディア

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼8
オムニバス・共同（一部）
メディア

SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2③ 1 ○ 1 1 0 0 兼5 オムニバス・メディア

SDGsへの実践的アプローチ 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼3 共同・集中

ダイバーシティの理解 1・2② 1 ○ 2 0 0 0 兼2 オムニバス・共同（一部）・集中

データリテラシー 1・2①② 1 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

医療情報リテラシー 1・2③ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

人文社会系キャリアマネジメント 1・2②③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 メディア，②のみ集中

理工系キャリアマネジメント 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

ストレスマネジメント 1・2②④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 ②のみ集中

情報セキュリティ 1・2① 2 ○ 0 0 0 0 兼3 オムニバス

MOT入門 1・2①③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

アントレプレナーシップ概論 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（15科目） － 0 20 0 7 2 0 0 0 兼44 －

人間社会科学特別講義 1① 2 ○ 21 11 1 4 兼12 オムニバス

人間社会科学のための科学史 1・2② 2 ○ 18 13 1 4 兼14 オムニバス

異分野協働プロジェクト 1・2① 2 ○ 4 2 0 0 兼4

未来創造思考（基礎） 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

国際標準化論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

理工系のための経営組織論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼2

平和教育の構築への実践的アプローチ 1② 2 ○ 0 0 0 0 兼2

小計（7科目） － 2 9 0 39 26 2 8 0 兼29 －

人文社会科学のための研究法と倫理 1・2① 2 ○ 16 9 1 1 兼0 オムニバス

人文社会科学と社会 1・2② 2 ○ 18 15 0 1 兼4 オムニバス

リサーチメソッド 1①・③ 2 〇 0 0 0 1 兼0

小計（3科目） － 0 6 0 32 24 1 3 0 兼4 －

総合科学系演習 1② 2 ○ 3 0 0 0 兼0

人間総合科学特論 １～２ 4 ○ 3 0 0 0 兼0 集中・共同

コンピュータと言語研究・教育 1・2④ 2 ○ 2 0 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

言語構造論 1・2① 2 ○ 1 2 0 0 兼0 オムニバス

言語類型研究 1・2④ 2 ○ 1 2 0 0 兼0 オムニバス

心理言語的アプローチからの第二言語習得 1・2① 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

実験言語学 1・2② 2 ○ 0 2 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

運動生理・生化学 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

運動適応学 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

運動制御学 1・2③ 2 ○ 1 0 0 1 兼1 オムニバス・共同（一部）

運動精神科学 1・2④ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

認知科学論 1・2① 2 ○ 1 2 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

比較認知論 1・2④ 2 ○ 1 2 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

環境行動論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼1 オムニバス・共同（一部）

適応行動論 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

社会行動論 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

BCM（Business Community Management） 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（15科目） － 2 32 2 11 12 0 1 0 兼3 －

現代哲学 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼1 オムニバス・共同（一部）

美的感性論 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

文化哲学 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼1 オムニバス・共同（一部）

比較芸術論 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

実践倫理学 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼1 オムニバス・共同（一部）

比較宗教思想史 1・2③ 2 ○ 0 2 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

マイノリティ文化思想 1・2③ 2 ○ 0 2 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

日本地域研究 1・2② 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

日本文藝社会研究 1・2① 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

アジア文化論（現代文化） 1・2③ 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

アジア文化論（表象文化） 1・2④ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

アジア文化論（伝統文化） 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 集中・共同

ヨーロッパ社会論 1・2① 2 ○ 1 0 1 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

ヨーロッパ文化論 1・2④ 2 ○ 1 0 1 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

欧米地域研究 1・2② 2 ○ 0 2 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

アジア地域研究 1・2① 2 ○ 2 0 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

英米社会論（国際関係） 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

英米文化論 1・2③ 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

英米文藝社会研究 1・2① 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

研
究
科
共
通
科
目

－

専
攻
共
通
科

目

－

大
学
院
共
通
科
目

持
続
可
能
な
発
展
科
目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

－

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程前期　人間総合科学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

心
身
と
言
語
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

地
域
と
文
化
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

－
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教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程前期　人間総合科学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

ヒロシマ平和学 1・2③ 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

小計（20科目） － 0 34 0 5 12 1 0 0 兼2 －

宗教学 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

宗教聖典論 1・2④ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

社会人類学 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

民族誌論 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

科学・技術・社会論 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

社会文化史 1・2③ 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

教育文化史 1・2③ 2 ○ 2 0 0 0 兼0 共同

異文化理解 1・2① 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

持続可能な観光発展論 1・2② 2 ○ 1 0 1 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

文化観光論 1・2③ 2 ○ 1 0 1 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

社会動態論 1・2④ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

社会構造論 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

社会学研究法 1・2① 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

福祉社会論 1・2② 2 ○ 0 2 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

世界経済体制論 1・2③ 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

産業システム論 1・2④ 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

農村環境社会論 1・2③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

持続可能地域論 1・2② 2 ○ 1 1 0 0 兼0 共同

地域情報論 1・2② 2 ○ 0 2 0 0 兼0 共同

小計（19科目） － 0 38 0 9 12 1 0 0 0 －

生命機能化学 1・2③ 2 ※ ○ 0 0 0 0 兼3 ※講義・共同

生態系循環論 1・2③ 2 ○ 0 0 0 0 兼3 オムニバス

情報システム論 1・2③ 2 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

地球表層物質輸送論 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

自然環境リスク論 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼7 オムニバス

気候変動災害論 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

生物多様性科学 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

特別研究 1～2 4 ○ 24 35 2 0 兼3

小計（64科目） － 6 124 2 25 36 2 1 0 兼22 －

－ 8 159 2 81 77 5 12 0 兼90 －

学位又は称号 修士（学術） 学位又は学科の分野

文学関係
法学関係

経済学関係
社会学・社会福祉学関係

－

合計（89科目） －

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

修了に必要な単位数を30単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，修士論文及び最終試験又は博士論文研究基礎力審査に合格する
こと。
修了要件

１学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

－

文
明
と
環
境
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

－

科目区分 
要修得単

位数 
指定科目等 

大学院共通

科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データリ

テラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
4 単位 
以上 

「必修」 
人間社会科学特別講義：2 単位 

専攻共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラム

専門科目 

人間総合科学プログラ

ム専門科目 
12 単位 
以上 

「必修」 
総合科学系演習：2 単位 
 
「選択必修」 
所属プロジェクト提供専門科目：6 単位以上 
所属プロジェクト以外の専門科目：4単位以上（人

間総合科学特論を履修した場合は，所属プロジェ

クト以外の専門科目の単位とする。） 

特別研究 4 単位 
「必修」 
特別研究：4 単位 

他プログラム専門科目 
2 単位 
以上 

  

人間総合科学プログラム専門科目 
または他プログラム専門科目 

4 単位 
以上 

 

合計 
30 単位 
以上 
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スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3②③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

普遍的平和を目指して 1・2・3①②④ 1 ○ 0 2 0 0 兼2 オムニバス

データサイエンス 1・2・3④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

パターン認識と機械学習 1・2・3② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

データサイエンティスト養成 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

医療情報リテラシー活用 1・2・3④ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

リーダーシップ手法 1・2・3① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

イノベーション演習 1・2・3③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

長期インターンシップ 1・2・3前後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

事業創造概論 1・2・3① 1 ○ 兼1

小計（12科目） － 0 16 0 0 2 0 0 0 兼17 －

プロジェクト研究 1・2・3④ 2 ○ 6 1 0 0 兼4 共同

人間社会科学講究 1・2・3② 2 ○ 5 0 0 1 兼5 共同

小計（2科目） － 0 4 0 10 1 0 1 0 兼8 －

特別研究 1～3 6 ○ 30 20 0 0 兼2

小計（1科目） － 6 0 0 30 20 0 0 0 兼2 －

－ 6 20 0 38 23 0 1 0 兼27 －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

修了に必要な単位数を10単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，博士論文の審査及び最終試験に合格すること。
修了要件 １学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号

－

合計（15科目） －

学位又は学科の分野 文学関係

プ
ロ
グ

ラ
ム
専

門
科
目

博士（文学）

－

研
究
科

共
通
科

目

－

備考

大
学
院
共
通
科
目

持

続

可

能

な

発

展

科

目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程後期　人文学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

科目区分 
要修得

単位数 
指定科目等 

大学院共

通科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラ

ム専門科

目 
特別研究 6 単位 

「必修」 
特別研究：6 単位 

合計 
10 単位 
以上 
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スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3②③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

普遍的平和を目指して 1・2・3①②④ 1 ○ 0 2 0 0 兼2 オムニバス

データサイエンス 1・2・3④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

パターン認識と機械学習 1・2・3② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

データサイエンティスト養成 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

医療情報リテラシー活用 1・2・3④ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

リーダーシップ手法 1・2・3① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

イノベーション演習 1・2・3③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

長期インターンシップ 1・2・3前後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

事業創造概論 1・2・3① 1 ○ 兼1

小計（12科目） － 0 16 0 0 2 0 0 0 兼17 －

プロジェクト研究 1・2・3④ 2 ○ 6 1 0 0 兼4 共同

人間社会科学講究 1・2・3② 2 ○ 5 0 0 1 兼5 共同

小計（2科目） － 0 4 0 10 1 0 1 0 兼8 －

特別研究 1～3 6 ○ 8 6 1 0 兼1

小計（1科目） － 6 0 0 8 6 1 0 0 兼1 －

－ 6 20 0 9 9 1 0 0 兼26 －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程後期　心理学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

－

研
究
科

共
通
科

目

－

備考

大
学
院
共
通
科
目

持

続

可

能

な

発

展

科

目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

学位又は称号

－

合計（15科目） －

学位又は学科の分野 文学関係

プ
ロ
グ

ラ
ム
専

門
科
目

博士（心理学）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

修了に必要な単位数を10単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，博士論文の審査及び最終試験に合格すること。
修了要件 １学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

科目区分 
要修得

単位数 
指定科目等 

大学院共

通科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラ

ム専門科

目 
特別研究 6 単位 

「必修」 
特別研究：6 単位 

合計 
10 単位 
以上 

  

82



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3②③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

普遍的平和を目指して 1・2・3①②④ 1 ○ 0 2 0 0 兼2 オムニバス

データサイエンス 1・2・3④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

パターン認識と機械学習 1・2・3② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

データサイエンティスト養成 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

医療情報リテラシー活用 1・2・3④ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

リーダーシップ手法 1・2・3① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

イノベーション演習 1・2・3③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

長期インターンシップ 1・2・3前後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

事業創造概論 1・2・3① 1 ○ 兼1

小計（12科目） － 0 16 0 0 2 0 0 0 兼17 －

プロジェクト研究 1・2・3④ 2 ○ 6 1 0 0 兼4 共同

人間社会科学講究 1・2・3② 2 ○ 5 0 0 1 兼5 共同

小計（2科目） － 0 4 0 10 1 0 1 0 兼8 －

特別研究 1～3 6 ○ 12 9 0 0 兼1

小計（1科目） － 6 0 0 12 9 0 0 0 兼1 －

－ 6 20 0 19 11 0 1 0 兼26 －

別記様式第２号（その２の１）

－

研
究
科

共
通
科

目

－

備考

大
学
院
共
通
科
目

持

続

可

能

な

発

展

科

目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程後期　法学・政治学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

学位又は称号

－

合計（15科目） －

学位又は学科の分野
法学関係

社会学・社会福祉学関係

プ
ロ
グ

ラ
ム
専

門
科
目

博士（法学）,博士（学術）

修了に必要な単位数を10単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，博士論文の審査及び最終試験に合格すること。
修了要件 １学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

科目区分 
要修得

単位数 
指定科目等 

大学院共

通科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラ

ム専門科

目 
特別研究 6 単位 

「必修」 
特別研究：6 単位 

合計 
10 単位 
以上 

  

83



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3②③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

普遍的平和を目指して 1・2・3①②④ 1 ○ 0 2 0 0 兼2 オムニバス

データサイエンス 1・2・3④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

パターン認識と機械学習 1・2・3② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

データサイエンティスト養成 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

医療情報リテラシー活用 1・2・3④ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

リーダーシップ手法 1・2・3① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

イノベーション演習 1・2・3③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

長期インターンシップ 1・2・3前後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

事業創造概論 1・2・3① 1 ○ 兼1

小計（12科目） － 0 16 0 0 2 0 0 0 兼17 －

プロジェクト研究 1・2・3④ 2 ○ 6 1 0 0 兼4 共同

人間社会科学講究 1・2・3② 2 ○ 5 0 0 1 兼5 共同

小計（2科目） － 0 4 0 10 1 0 1 0 兼8 －

特別研究 1～3 6 ○ 13 8 0 0 兼0

小計（1科目） － 6 0 0 13 8 0 0 0 0 －

－ 6 20 0 21 11 0 1 0 兼25 －

修了に必要な単位数を10単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，博士論文の審査及び最終試験に合格すること。
修了要件 １学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

単位数 授業形態 専任教員等の配置

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

学位又は称号

－

合計（15科目） －

学位又は学科の分野 経済学関係

プ
ロ
グ

ラ
ム
専

門
科
目

博士（経済学）,博士（学術）

別記様式第２号（その２の１）

－

研
究
科

共
通
科

目

－

備考

大
学
院
共
通
科
目

持

続

可

能

な

発

展

科

目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程後期　経済学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

科目区分 
要修得

単位数 
指定科目等 

大学院共

通科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラ

ム専門科

目 
特別研究 6 単位 

「必修」 
特別研究：6 単位 

合計 
10 単位 
以上 

  

84



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3②③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

普遍的平和を目指して 1・2・3①②④ 1 ○ 0 2 0 0 兼2 オムニバス

データサイエンス 1・2・3④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

パターン認識と機械学習 1・2・3② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

データサイエンティスト養成 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

医療情報リテラシー活用 1・2・3④ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

リーダーシップ手法 1・2・3① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

イノベーション演習 1・2・3③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

長期インターンシップ 1・2・3前後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

事業創造概論 1・2・3① 1 ○ 兼1

小計（12科目） － 0 16 0 0 2 0 0 0 兼17 －

プロジェクト研究 1・2・3④ 2 ○ 6 1 0 0 兼4 共同

人間社会科学講究 1・2・3② 2 ○ 5 0 0 1 兼5 共同

小計（2科目） － 0 4 0 10 1 0 1 0 兼8 －

特別研究 1～3 6 ○ 4 6 0 0 兼1

小計（1科目） － 12 0 8 4 6 0 0 0 兼1 －

－ 12 20 8 14 8 0 1 0 兼25 －

修了に必要な単位数を10単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，博士論文の審査及び最終試験に合格すること。
修了要件 １学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

単位数 授業形態 専任教員等の配置

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

学位又は称号

－

合計（15科目） －

学位又は学科の分野
文学関係,

経済学関係，
社会学・社会福祉学関係

プ
ロ
グ

ラ
ム
専

門
科
目

博士（マネジメント），博士（学術）

別記様式第２号（その２の１）

－

研
究
科

共
通
科

目

－

備考

大
学
院
共
通
科
目

持

続

可

能

な

発

展

科

目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程後期　マネジメントプログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

科目区分 
要修得

単位数 
指定科目等 

大学院共

通科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラ

ム専門科

目 
特別研究 6 単位 

「必修」 
特別研究：6 単位 

合計 
10 単位 
以上 

  

85



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3②③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

普遍的平和を目指して 1・2・3①②④ 1 ○ 0 2 0 0 兼2 オムニバス

データサイエンス 1・2・3④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

パターン認識と機械学習 1・2・3② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

データサイエンティスト養成 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

医療情報リテラシー活用 1・2・3④ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

リーダーシップ手法 1・2・3① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

イノベーション演習 1・2・3③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

長期インターンシップ 1・2・3前後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

事業創造概論 1・2・3① 1 ○ 兼1

小計（12科目） － 0 16 0 0 2 0 0 0 兼17 －

プロジェクト研究 1・2・3④ 2 ○ 6 1 0 0 兼4 共同

人間社会科学講究 1・2・3② 2 ○ 5 0 0 1 兼5 共同

小計（2科目） － 0 4 0 10 1 0 1 0 兼8 －

特別研究 1～3 6 ○ 4 6 1 0 兼0

小計（1科目） － 6 0 0 4 6 1 0 0 0 －

－ 6 20 0 13 8 1 1 0 兼25 －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

修了に必要な単位数を10単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，博士論文の審査及び最終試験に合格すること。
修了要件 １学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号

－

合計（15科目） －

学位又は学科の分野
文学関係
法学関係

社会学・社会福祉学関係

プ
ロ
グ

ラ
ム
専

門
科
目

博士（国際協力学）,博士（学術）

－

研
究
科

共
通
科

目

－

備考

大
学
院
共
通
科
目

持

続

可

能

な

発

展

科

目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程後期　国際平和共生プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

科目区分 
要修得

単位数 
指定科目等 

大学院共

通科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラ

ム専門科

目 
特別研究 6 単位 

「必修」 
特別研究：6 単位 

合計 
10 単位 
以上 

  

86



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3②③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

普遍的平和を目指して 1・2・3①②④ 1 ○ 0 2 0 0 兼2 オムニバス

データサイエンス 1・2・3④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

パターン認識と機械学習 1・2・3② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

データサイエンティスト養成 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

医療情報リテラシー活用 1・2・3④ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

リーダーシップ手法 1・2・3① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

イノベーション演習 1・2・3③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

長期インターンシップ 1・2・3前後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

事業創造概論 1・2・3① 1 ○ 兼1

小計（12科目） － 0 16 0 0 2 0 0 0 兼17 －

プロジェクト研究 1・2・3④ 2 ○ 6 1 0 0 兼4 共同

人間社会科学講究 1・2・3② 2 ○ 5 0 0 1 兼5 共同

小計（2科目） － 0 4 0 10 1 0 1 0 兼8 －

特別研究 1～3 6 ○ 4 2 0 0 兼4

小計（1科目） － 6 0 0 4 2 0 0 0 兼4 －

－ 6 20 0 14 5 0 1 0 兼27 －

修了に必要な単位数を10単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，博士論文の審査及び最終試験に合格すること。
修了要件 １学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

単位数 授業形態 専任教員等の配置

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

学位又は称号

－

合計（15科目） －

学位又は学科の分野 経済学関係
博士（経済学）,博士（経営学）,博士（国際協力

学）,博士（学術）

プ
ロ
グ

ラ
ム
専

門
科
目

別記様式第２号（その２の１）

－

研
究
科

共
通
科

目

－

備考

大
学
院
共
通
科
目
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可

能

な

発

展

科

目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程後期　国際経済開発プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

科目区分 
要修得

単位数 
指定科目等 

大学院共

通科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラ

ム専門科

目 
特別研究 6 単位 

「必修」 
特別研究：6 単位 

合計 
10 単位 
以上 
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スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3②③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

普遍的平和を目指して 1・2・3①②④ 1 ○ 0 2 0 0 兼2 オムニバス

データサイエンス 1・2・3④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

パターン認識と機械学習 1・2・3② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

データサイエンティスト養成 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

医療情報リテラシー活用 1・2・3④ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

リーダーシップ手法 1・2・3① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

イノベーション演習 1・2・3③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

長期インターンシップ 1・2・3前後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

事業創造概論 1・2・3① 1 ○ 兼1

小計（12科目） － 0 16 0 0 2 0 0 0 兼17 －

プロジェクト研究 1・2・3④ 2 ○ 6 1 0 0 兼4 共同

人間社会科学講究 1・2・3② 2 ○ 5 0 0 1 兼5 共同

小計（2科目） － 0 4 0 10 1 0 1 0 兼8 －

特別研究 1～3 6 ○ 24 35 2 0 兼3

小計（1科目） － 6 0 0 24 35 2 0 0 兼3 －

－ 6 20 0 32 38 2 1 0 兼28 －

別記様式第２号（その２の１）

－

研
究
科

共
通
科

目

－

備考

大
学
院
共
通
科
目

持

続

可

能

な

発

展

科

目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(人文社会科学専攻　博士課程後期　人間総合科学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

学位又は称号

－

合計（15科目） －

学位又は学科の分野

文学関係
法学関係

経済学関係
社会学・社会福祉学関係

プ
ロ
グ

ラ
ム
専

門
科
目

博士（学術）

修了に必要な単位数を10単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，博士論文の審査及び最終試験に合格すること。
修了要件 １学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

科目区分 
要修得

単位数 
指定科目等 

大学院共

通科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラ

ム専門科

目 
特別研究 6 単位 

「必修」 
特別研究：6 単位 

合計 
10 単位 
以上 
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Hiroshimaから世界平和を考える 1・2①②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼5 オムニバス

Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼7 オムニバス・メディア

Japanese Experience of Human Development-
Culture, Education, and Health 1・2④ 1 ○ 2 0 0 0 兼4 オムニバス・メディア

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2① 1 ○ 3 0 0 0 兼5
オムニバス・共同（一部）

メディア

SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2③ 1 ○ 0 0 0 0 兼7 オムニバス・メディア

SDGsへの実践的アプローチ 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼3 共同・集中

ダイバーシティの理解 1・2② 1 ○ 0 1 0 0 兼3 オムニバス・共同（一部）・集中

データリテラシー 1・2①② 1 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

医療情報リテラシー 1・2③ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

人文社会系キャリアマネジメント 1・2②③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 メディア，②のみ集中

理工系キャリアマネジメント 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

ストレスマネジメント 1・2②④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 ②のみ集中

情報セキュリティ 1・2① 2 ○ 0 0 0 0 兼3 オムニバス

MOT入門 1・2①③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

アントレプレナーシップ概論 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（15科目） － 0 20 0 4 1 0 0 0 兼48 －

人間社会科学特別講義 1① 2 ○ 5 1 1 0 兼42 オムニバス

人間社会科学のための科学史 1・2② 2 ○ 4 2 1 0 兼43 オムニバス

異分野協働プロジェクト 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼9

未来創造思考（基礎） 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

国際標準化論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

理工系のための経営組織論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼2

平和教育の構築への実践的アプローチ 1② 2 ○ 0 0 0 0 兼2

小計（7科目） － 2 9 0 7 3 2 0 0 兼92 －

教育科学のための研究法と倫理 1・2① 2 ○ 5 1 0 0 兼0 オムニバス

教育科学と社会 1・2② 2 ○ 7 2 0 0 兼0 オムニバス

Sheltered Instruction: Making Content
Comprehensible

1・2③ 2 ○ 0 0 1 0  

Religious culture in public education 1・2④ 2 ○ 0 0 1 0  

Academic Writing for Graduate Students in
Education

1・2③ 2 ○ 0 1 0 0  

日本の教育開発経験 1・2③ 2 ○ 4 4 0 0 兼0 オムニバス

小計（6科目） － 0 12 0 9 4 2 0 0 0 －

学習開発学特別研究 1～2 4 　 ○ 3 3 0 0 兼0

カリキュラム開発特別研究 1～2 4 　 ○ 4 3 0 0 兼0

特別支援教育学特別研究 1～2 4 　 ○ 2 3 2 0 兼0

自然システム教育学特別研究Ａ 1～2 4 　 ○ 3 4 0 0 兼0

自然システム教育学特別研究Ｂ 1～2 4 ○ 1 2 0 0 兼0

数学教育学特別研究Ａ 1～2 4 　 ○ 3 0 1 0 兼0

数学教育学特別研究Ｂ 1～2 4 ○ 1 1 0 0 兼0

技術・情報教育学特別研究（技術・工業）Ａ 1～2 4 　 ○ 1 2 0 0 兼0

技術・情報教育学特別研究（技術・工業）Ｂ 1～2 4 ○ 0 1 0 0 兼0

技術・情報教育学特別研究（情報）Ａ 1～2 4 　 ○ 2 1 0 0 兼0

技術・情報教育学特別研究（情報）Ｂ 1～2 4 ○ 1 0 0 0 兼0

社会認識教育学特別研究（社会・地理歴史）Ａ 1～2 4 　 ○ 1 1 0 0 兼0

社会認識教育学特別研究（社会・地理歴史）Ｂ 1～2 4 ○ 1 0 0 0 兼0

社会認識教育学特別研究（社会・公民）Ａ 1～2 4 　 ○ 1 0 2 0 兼0

社会認識教育学特別研究（社会・公民）Ｂ 1～2 4 ○ 1 1 0 0 兼0

国語文化教育学特別研究Ａ 1～2 4 　 ○ 2 1 0 0 兼1

国語文化教育学特別研究Ｂ 1～2 4 ○ 2 0 0 0 兼0

英語教育学特別研究Ａ 1～2 4 　 ○ 1 1 0 0 兼0

英語教育学特別研究Ｂ 1～2 4 ○ 1 1 0 0 兼0

健康スポーツ教育学特別研究Ａ 1～2 4 　 ○ 3 2 0 0 兼0

健康スポーツ教育学特別研究Ｂ 1～2 4 ○ 1 1 0 0 兼0

人間生活教育学特別研究Ａ 1～2 4 　 ○ 2 3 0 0 兼0

人間生活教育学特別研究Ｂ 1～2 4 ○ 1 0 0 0 兼0

音楽教育学特別研究Ａ 1～2 4 　 ○ 2 1 0 0 兼0

音楽教育学特別研究Ｂ 1～2 4 ○ 0 1 0 0 兼0

造形芸術教育学特別研究Ａ 1～2 4 　 ○ 3 1 0 0 兼0

造形芸術教育学特別研究Ｂ 1～2 4 ○ 0 2 0 0 兼0

小計（27科目） － 0 108 0 43 38 5 0 0 兼1 －

研
究
科
共
通
科
目

－

専
攻
共
通
科
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能
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展
科
目

キ
ャ

リ
ア
開
発
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デ
ー

タ
リ
テ
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シ
ー

科
目

－

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要
(教育科学専攻　博士課程前期　教師教育デザイン学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

－

基
幹
領
域
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教 育 課 程 等 の 概 要
(教育科学専攻　博士課程前期　教師教育デザイン学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教室環境デザイン基礎研究 １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

教室環境デザイン発展研究 １③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

人間関係（コミュニケーション）デザイン基礎研究a １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

人間関係（コミュニケーション）デザイン基礎研究b １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

人間関係（コミュニケーション）デザイン発展研究a １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

人間関係（コミュニケーション）デザイン発展研究b １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

ＩＣＴ空間デザイン基礎研究 １② 2 ○ 1 0 1 0 兼0

ＩＣＴ空間デザイン発展研究 １④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

ラボラトリーラーニングデザイン研究（理科） ２前 2 ○ 1 2 0 0 兼0

フィールドラーニングデザイン研究（理科） ２前 2 　 ○ 2 2 0 0 兼0

小計（10科目） － 0 20 0 6 6 2 0 0 0 －

学習開発学基礎研究 １① 2 ○ 1 3 0 0 兼0 オムニバス

学習開発学発展研究 １③ 2 ○ 2 0 0 0 兼1 オムニバス

学習開発学特論 １① 2 ○ 5 5 2 1 兼0 オムニバス

教科課程デザイン基礎研究ａ １① 2 ○ 3 0 0 0 兼0

教科課程デザイン基礎研究ｂ １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

教科課程デザイン基礎研究ｃ １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

教科課程デザイン発展研究ａ １③ 2 ○ 3 0 0 0 兼0

教科課程デザイン発展研究ｂ １③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

指導・評価法デザイン基礎研究 １①又は② 2 ○ 5 4 0 0 兼0 　

指導・評価法デザイン発展研究 １③又は④ 2 ○ 5 4 0 0 兼0 　

学力・コンピテンシーデザイン基礎研究 １①又は② 2 ○ 2 1 0 0 兼0 　

学力・コンピテンシーデザイン発展研究 １③又は④ 2 ○ 2 1 0 0 兼0 　

比較カリキュラムデザイン基礎研究 １①又は② 2 ○ 2 1 0 0 兼0 　

比較カリキュラムデザイン発展研究 １③又は④ 2 ○ 2 1 0 0 兼0 　

カリキュラムデザイン史基礎研究 １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0 　

カリキュラムデザイン史発展研究 １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0 　

小計（16科目） － 0 32 0 17 15 2 1 0 兼1 －

子どもと学習材デザイン基礎研究ａ １① 2 ○ 0 2 0 0 兼1

子どもと学習材デザイン基礎研究ｂ １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

子どもと学習材デザイン基礎研究ｃ １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

子どもと学習材デザイン発展研究ａ １③ 2 ○ 0 2 0 0 兼1

子どもと学習材デザイン発展研究ｂ １③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

STEMと学習材デザイン基礎研究（理科）a １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

STEMと学習材デザイン基礎研究（理科）b １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

STEMと学習材デザイン基礎研究（数学） １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

STEMと学習材デザイン基礎研究（情報） １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

STEMと学習材デザイン発展研究（理科）a １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

STEMと学習材デザイン発展研究（理科）b １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

STEMと学習材デザイン発展研究（情報） １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

環境・社会と学習材デザイン基礎研究(理科)a １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

環境・社会と学習材デザイン基礎研究(理科)b １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

環境・社会と学習材デザイン基礎研究（技術・工業） １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

環境・社会と学習材デザイン基礎研究（社会・地理歴史） １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

環境・社会と学習材デザイン基礎研究（家庭） １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

環境・社会と学習材デザイン発展研究(理科)a １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

環境・社会と学習材デザイン発展研究(理科)b １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

環境・社会と学習材デザイン発展研究（技術・工業） １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

環境・社会と学習材デザイン発展研究（社会・地理歴史） １③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

環境・社会と学習材デザイン発展研究（家庭） １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン基礎研究（理科）a １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン基礎研究（数学）a １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン基礎研究（数学）b １② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン基礎研究（技術・工業） １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン基礎研究（社会・公民） １① 2 ○ 0 0 1 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン基礎研究（家庭） １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン基礎研究（美術） １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン発展研究（理科）a １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン発展研究（技術・工業） １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン発展研究（社会・公民） １③ 2 ○ 0 0 1 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン発展研究（家庭） １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

科学・文化と学習材デザイン発展研究（美術） １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

ものづくり教育と学習材デザイン基礎研究（技術・工業） １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

ものづくり教育と学習材デザイン基礎研究（情報） １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

ものづくり教育と学習材デザイン発展研究（技術・工業） １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

ものづくり教育と学習材デザイン発展研究（情報） １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0
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教 育 課 程 等 の 概 要
(教育科学専攻　博士課程前期　教師教育デザイン学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

社会・生活と学習材デザイン基礎研究（社会・公民） １② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

社会・生活と学習材デザイン基礎研究（家庭） １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

社会・生活と学習材デザイン発展研究（社会・公民） １④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

社会・生活と学習材デザイン発展研究（家庭） １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

創造性と学習材デザイン基礎研究（社会・公民） １① 2 ○ 0 0 1 0 兼0

創造性と学習材デザイン基礎研究（家庭） １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

創造性と学習材デザイン基礎研究（音楽） １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

創造性と学習材デザイン基礎研究（美術） １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

創造性と学習材デザイン発展研究（社会・公民） １③ 2 ○ 0 0 1 0 兼0

創造性と学習材デザイン発展研究（家庭） １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

創造性と学習材デザイン発展研究（音楽） １③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

創造性と学習材デザイン発展研究（美術） １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

言語・コミュニケーション表現と学習材デザイン基礎研究（国語） １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

言語・コミュニケーション表現と学習材デザイン基礎研究（英語） １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

言語・コミュニケーション表現と学習材デザイン基礎研究（音楽） １② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

言語・コミュニケーション表現と学習材デザイン発展研究（国語） １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

言語・コミュニケーション表現と学習材デザイン発展研究（英語） １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

言語・コミュニケーション表現と学習材デザイン発展研究（音楽） １④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

地域・歴史と学習材デザイン基礎研究（社会・地理歴史） １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

地域・歴史と学習材デザイン基礎研究（国語） １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

地域・歴史と学習材デザイン発展研究（社会・地理歴史） １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

地域・歴史と学習材デザイン発展研究（国語） １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

表象・文化と学習材デザイン基礎研究（国語） １② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

表象・文化と学習材デザイン発展研究（国語） １④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

こころ・身体と学習材デザイン基礎研究(健康スポーツ)a １① 2 ○ 1 1 0 0 兼0

こころ・身体と学習材デザイン基礎研究(健康スポーツ)b １② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

こころ・身体と学習材デザイン基礎研究(美術) １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

こころ・身体と学習材デザイン発展研究(健康スポーツ)a １③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0

こころ・身体と学習材デザイン発展研究(健康スポーツ)b １④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

こころ・身体と学習材デザイン発展研究(美術) １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

生活・科学と学習材デザイン基礎研究（理科）a １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

生活・科学と学習材デザイン基礎研究（理科）b １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

生活・科学と学習材デザイン基礎研究（家庭） １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

生活・科学と学習材デザイン発展研究（理科）a １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

生活・科学と学習材デザイン発展研究（理科）b １③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

生活・科学と学習材デザイン発展研究（家庭） １③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

表現と学習材デザイン基礎研究（国語） １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

表現と学習材デザイン基礎研究（音楽） １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

表現と学習材デザイン基礎研究（美術） １② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

表現と学習材デザイン発展研究（国語） １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

表現と学習材デザイン発展研究（音楽） １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

表現と学習材デザイン発展研究（美術） １④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

小計（80科目） － 0 160 0 22 19 2 0 0 兼2 －

教育支援者専門知デザイン基礎研究 １① 2 ○ 　 2 3 0 0 兼0

教育支援者専門知デザイン発展研究 １③ 2 ○ 2 3 0 0 兼0

教師の成長・キャリアデザイン基礎研究 １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

教師の成長・キャリアデザイン発展研究 １③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

教職課程・現職研修カリキュラムデザイン基礎研究 １② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

教職課程・現職研修カリキュラムデザイン発展研究 １④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

教師教育プラクティカム基礎研究 １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

教師教育プラクティカム発展研究 １③ 2 ○ 1 1 0 0 兼0

実習指導・授業研究デザイン基礎研究 １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

実習指導・授業研究デザイン発展研究 １④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

小計（10科目） － 0 20 0 4 5 0 0 0 0 －

小計（116科目） － 0 232 0 43 36 5 1 0 兼2 －

特別支援教育学特論 １② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

特別支援教育実践研究 １前 2 　 ○ 2 3 2 1 兼0

発達障害指導法特論 １③ 2 ○ 1 0 0 1 兼0

コミュニケーション障害指導法特論 １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

重複障害指導法特論 １② 2 ○ 0 0 1 0 兼0

視覚障害指導法特論 １① 2 ○ 0 0 1 0 兼0

視覚障害学演習 １③ 2 　　 ○ 0 1 1 0 兼0

視覚障害心理学特論 １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

聴覚障害指導法特論 １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

聴覚障害学演習 １④ 2 　 ○ 0 1 0 0 兼0

聴覚障害心理学特論 １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0
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教 育 課 程 等 の 概 要
(教育科学専攻　博士課程前期　教師教育デザイン学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

知的障害指導法特論 １① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

知的障害学演習 １④ 2 　 ○ 1 0 0 0 兼0

知的障害心理学特論 １① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

肢体不自由指導法特論 １① 2 ○ 0 0 1 0 兼0

肢体不自由心理学特論 １② 2 ○ 0 0 1 0 兼0

病弱教育特論 １③ 2 ○ 0 0 1 0 兼0

病弱生理・病理特論 １前 2 ○ 0 0 1 0 兼0

特別支援教育ファシリテーション論 １通 2 ○ 0 1 0 0 兼0

小計（19科目） － 0 38 0 2 3 2 1 0 0 －

学校心理学 １④ 2 ○ 1 2 0 0 兼0

学習支援論 １① 2 ○ 0 0 0 0 兼1

学校臨床心理学 １③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

心理教育的アセスメント演習 １② 2 　 ○ 1 0 0 0 兼0

学校カウンセリング論演習 １④ 2 　 ○ 1 0 0 0 兼0

生涯キャリア形成支援論 １② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

知識構成論 １④ 2 ○ 　 1 0 0 0 兼0

小計（7科目） － 0 14 0 2 3 0 0 0 兼2 －

小計（169科目） － 0 392 0 43 36 5 1 0 兼3 －

－ 2 433 0 51 42 7 1 0 兼139 －

修士（教育学）,修士（教育心理学）,修士（学術） 学位又は学科の分野 教育学・保育学関係

合計（197科目） －

特
別
支
援
専
修
免
許
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

－

学
校
心
理
士
資
格
科
目

－

－

学位又は称号

修了に必要な単位数を30単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，修士論文及び最終試験又は博士論文研究基礎力審査に合格する
こと。
修了要件

１学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

科目区分 
要修得単

位数 
指定科目等 

大学院共通

科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データリ

テラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
4 単位 
以上 

「必修」 
人間社会科学特別講義：2 単位 

専攻共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラム

専門科目 

教師教育デザイン学プ

ログラム専門科目 
12 単位 
以上 

 

基幹領域 4 単位 

「選択必修」 
学習開発学特別研究:4 単位 
カリキュラム開発特別研究:4 単位 
特別支援教育学特別研究:4 単位 
自然システム教育学特別研究 A:4 単位 
自然システム教育学特別研究 B:4 単位 
数学教育学特別研究 A:4 単位 
数学教育学特別研究 B:4 単位 
技術・情報教育学特別研究（技術・工業）A:4 単

位 
技術・情報教育学特別研究（技術・工業）B:4 単

位 
技術・情報教育学特別研究（情報）A:4 単位 
技術・情報教育学特別研究（情報）B:4 単位 
社会認識教育学特別研究（社会・地理歴史）A:4
単位 
社会認識教育学特別研究（社会・地理歴史）B:4
単位 
社会認識教育学特別研究（社会・公民）A:4 単位

社会認識教育学特別研究（社会・公民）B:4 単位

国語文化教育学特別研究 A:4 単位 
国語文化教育学特別研究 B:4 単位 
英語教育学特別研究 A:4 単位 
英語教育学特別研究 B:4 単位 
健康スポーツ教育学特別研究 A:4 単位 
健康スポーツ教育学特別研究 B:4 単位 
人間生活教育学特別研究 A:4 単位 
人間生活教育学特別研究 B:4 単位 
音楽教育学特別研究 A:4 単位 
音楽教育学特別研究 B:4 単位 
造形芸術教育学特別研究 A:4 単位 
造形芸術教育学特別研究 B:4 単位 
から 1 科目 

他プログラム専門科目 
2 単位 
以上 

  

教師教育デザイン学プログラム専門

科目または他プログラム専門科目 
4 単位 
以上 

 

合計 
30 単位 
以上 
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Hiroshimaから世界平和を考える 1・2①②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼5 オムニバス

Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼7 オムニバス・メディア

Japanese Experience of Human Development-
Culture, Education, and Health 1・2④ 1 ○ 2 0 0 0 兼4 オムニバス・メディア

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2① 1 ○ 3 0 0 0 兼5
オムニバス・共同（一部）

メディア

SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2③ 1 ○ 0 0 0 0 兼7 オムニバス・メディア

SDGsへの実践的アプローチ 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼3 共同・集中

ダイバーシティの理解 1・2② 1 ○ 0 1 0 0 兼3 オムニバス・共同（一部）・集中

データリテラシー 1・2①② 1 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

医療情報リテラシー 1・2③ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

人文社会系キャリアマネジメント 1・2②③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 メディア，②のみ集中

理工系キャリアマネジメント 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

ストレスマネジメント 1・2②④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 ②のみ集中

情報セキュリティ 1・2① 2 ○ 0 0 0 0 兼3 オムニバス

MOT入門 1・2①③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

アントレプレナーシップ概論 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（15科目） － 0 20 0 4 1 0 0 0 兼48 －

人間社会科学特別講義 1① 2 ○ 5 1 1 0 兼42 オムニバス

人間社会科学のための科学史 1・2② 2 ○ 4 2 1 0 兼43 オムニバス

異分野協働プロジェクト 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼9

未来創造思考（基礎） 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

国際標準化論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

理工系のための経営組織論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼2

平和教育の構築への実践的アプローチ 1② 2 ○ 0 0 0 0 兼2

小計（7科目） － 2 9 0 7 3 2 0 0 兼92 －

教育科学のための研究法と倫理 1・2① 2 ○ 5 1 0 0 兼0 オムニバス

教育科学と社会 1・2② 2 ○ 7 2 0 0 兼0 オムニバス

Sheltered Instruction: Making Content
Comprehensible

1・2③ 2 ○ 0 0 1 0  

Religious culture in public education 1・2④ 2 ○ 0 0 1 0  

Academic Writing for Graduate Students in
Education

1・2③ 2 ○ 0 1 0 0  

日本の教育開発経験 1・2③ 2 ○ 4 4 0 0 兼0 オムニバス

小計（6科目） － 0 12 0 9 4 2 0 0 0 －

教育哲学特講　I 1② 1 ○ 1 0 0 0 兼0

教育哲学特講　II 1② 1 ○ 1 0 0 0 兼0

日本東洋教育史特講 I 1① 1 ○ 1 0 0 0 兼0

日本東洋教育史特講 II 1① 1 ○ 1 0 0 0 兼0

西洋教育史特講 I 1① 1 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋教育史特講 II 1① 1 ○ 0 1 0 0 兼0

教育社会学特講 I 1③ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

教育社会学特講 II 1③ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

教育方法学特講 I 1② 1 ○ 0 1 0 0 兼0

教育方法学特講 II 1② 1 ○ 0 1 0 0 兼0

社会教育学特講 I 1② 1 ○ 0 1 0 0 兼0

社会教育学特講 II 1② 1 ○ 0 1 0 0 兼0

教育行財政学特講 I 1③ 1 ○ 0 1 0 0 兼0

教育行財政学特講 II 1③ 1 ○ 0 1 0 0 兼0

比較国際教育学特講 I 1① 1 ○ 1 0 0 0 兼0

比較国際教育学特講 II 1① 1 ○ 1 0 0 0 兼0

教育経営学特講 I 1② 1 ○ 1 0 0 0 兼0

教育経営学特講 II 1② 1 ○ 1 0 0 0 兼0

幼児教育学特講 I 1④ 1 ○ 0 1 0 0 兼0

幼児教育学特講 II 1④ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

異文化間理解の社会理論と実践特講 I 1② 1 ○ 0 1 0 0 兼0

異文化間理解の社会理論と実践特講 II 1② 1 ○ 0 1 0 0 兼0

教育哲学演習　I 1④ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

教育哲学演習　II 1④ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

日本東洋教育史演習 I 1③ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

日本東洋教育史演習 II 1③ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

西洋教育史演習 I 1③ 1 ○ 0 1 0 0 兼0

西洋教育史演習 II 1③ 1 ○ 0 1 0 0 兼0

－
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通
科
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科
目
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シ
ー

科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(教育科学専攻　博士課程前期　教育学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

研
究
科
共
通
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

教
育
学
コ
ー

ス

－

専
攻
共
通
科
目

－
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教 育 課 程 等 の 概 要

(教育科学専攻　博士課程前期　教育学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教育社会学演習 I 1④ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

教育社会学演習 II 1④ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

教育方法学演習 I 1③ 1 ○ 0 1 0 0 兼0

教育方法学演習 II 1③ 1 ○ 0 1 0 0 兼0

社会教育学演習 I 1③ 1 ○ 0 1 0 0 兼0

社会教育学演習 II 1③ 1 ○ 0 1 0 0 兼0

教育行財政学演習 I 1② 1 ○ 0 1 0 0 兼0

教育行財政学演習 II 1② 1 ○ 0 1 0 0 兼0

比較国際教育学演習 I 1③ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

比較国際教育学演習 II 1③ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

教育経営学演習 I 1③ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

教育経営学演習 II 1③ 1 ○ 1 0 0 0 兼0

幼児教育学演習 I 1① 1 ○ 0 1 0 0 兼0

幼児教育学演習 II 1① 1 ○ 1 0 0 0 兼0

教育調査統計学演習 1前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

教育学フィールドワーク演習 1④ 2 ○ 1 0 0 兼0

小計（44科目） － 0 46 0 6 6 0 0 0 0 －

高等教育基礎論Ⅰ（理論・手法） 1前・後 2 ○ 3 3 1 0 兼0

高等教育基礎論Ⅱ（制度・政策） 1前・後 2 ○ 3 3 1 0 兼0

Comparative Studies in Higher Education 1・2前 2 ○ 0 0 1 0 兼0

大学教育論 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

大学カリキュラム開発論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

高等教育目標論 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

高等教育経済論 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

高等教育組織論・職員論 1・2前 2 ○ 0 1 0 0 兼0

高等教育評価論 1・2後 2 ○ 0 1 0 0 兼0

高等教育アドミッション論 1・2後 2 ○ 1 0 0 0 兼0

学術政策論 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

学生論 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

Advanced Statistics 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

Higher Education in Japan 1前 2 ○ 2 3 1 0 兼1

Development of Higher Education 1・2前 2 ○ 1 0 0 0 兼0

学費政策論　 1・2後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

高等教育基礎演習Ⅰ（実践研究） 1・2前 2 ○ 2 3 1 0 兼0

小計（6科目） － 0 34 0 4 3 1 0 0 兼4 －

特別研究 1～2 4 ○ 9 9 1 兼1

小計（62科目） － 4 80 0 10 9 1 0 0 兼4

－ 6 121 0 19 15 3 0 0 兼140 －

学位又は称号 修士（教育学） 学位又は学科の分野 教育学・保育学関係

合計（75科目） －

－

－

－
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教 育 課 程 等 の 概 要

(教育科学専攻　博士課程前期　教育学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

修了に必要な単位数を30単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，修士論文もしくは所定の基準による研究成果の審査及び最終試
験又は博士論文研究基礎力審査に合格すること。
修了要件

１学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

科目区分 
要修得

単位数
指定科目等 

大学院共

通科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
4 単位 
以上 

「必修」 
人間社会科学特別講義：2 単位 

専攻共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラ

ム専門科

目 

教育学プログラム専

門科目 
12 単位

以上 

＜高等教育学コース＞ 
「必修」 
高等教育基礎論Ⅰ（理論・手法） 

高等教育基礎論ⅠI（制度・政策） 

＜コース共通＞ 
指導教員と相談の上，以下の①～④の能力が身

に付くように各区分から１科目以上履修するこ

と 
① 教育関連諸科学における専門的知識を十

分に有し，これらを人間形成の視点から総合

的に把握することができる能力を有してい

る。 
② 外国語運用能力，情報収集，統計分析，観

察法，情報処理など，教育学の諸領域の研究

手法を自在に活用できる能力を有している。

③ 自ら設定した課題を適切な研究手法を用

いて分析・考察できる研究スキルを修得して

いる。 
④ 自らの思考プロセスを論理的に説明し，伝

達するためのコミュニケーション能力を有

している。 
科目名 ① ② ③ ④

教育哲学特講 I ○   ○

教育哲学特講 II ○   ○

日本東洋教育史特講 I ○   ○

日本東洋教育史特講 II ○   ○

西洋教育史特講 I ○   ○

西洋教育史特講 II ○   ○

教育社会学特講 I ○   ○

教育社会学特講 II ○   ○

教育方法学特講 I ○   ○

教育方法学特講 II ○   ○

社会教育学特講 I ○   ○

社会教育学特講 II ○   ○

教育行財政学特講 I ○   ○

教育行財政学特講 II ○   ○

比較国際教育学特講 I ○   ○

比較国際教育学特講 II ○   ○

教育経営学特講 I ○   ○

教育経営学特講 II ○   ○

幼児教育学特講 I ○   ○

幼児教育学特講 II ○   ○

異文化間理解の社会理論と

実践特講 I 
○   ○

異文化間理解の社会理論と

実践特講 II 
○   ○

教育哲学演習 I  ○ ○  

教育哲学演習 II  ○ ○  

日本東洋教育史演習 I  ○ ○  

日本東洋教育史演習 II  ○ ○  

西洋教育史演習 I  ○ ○  

西洋教育史演習 II  ○ ○  

教育社会学演習 I  ○ ○  

教育社会学演習 II  ○ ○  

教育方法学演習 I  ○ ○  

教育方法学演習 II  ○ ○  

社会教育学演習 I  ○ ○  

社会教育学演習 II  ○ ○  

教育行財政学演習 I  ○ ○  

教育行財政学演習 II  ○ ○  

比較国際教育学演習 I  ○ ○  

比較国際教育学演習 II  ○ ○  

教育経営学演習 I  ○ ○  

教育経営学演習 II  ○ ○  

幼児教育学演習 I  ○ ○  

幼児教育学演習 II  ○ ○  

教育調査統計学演習  ○   

教育学フィールドワーク演習   ○   

高等教育基礎論Ⅰ（理論・

手法） 
 ○ ○  

 

特別研究 4 単位 
「必修」 
特別研究：4 単位 

他プログラム専門科目 
2 単位 
以上 

 

教育学プログラム専門科目 
または他プログラム専門科目 

4 単位 
以上 

 

合計 
30 単位

以上 
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Hiroshimaから世界平和を考える 1・2①②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼5 オムニバス

Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼7 オムニバス・メディア

Japanese Experience of Human Development-
Culture, Education, and Health 1・2④ 1 ○ 2 0 0 0 兼4 オムニバス・メディア

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2① 1 ○ 3 0 0 0 兼5
オムニバス・共同（一部）

メディア

SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2③ 1 ○ 0 0 0 0 兼7 オムニバス・メディア

SDGsへの実践的アプローチ 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼3 共同・集中

ダイバーシティの理解 1・2② 1 ○ 0 1 0 0 兼3 オムニバス・共同（一部）・集中

データリテラシー 1・2①② 1 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

医療情報リテラシー 1・2③ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

人文社会系キャリアマネジメント 1・2②③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 メディア，②のみ集中

理工系キャリアマネジメント 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

ストレスマネジメント 1・2②④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 ②のみ集中

情報セキュリティ 1・2① 2 ○ 0 0 0 0 兼3 オムニバス

MOT入門 1・2①③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

アントレプレナーシップ概論 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（15科目） － 0 20 0 4 1 0 0 0 兼48 －

人間社会科学特別講義 1① 2 ○ 5 1 1 0 兼42 オムニバス

人間社会科学のための科学史 1・2② 2 ○ 4 2 1 0 兼43 オムニバス

異分野協働プロジェクト 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼9

未来創造思考（基礎） 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

国際標準化論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

理工系のための経営組織論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼2

平和教育の構築への実践的アプローチ 1② 2 ○ 0 0 0 0 兼2

小計（7科目） － 2 9 0 7 3 2 0 0 兼92 －

教育科学のための研究法と倫理 1・2① 2 ○ 5 1 0 0 兼0 オムニバス

教育科学と社会 1・2② 2 ○ 7 2 0 0 兼0 オムニバス

Sheltered Instruction: Making Content
Comprehensible

1・2③ 2 ○ 0 0 1 0  

Religious culture in public education 1・2④ 2 ○ 0 0 1 0  

Academic Writing for Graduate Students in
Education

1・2③ 2 ○ 0 1 0 0  

日本の教育開発経験 1・2③ 2 ○ 4 4 0 0 兼0 オムニバス

小計（6科目） － 0 12 0 9 4 2 0 0 0 －

日本語教育研究方法論 1・2前 2 〇 7 3 0 0 兼0 オムニバス

日本語教育学研究プロジェクト 1・2後 2 〇 7 3 0 0 兼0 共同

日本語習得論特講 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

言語教育心理学特講 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

日本語教育評価法特講 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

年少者日本語教育特講 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

日本語構造論特講 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

日本語表現法特講 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

対照言語学特講 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

社会言語学特講 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

異文化間教育学特講 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

文化社会学特講 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

日本近代文学特講 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

日本語習得論演習 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

言語教育心理学演習　　　 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

日本語教育評価法演習　　 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

年少者日本語教育演習 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

日本語構造論演習 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

日本語表現法演習 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

対照言語学演習 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

社会言語学演習 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

異文化間教育学演習 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

文化社会学演習 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

日本近代文学演習 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

国内日本語教育実践研究 1・2①② 2 ○ 3 2 0 0 兼0 共同

海外日本語教育実践研究 1・2③④ 2 ○ 3 2 0 0 兼0 共同

特別研究 1～2 4 ○ 7 4 0 0 兼0

小計（26科目） － 8 44 4 7 4 0 0 0 0 －
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－

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(教育科学専攻　博士課程前期　日本語教育学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

－

専
攻
共
通
科
目

研
究
科
共
通
科
目

－

－
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(教育科学専攻　博士課程前期　日本語教育学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－ 10 85 4 15 10 2 0 0 兼136 －合計（40科目） －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

修了に必要な単位数を30単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，修士論文及び最終試験又は博士論文研究基礎力審査に合格する
こと。
修了要件

１学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号 修士（教育学）,修士（学術） 学位又は学科の分野 教育学・保育学関係

科目区分 
要修得

単位数
指定科目等 

大学院共

通科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
4 単位 
以上 

「必修」 
人間社会科学特別講義：2 単位 

専攻共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラ

ム専門科

目 

日本語教育学プログラ

ム専門科目 
12 単位

以上 

指導教員と相談の上，以下の①～③の能力が身

に付くように各区分から１科目以上履修するこ

と 
① 急速に進むグローバル化の下，国内外にお

いて，増加の一途をたどる日本語学習者（児

童から成人まで）に対応し得る，高度な知

識・技能を有している。 
② グローバル・マインドを持った日本語教育

の研究者・教育者となるために，「言語」「教

育」「心理」「文化」「社会」にわたる日本

語教育学を構成する幅広い領域において，理

論・実践の質的向上に資する高度な教育研究

能力（思考力・判断力・表現力）を有してい

る。 
③ 日本語学習者と日本語母語話者が共修す

る中で，日本語や日本文化についての理解を

深めるという新たな「学び」を構築・支援で

きる能力（主体性・協働性）を有している。

科目名 ① ② ③

日本語教育研究方法論 ◎   

日本語教育学研究プロジェク

ト 
◎   

日本語習得論特講  ○  

言語教育心理学特講  ○  

日本語教育評価法特講  ○  

年少者日本語教育特講  ○  

日本語構造論特講  ○  

日本語表現法特講  ○  

対照言語学特講  ○  

社会言語学特講  ○  

異文化間教育学特講  ○  

文化社会学特講  ○  

日本近代文学特講  ○  

日本語習得論演習   ○

言語教育心理学演習      ○

日本語教育評価法演習     ○

年少者日本語教育演習   ○

日本語構造論演習   ○

日本語表現法演習   ○

対照言語学演習   ○

社会言語学演習   ○

異文化間教育学演習   ○

文化社会学演習   ○

日本近代文学演習   ○

◎は必修科目 
 

特別研究 4 単位 
「必修」 
特別研究：4 単位 

他プログラム専門科目 
2 単位 
以上 

 

日本語教育学プログラム専門科目 
または他プログラム専門科目 

4 単位 
以上 

 

合計 
30 単位

以上 
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Hiroshimaから世界平和を考える 1・2①②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼5 オムニバス

Japanese Experience of Social Development-
Economy, Infrastructure, and Peace 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼7 オムニバス・メディア

Japanese Experience of Human Development-
Culture, Education, and Health 1・2④ 1 ○ 2 0 0 0 兼4 オムニバス・メディア

SDGsへの学問的アプローチＡ 1・2① 1 ○ 3 0 0 0 兼5
オムニバス・共同（一部）

メディア

SDGsへの学問的アプローチＢ 1・2③ 1 ○ 0 0 0 0 兼7 オムニバス・メディア

SDGsへの実践的アプローチ 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼3 共同・集中

ダイバーシティの理解 1・2② 1 ○ 0 1 0 0 兼3 オムニバス・共同（一部）・集中

データリテラシー 1・2①② 1 ○ 0 0 0 0 兼2 オムニバス

医療情報リテラシー 1・2③ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

人文社会系キャリアマネジメント 1・2②③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 メディア，②のみ集中

理工系キャリアマネジメント 1・2② 2 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

ストレスマネジメント 1・2②④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1 ②のみ集中

情報セキュリティ 1・2① 2 ○ 0 0 0 0 兼3 オムニバス

MOT入門 1・2①③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

アントレプレナーシップ概論 1・2① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（15科目） － 0 20 0 4 1 0 0 0 兼48 －

人間社会科学特別講義 1① 2 ○ 5 1 1 0 兼42 オムニバス

人間社会科学のための科学史 1・2② 2 ○ 4 2 1 0 兼43 オムニバス

異分野協働プロジェクト 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼9

未来創造思考（基礎） 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

国際標準化論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

理工系のための経営組織論 1・2② 1 ○ 0 0 0 0 兼2

平和教育の構築への実践的アプローチ 1② 2 ○ 0 0 0 0 兼2

小計（7科目） － 2 9 0 7 3 2 0 0 兼92 －

教育科学のための研究法と倫理 1・2① 2 ○ 5 1 0 0 兼0 オムニバス

教育科学と社会 1・2② 2 ○ 7 2 0 0 兼0 オムニバス

Sheltered Instruction: Making Content
Comprehensible

1・2③ 2 ○ 0 0 1 0 兼0

Religious culture in public education 1・2④ 2 ○ 0 0 1 0 兼0

Academic Writing for Graduate Students in
Education

1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

日本の教育開発経験 1・2③ 2 ○ 4 4 0 0 兼0 オムニバス

小計（6科目） － 2 10 0 9 5 2 0 0 0 －

教育基礎論 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

国際教育協力論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

教育人材開発論 1・2② 2 ○ 0 1 0 0 兼0

ノンフォーマル教育論 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

理科教育開発論 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼1 共同

科学教育開発基礎論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼1 共同

数学教育開発論 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

高等教育開発論 1・2① 2 ○ 1 0 0 0 兼0

教育協力実践基礎論Ⅰ 1・2① 2 ○ 2 2 0 0 兼2 オムニバス・共同（一部）

教育協力実践基礎論Ⅱ 1・2② 2 ○ 2 2 0 0 兼0 オムニバス・共同（一部）

国際教育協力実践研究 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

基礎教育開発論 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

教育協力事業評価論 1・2③ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

教科教育授業論 1・2② 2 ○ 2 1 0 0 兼0 オムニバス

途上国の比較教育学 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

インクルーシブ教育論 1・2② 2 ○ 1 0 0 0 兼0

平和社会のための教育 1・2① 2 ○ 0 1 0 0 兼0

教育統計慨論 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

教育開発フィールドワーク論 1・2② 2 ○ 0 3 0 0 兼0

地域カリキュラム開発論 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

スポーツ教育開発論 1・2④ 2 ○ 1 0 0 0 兼0

グローバルシティズンシップ教育論 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

幼児教育・保育開発論Ⅰ 1・2③ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

幼児教育・保育開発論Ⅱ 1・2④ 2 ○ 0 1 0 0 兼0

高等教育基礎論Ⅰ（理論・手法） 1前・後 2 ○ 3 3 1 0 兼0 教育学プログラム共用

高等教育基礎論Ⅱ（制度・政策） 1前・後 2 ○ 3 3 1 0 兼0 教育学プログラム共用

Comparative Studies in Higher Education １・２前 2 ○ 0 0 1 0 兼0 教育学プログラム共用

大学教育論 １・２後 2 ○ 0 1 0 0 兼0 教育学プログラム共用

キ
ャ

リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(教育科学専攻　博士課程前期　国際教育開発プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－

－

専
攻
共
通
科
目

研
究
科
共
通
科
目

－

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

大
学
院
共
通
科
目

持
続
可
能
な
発
展
科
目
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教 育 課 程 等 の 概 要

(教育科学専攻　博士課程前期　国際教育開発プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

大学カリキュラム開発論 １・２前 2 ○ 1 0 0 0 兼0 教育学プログラム共用

高等教育経済論 １・２後 2 ○ 0 0 0 0 兼1 教育学プログラム共用

高等教育組織論・職員論 １・２前 2 ○ 0 1 0 0 兼0 教育学プログラム共用

高等教育評価論 １・２後　 2 ○ 0 1 0 0 兼0 教育学プログラム共用

高等教育アドミッション論 １・２後 2 ○ 1 0 0 0 兼0 教育学プログラム共用

Advanced Statistics １・２後 2 ○ 0 0 0 0 兼1 教育学プログラム共用

Higher Education in Japan 1前 2 ○ 2 3 1 0 兼1 教育学プログラム共用

特別研究 1～2 4 ○ 8 8 0 0 兼1

小計（36科目） － 4 70 0 10 9 1 0 0 兼4 －

－ 8 109 0 16 12 3 0 0 兼142 －

学位又は称号 修士（教育学）, 修士（国際協力学）,修士（学術） 学位又は学科の分野 教育学・保育学関係

－

合計（64科目） －

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

修了に必要な単位数を30単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，修士論文及び最終試験又は博士論文研究基礎力審査に合格する
こと。
修了要件

１学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

科目区分 
要修得単

位数 
指定科目等 

大学院共

通科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

「選択必修」 
Japanese Experience of Social Development- 
Economy, Infrastructure, and Peace：1 単位 
Japanese Experience of Human 
Development-Culture, Education, and 
Health：1 単位 
SDGs への学問的アプローチＡ：1 単位 
SDGs への学問的アプローチＢ：1 単位 
から 1 科目 

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
4 単位 
以上 

「必修」 
人間社会科学特別講義：2 単位 

専攻共通科目 
2 単位 
以上 

「必修」 
日本の教育開発経験：2 単位 

プログラ

ム専門科

目 

国際教育開発プログラ

ム専門科目 
12 単位

以上 
 

特別研究 4 単位 
「必修」 
特別研究：4 単位 

他プログラム専門科目 
2 単位 
以上 

 

国際教育開発プログラム専門科目 
または他プログラム専門科目 

4 単位 
以上 

 

合計 
30 単位

以上 
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スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3②③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

普遍的平和を目指して 1・2・3①②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼4 オムニバス

データサイエンス 1・2・3④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

パターン認識と機械学習 1・2・3② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

データサイエンティスト養成 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

医療情報リテラシー活用 1・2・3④ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

リーダーシップ手法 1・2・3① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

イノベーション演習 1・2・3③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

長期インターンシップ 1・2・3前後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

事業創造概論 1・2・3① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（12科目） － 0 16 0 0 0 0 0 0 兼19 －

プロジェクト研究 1・2・3④ 2 ○ 2 0 0 0 兼9 共同

人間社会科学講究 1・2・3② 2 ○ 2 0 0 0 兼9 共同

小計（2科目） － 0 4 0 4 0 0 0 0 兼16 －

特別研究 1～3 6 ○ 47 39 3 0 兼1

小計（1科目） － 6 0 0 47 39 3 0 0 兼1 －

－ 6 20 0 50 39 3 0 0 兼36 －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

修了に必要な単位数を10単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，博士論文の審査及び最終試験に合格すること。
修了要件 １学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号

－

合計（15科目） －

学位又は学科の分野 教育学・保育学関係

プ
ロ
グ

ラ
ム
専

門
科
目

博士（教育学）,博士（教育心理学）博士（学術）

－

研
究
科

共
通
科

目

－

備考

大
学
院
共
通
科
目

持

続

可

能

な

発

展

科

目
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シ
ー

科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要
(教育科学専攻　博士課程後期　教師教育デザイン学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

科目区分 
要修得

単位数 
指定科目等 

大学院共

通科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラ

ム専門科

目 
特別研究 6 単位 

「必修」 
特別研究：6 単位 

合計 
10 単位 
以上 
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スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3②③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

普遍的平和を目指して 1・2・3①②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼4 オムニバス

データサイエンス 1・2・3④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

パターン認識と機械学習 1・2・3② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

データサイエンティスト養成 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

医療情報リテラシー活用 1・2・3④ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

リーダーシップ手法 1・2・3① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

イノベーション演習 1・2・3③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

長期インターンシップ 1・2・3前後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

事業創造概論 1・2・3① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（12科目） － 0 16 0 0 0 0 0 0 兼19 －

プロジェクト研究 1・2・3④ 2 ○ 2 0 0 0 兼9 共同

人間社会科学講究 1・2・3② 2 ○ 2 0 0 0 兼9 共同

小計（2科目） － 0 4 0 4 0 0 0 0 兼16 －

教育学共同研究講究 １〜３④ 2 ◯ 2 1 0 0 兼0

教育学フィールドワーク講究 1④ 1 ◯ 1 1 0 0 兼0

大学教員養成講座 1～3③ 2 ○ 1 3 1 0 兼0

大学授業構成論講究 1～3①② 2 ○ 1 1 0 0 兼0

教職授業プラクティカム I ２・３①② 1 ◯ 6 5 0 0 兼0

教職授業プラクティカム II ２・３③④ 1 ◯ 6 5 0 0 兼0

教職授業プラクティカム III ２・３①② 1 ◯ 6 5 0 0 兼0

教職教育ポートフォリオ ２・３③ 1 ◯ 1 1 0 0 兼0

特別研究 1～3 6 ○ 8 9 0 0 兼1

小計（9科目） － 6 0 11 8 11 1 0 0 兼1 －

－ 6 20 11 12 11 1 0 0 兼36 －

別記様式第２号（その２の１）

－

研
究
科

共
通
科

目

－

備考

大
学
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共
通
科
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可
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発

展

科

目

キ
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リ
ア
開
発
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デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
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科
目

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(教育科学専攻　博士課程後期　教育学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

学位又は称号

－

合計（23科目） －

学位又は学科の分野 教育学・保育学関係博士（教育学）

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
門
科
目

修了に必要な単位数を10単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，博士論文の審査及び最終試験に合格すること。
修了要件 １学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

科目区分 
要修得

単位数 
指定科目等 

大学院共

通科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラ

ム専門科

目 
特別研究 6 単位 

「必修」 
特別研究：6 単位 

合計 
10 単位 
以上 
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3②③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

普遍的平和を目指して 1・2・3①②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼4 オムニバス

データサイエンス 1・2・3④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

パターン認識と機械学習 1・2・3② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

データサイエンティスト養成 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

医療情報リテラシー活用 1・2・3④ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

リーダーシップ手法 1・2・3① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

イノベーション演習 1・2・3③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

長期インターンシップ 1・2・3前後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

事業創造概論 1・2・3① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（12科目） － 0 16 0 0 0 0 0 0 兼19 －

プロジェクト研究 1・2・3④ 2 ○ 2 0 0 0 兼9 共同

人間社会科学講究 1・2・3② 2 ○ 2 0 0 0 兼9 共同

小計（2科目） － 0 4 0 4 0 0 0 0 兼16 －

特別研究 1～3 6 ○ 7 3 0 0 兼0

小計（1科目） － 6 0 0 7 3 0 0 0 0 －

－ 6 20 0 10 3 0 0 0 兼35 －

別記様式第２号（その２の１）

－

研
究
科

共
通
科

目

－

備考

大
学
院
共
通
科
目

持

続

可

能

な

発

展

科

目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(教育科学専攻　博士課程後期　日本語教育学プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

学位又は称号

－

合計（15科目） －

学位又は学科の分野 教育学・保育学関係

プ
ロ
グ

ラ
ム
専

門
科
目

博士（教育学）,博士（学術）

修了に必要な単位数を10単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，博士論文の審査及び最終試験に合格すること。
修了要件 １学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

科目区分 
要修得

単位数 
指定科目等 

大学院共

通科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラ

ム専門科

目 
特別研究 6 単位 

「必修」 
特別研究：6 単位 

合計 
10 単位 
以上 
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

スペシャリスト型SDGsアイディアマイニング学生セミナー 1・2・3②③ 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

SDGsの観点から見た地域開発セミナー 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1 集中

普遍的平和を目指して 1・2・3①②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼4 オムニバス

データサイエンス 1・2・3④ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

パターン認識と機械学習 1・2・3② 2 ○ 0 0 0 0 兼1

データサイエンティスト養成 1・2・3② 1 ○ 0 0 0 0 兼1

医療情報リテラシー活用 1・2・3④ 1 ○ 0 0 0 0 兼9 オムニバス・共同（一部）

リーダーシップ手法 1・2・3① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

高度イノベーション人財のためのキャリアマネジメント 1・2・3②④ 1 ○ 0 0 0 0 兼1

イノベーション演習 1・2・3③ 2 ○ 0 0 0 0 兼1

長期インターンシップ 1・2・3前後 2 ○ 0 0 0 0 兼1

事業創造概論 1・2・3① 1 ○ 0 0 0 0 兼1

小計（12科目） － 0 16 0 0 0 0 0 0 兼19 －

プロジェクト研究 1・2・3④ 2 ○ 2 0 0 0 兼9 共同

人間社会科学講究 1・2・3② 2 ○ 2 0 0 0 兼9 共同

小計（2科目） － 0 4 0 4 0 0 0 0 兼16 －

特別研究 1～3 6 ○ 8 7 0 0 兼1

小計（1科目） － 6 0 0 8 7 0 0 0 兼1 －

－ 6 20 0 10 7 0 0 0 兼36 －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

修了に必要な単位数を10単位以上とし，以下のとおり，単位を修得し，かつ必要な研
究指導を受けた上で，博士論文の審査及び最終試験に合格すること。
修了要件 １学年の学期区分 2学期（4ターム）

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号

－

合計（15科目） －

学位又は学科の分野 教育学・保育学関係

プ
ロ
グ

ラ
ム
専

門
科
目

博士（教育学）,博士（国際協力学），博士（学術）

－

研
究
科

共
通
科

目

－

備考

大
学
院
共
通
科
目

持

続

可

能

な

発

展

科

目

キ
ャ

リ
ア
開
発
・

デ
ー

タ
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

(教育科学専攻　博士課程後期　国際教育開発プログラム）

科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

科目区分 
要修得

単位数 
指定科目等 

大学院共

通科目 

持続可能な発展科目 
1 単位 
以上 

  

キャリア開発・データ

リテラシー科目 
1 単位 
以上 

  

研究科共通科目 
2 単位 
以上 

  

プログラ

ム専門科

目 
特別研究 6 単位 

「必修」 
特別研究：6 単位 

合計 
10 単位 
以上 
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 〇 43 51 3

1① 2 〇 6 4 2

1② 2 〇 6 4 2

8 43 51 3

－ 14 0 0 43 51 3 0 0

1・2 2 〇 1 兼1

1・2後 2 〇 1 兼1 共同

1・2 2 〇 兼1

1・2③ 2 〇 兼2
オムニバス・
共同（一部）

1・2③ 2 〇 兼2
オムニバス・
共同（一部）

1・2④ 2 〇 兼2
オムニバス・
共同（一部）

1・2④ 2 〇 兼4
※演習, オム
ニバス・共同
（一部）

1・2 2 〇 兼1

1・2 2 〇 兼1

1・2① 2 〇 2 共同

1・2③ 2 〇 1

1・2 2 〇 兼1

1・2② 2 〇 2
オムニバス・
共同（一部）

1・2③ 2 〇 1

1・2④ 2 〇 1 1
オムニバス・
共同（一部）

1・2② 2 〇 1

1・2③ 2 〇 1

1・2① 2 〇 1 1
オムニバス・
共同（一部）

1・2③ 2 〇 1

1・2④ 2 〇 1

1・2② 2 〇 1

1・2③ 2 〇 1

1・2④ 2 〇 1

1・2③ 2 〇 1

1・2前 2 〇 1 1
オムニバス・
共同（一部）

1・2前 2 〇 1

1・2③ 2 〇 1

1・2② 2 〇 1 1
オムニバス・
共同（一部）

1・2後 2 〇 兼1

1・2③ 2 〇 1

1・2後 2 〇 1

1・2③ 2 〇 1

1・2④ 2 〇 1

1・2② 2 〇 1

1・2② 2 〇 1

1・2① 2 〇 1

1・2後 2 〇 兼1

1・2③ 2 〇 1

生命機能化学

環境機能化学

身体運動文化哲学

メディア芸術論

身体運動生化学

身体運動適応学

身体運動心理学

身体運動解析学

身体運動栄養学

音声学音韻論セミナー

時間行動論

認知言語論

環境行動論

適応行動論

社会行動論

身体運動神経生理学

応用言語学インターフェイス

心理言語学

哲学・思想

応用倫理学

美的存在論

必
修
科
目

総合科学演習

コア科目A

コア科目B

特別研究

小計（4科目） －

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要
（総合科学研究科総合科学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

藝術存在論

認知意味論

対照言語学

比較語用論

現代英語の文法と語法

言語構造論

コンピュータ言語学

日本文化論

藝術文化論

人
間
科
学
部
門

代謝生化学

キラル有機化学

進化生命環境学

大気水圏化学

先端的神経細胞科学

神経情報制御論

脳機能解析学

認知行動論
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修
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講
　
義
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習
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・
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教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要
（総合科学研究科総合科学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2③ 2 〇 1

1・2 2 〇 兼1

1・2 2 〇 兼1

1・2④ 2 〇 兼4
オムニバス・
共同（一部）

1・2② 2 〇 兼2
オムニバス・
共同（一部）

1・2③ 2 〇 兼3 オムニバス

1・2② 2 〇 2 オムニバス

1・2② 1 〇 1

1・2① 1 〇 1

1・2① 1 〇 1

1・2② 1 〇 1

1・2 2 〇 兼1

1・2④ 1 〇 1

1・2② 2 〇 1

1・2② 2 〇 1 1
オムニバス・
共同（一部）

1・2① 2 〇 2
オムニバス・
共同（一部）

1・2④ 2 〇 2
オムニバス・
共同（一部）

1・2③ 2 〇 1

1・2③ 2 〇 2 オムニバス

1・2① 2 〇 1 1
オムニバス・
共同（一部）

1・2② 2 〇 1 1
オムニバス・
共同（一部）

1・2③ 2 〇 1 1 共同

1・2① 2 〇 1

1・2③ 2 〇 1

1・2① 2 〇 1

1・2③ 2 〇 1

1・2後 2 〇 1

1・2② 2 〇 1

1・2② 2 〇 1

1・2① 2 〇 1

1・2③ 2 〇 1

1・2④ 2 〇 1

1・2② 2 〇 2
オムニバス・
共同（一部）

1・2① 2 〇 1

1・2② 2 〇 1

1・2 2 〇 兼1

1・2② 2 〇 1 1
オムニバス・
共同（一部）

1・2④ 2 〇 1 1 共同

1・2④ 2 〇 1

1・2③ 2 〇 1

1・2① 2 〇 1

1・2後 2 〇 1

1・2前 2 〇 1

1・2④ 2 〇 1

1・2① 2 〇 1 兼1
オムニバス・
共同（一部）

共生微生物学

環
境
科
学
部
門

マイノリティ思想表象論

保全生態学

環境植物共生学

生物多様性科学(環境科学入門)

生態系循環論

地球構成物質論

地球表層物質輸送論

複雑系物質論

複雑系構造論

相関系量子論

相関系物質論

相関系計測論

情報システム論

表層物質動態論

気候変動災害論A

気候変動災害論B

環境とコロイド

アジアモンスーン地域自然災害論

複雑系基礎論

持続可能な観光発展論

農村環境社会論

コンテンツ・ツーリズム論

社会動態論

社会構造論

社会統計学

情報セキュリティ論

計算科学情報環境論

計算統計情報環境論

メディア通信特論

持続可能地域論

地域情報論

異文化理解

福祉社会論

世界経済体制論

産業システム論

コミュニティー論

文明共存論

科学・技術・社会論

宗教学

民族学研究

社会人類学研究

選
択
必
修
科
目

社会文化史

比較教育社会論

比較文学
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教
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手

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要
（総合科学研究科総合科学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2③ 2 〇 1

1・2前 2 〇 1

1・2② 2 〇 1

1・2① 2 〇 1

1・2 2 〇 1

1・2② 2 〇 1

1・2 2 〇 1

1・2① 2 〇 1

1・2④ 2 〇 1

1・2前 2 〇 兼1

1・2② 2 〇 1

1・2③ 2 〇 1

1・2 2 〇 兼1

1・2前 2 〇 兼1

1・2③ 2 〇 1

1・2③ 2 〇 1

－ 0 193 0 41 50 3 0 0 兼27

1・2① 1 〇 1

1・2① 1 〇 1

1・2④ 2 〇 兼3

1・2後 2 〇 兼1

1・2③ 2 〇 兼1

－ 0 0 8 1 1 0 0 0 兼5

－ 14 193 8 43 51 3 0 0 兼32

文書管理論

BCM(BusinessContinuityManagemen
t)

日本地域研究

日本文藝社会研究

英語圏地域研究

イギリス環境史研究

－

自
由
選
択
科
目

小計（99科目）

研究倫理

ICTリテラシー

文
明
科
学
部
門

ヨーロッパ文化社会論

ヨーロッパ思潮社会論

英米地域研究

英米文藝社会論

英米社会論(歴史)

英米社会論(国際関係)

アジア地域研究

アジア文化論(現代文化)

アジア文化論(表象文化)

アジア文化論(伝統文化)

ヒロシマ平和学

ヨーロッパ地域研究

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2学期(4ターム)

１学期の授業期間 15週

小計（5科目） －

合計（108科目） －

学位又は称号 修士（学術） 学位又は学科の分野 学際領域

各
部
門
共
通 リスク管理技術論

〇履修方法
　1．必修科目　14単位
     総合科学演習　2単位
　　 特別研究　8単位（主指導教員と協議）
　　 コア科目　4単位
　2．選択必修科目　12単位以上
　　 主領域科目　8単位以上
　　 他領域科目　4単位以上（他部門の科目を含むことが望ましい。）
　3．自由選択科目　4単位以上
〇修了要件
　1．専門科目 必修科目　   14単位
　　　      　選択必修科目 12単位以上
　　　　　　　自由選択科目  4単位以上
　2．研究指導
　3．修士論文

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

１時限の授業時間 90分

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す
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1・2前 2 ○ 4 3 1 オムニバス

－ 2 0 0 4 3 0 1 0

1・2後 2 ○ ※ ※演習，兼1

1・2後 2 ※ ○ 1 ※講義

1・2前 2 ※ ○ ※講義，兼1

1・2後 2 ※ ○ ※講義，兼1

1・2前 2 ※ ○ ※講義，兼1

1・2後 2 ※ ○ ※講義，兼1

－ 0 12 0 1 0 0 0 0

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ※ ○ 1 ※講義

1・2前 2 ○ 1 2 共同

1・2後 2 ○ 2 共同

1・2後 2 ○ 2 2 共同

1・2前 2 ○ 6 3 オムニバス，隔年

1・2前 2 ○ 6 3 オムニバス，隔年

1・2前 2 ○ 3 オムニバス，隔年

1・2前 2 ○ 2 1 オムニバス，隔年

1・2後 2 ○ 6 4 3 オムニバス

1・2前 2 ○ 5 4 オムニバス

－ 0 26 0 28 16 0 4 0

1・2前 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2① 2 ○ 1 隔年

1・2① 2 ○ 1

－

分
野
共
通
科
目

専攻共通
科目(大
学院基礎
科目) 小計（1科目） －

小計（6科目） －

専
攻
共
通
科
目

比較日本文化学研究Ａ

比較日本文化学研究Ｂ

日本文化論講義Ａ

人間文化学Ⅰ（日本文化論）

人間文化学Ⅱ（歴史文化論）

人間文化学Ⅲ（漢字文化論）

人間文化学Ⅳ（言語文化論）

人間文化学Ⅴ（表象文化論）

人間文化学Ⅵ（現代文化論）

比較日本文化学研究Ｃ

比較日本文化学研究Ｄ

思想文化研究Ａ

思想文化研究Ｂ

応用倫理・哲学研究

歴史文化研究

文化交流－日本と世界－

日中言語文化交流論Ａ

日中言語文化交流論Ｂ

欧米文学語学・言語学概説

地表圏システム学の世界

小計（13科目）

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文学研究科人文学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

超域文化論講義Ａ

歴史文化論演習Ｂ

表象文化論講義Ａ

表象文化論講義Ｂ

表象文化論演習Ａ

表象文化論演習Ｂ

備考

総合人間学

日本文化論講義Ｂ

日本文化論演習Ａ

日本文化論演習Ｂ

歴史文化論講義Ａ

歴史文化論講義Ｂ

歴史文化論演習Ａ

言語文化論講義Ａ

超域文化論講義Ｂ

超域文化論演習Ａ

超域文化論演習Ｂ

西洋古代哲学研究

西洋古代哲学演習A

言語文化論講義Ｂ

言語文化論演習Ａ

言語文化論演習Ｂ
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文学研究科人文学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2④ 2 ○ 1

1・2① 2 ○ 1

1・2④ 2 ○ 1

1・2② 2 ○ 1 隔年

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2① 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2② 2 ○ 1

1・2③ 2 ○ 1

1・2① 2 ○ 1 隔年

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1

1・2④ 2 ○ 1 隔年

1・2④ 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1 兼1，共同

1・2後 2 ○ 1 兼1，共同

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 1 共同

1・2後 2 ○ 1 1 共同

1・2前 2 ○ 1 1 共同，隔年

1・2後 2 ○ 1 1 共同，隔年

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2③ 2 ○ 兼1

1・2③ 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

仏教学演習A

応用倫理学文献研究A

西洋近現代哲学特講

応用倫理学文献研究B

倫理思想史基礎演習A

倫理思想史基礎演習B

西洋現代哲学演習A

西洋現代哲学演習B

西洋現代哲学文献研究A

西洋現代哲学文献研究B

西洋近世哲学演習A

西洋古代中世哲学演習B

西洋哲学史文献資料演習

西洋古代哲学演習B

西洋中世哲学研究

西洋中世哲学演習

倫理思想史文献研究A

倫理思想史文献研究B

応用倫理思想基礎演習A

西洋古代中世哲学演習A

西洋近世哲学演習B

西洋近世実践哲学研究A

西洋近世実践哲学研究B

倫理学基礎演習A

倫理学基礎演習B

応用倫理学方法論研究A

応用倫理学方法論研究B

応用倫理学基礎演習A

応用倫理学基礎演習B

仏教学演習B

仏教思想史講義A

仏教思想史講義B

インド哲学仏教学総合演習A

インド哲学仏教学総合演習B

インド哲学・仏教学大学院基礎演習A
（サンスクリット）

インド哲学・仏教学大学院基礎演習B
（サンスクリット）

インド哲学研究

インド哲学史講義

インド哲学演習A

インド哲学演習B

インド哲学史演習A

インド哲学史演習B

仏教学研究

仏教思想史研究
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文学研究科人文学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 2 1 共同

1・2後 2 ○ 2 1 共同

1・2前 2 ○ 2 1 共同

1・2後 2 ○ 2 1 共同

1・2前 1 ○ 2 1 共同

1・2前 1 ○ 2 1 共同

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2後 2 ○ 兼1，隔年

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2後 2 ○ 兼1，隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 兼1，隔年

1・2後 2 ○ 兼1，隔年

1・2② 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1 隔年

1・2① 2 ○ 1 隔年

日本中世社会文化研究B

日本近世資料解析論A

日本近世資料解析論B

日本近世社会文化研究A

日本近世社会文化研究B

日本地域文献資料実習

応用倫理思想基礎演習B

応用倫理思想文献研究A

応用倫理思想文献研究B

中国思想文化学研究法C

中国思想文化学研究法D

中国近世思想文献研究A

中国近世思想文献研究B

中国近世思想文献研究C

日本近代資料解析論A

日本近代資料解析論B

日本近代社会文化研究A

日本近代社会文化研究B

日本社会文化史特論A

日本古代社会文化研究B

日本中世資料解析論A

日本中世資料解析論B

日本中世社会文化研究A

中国思想文化学出土文献講義

東アジア思想文化交流論

中国思想学専題講義

中国文化学専題研究

中国思想文化学研究法A

中国思想文化学研究法B

中国古代中世思想文献研究C

中国古代中世思想文献研究D

中国古代中世思想文献研究A

中国古代中世思想文献研究B

諸子学文献研究A

諸子学文献研究B

諸子学文献研究C

諸子学文献研究D

日本社会文化史特論B

アジア歴史文化論Ａ

アジア歴史文化論Ｂ

アジア社会史史料研究A

日本地域史研究実習

日本古代資料解析論A

日本古代資料解析論B

日本古代社会文化研究A

中国近世思想文献研究D
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文学研究科人文学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2① 2 ○ 1 隔年

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2① 2 ○ 1 隔年

1・2① 2 ○ 1 隔年

1・2① 2 ○ 1 隔年

1・2① 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1 隔年

1・2④ 2 ○ 1 隔年

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1 隔年

1・2④ 2 ○ 1 隔年

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1 隔年

1・2④ 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1 隔年

1・2④ 2 ○ 1 隔年

1・2④ 2 ○ 1 隔年

1・2④ 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2① 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2① 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2① 2 ○ 1

1・2② 2 ○ 1

1・2③ 2 ○ 1

1・2④ 2 ○ 1

1・2④ 2 ○ 1 隔年

1・2④ 2 ○ 1 隔年

1・2① 2 ○ 1 隔年

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2① 2 ○ 1 隔年

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1

1・2③ 2 ○ 1

欧米社会経済史文書研究B

西洋中世文化史文書研究Ａ

西洋中世文化史文書研究Ｂ

ヨーロッパ行財政史文書解析学A

ヨーロッパ行財政史文書解析学B

東アジア地域史研究Ａ

東アジア地域史研究Ｂ

東アジア地域文化論Ａ

東アジア地域文化論Ｂ

東アジア国際関係史史料研究A

東アジア国際関係史史料研究B

中国制度史史料講義A

中国制度史史料講義B

中国社会経済史史料研究A

中国社会経済史史料研究B

中国政治社会史史料講義A

中国政治社会史史料講義B

中国文化史史料研究Ａ

中国文化史史料研究Ｂ

中国档案史料研究Ａ

中国档案史料研究Ｂ

東南アジア歴史社会論Ａ

欧米政治文化論研究B

欧米社会経済史文書研究A

欧米政治文書解析学B

西洋中世年代記解析学A

西洋中世年代記解析学B

欧米政治文書解析学A

東南アジア歴史社会論Ｂ

近代国家論の比較研究

異文化交流史研究

欧米社会構造論研究

欧米政治文化論研究A

日本古代文学注釈研究A

アジア社会史史料研究B

アジア政治史史料研究A

アジア政治史史料研究B

地中海地域社会論

ギリシア・ラテン碑文解析学A

ギリシア・ラテン碑文解析学B

ギリシア・ローマ史料解析学

日本古代文学注釈研究B

日本古代文学解読研究A

日本古代文学解読研究B

日本中世文学注釈研究A

日本中世文学注釈研究B
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文学研究科人文学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2後 2 ○ 兼1，隔年

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2後 2 ○ 兼1，隔年

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2前 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 兼1

専
門
科
目

六朝唐代散文演習C

六朝唐代散文演習D

六朝唐代韻文演習A

中国語学演習B

中国語学演習C

中国語学演習D

漢語語彙語法演習A

漢語語彙語法演習B

漢語語彙語法演習C

漢語語彙語法演習D

中国語学特殊講義

中国古代中世文学研究A

中国古代中世文学研究B

六朝唐代散文演習A

六朝唐代散文演習B

日本近世文学注釈研究A

日本近世文学注釈研究B

日本近世文学解読研究A

日本近世文学解読研究B

日本近現代文学注釈研究A

日本近現代文学注釈研究B

日本近現代文学注釈研究C

日本近現代文学注釈研究D

日本近現代文学解読研究A

日本近現代文学解読研究B

日本近現代文学解読研究C

日本近現代文学解読研究D

日本語学研究A

日本語学研究B

日本語史研究A

日本語史研究B

中国文字学研究A

中国文字学研究B

中国語学演習A

六朝唐代韻文演習B

六朝唐代韻文演習C

六朝唐代韻文演習D

中国近世小説研究A

中国近世小説研究B

中国古代中世散文演習A

中国古代中世散文演習Ｂ

中国古代中世散文演習C

中国古代中世散文演習D

中国文学特殊講義

現代アメリカ文学演習A

現代アメリカ文学演習B
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文学研究科人文学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2① 2 ○ 1

1・2① 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2③ 2 ○ 1

1・2③ 2 ○ 1

1・2① 2 ○ 1

1・2① 2 ○ 1

1・2③ 2 ○ 1

1・2③ 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2③ 2 ○ 1

1・2③ 2 ○ 1

1・2④ 2 ○ 1

1・2④ 2 ○ 1

1・2④ 2 ○ 1 隔年

1・2④ 2 ○ 1 隔年

1・2① 2 ○ 1 隔年

1・2① 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1

1・2③ 2 ○ 1

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2④ 2 ○ 1 隔年

1・2① 2 ○ 1 1 1 共同

1・2② 2 ○ 1 1 1 共同

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

英語圏詩文学作品演習A

英語圏詩文学作品演習B

ドイツ文学理論演習A

英語圏文学作品演習B

英語圏文学作品研究演習A

英語圏文学作品研究演習B

英語圏文学概論A

英語圏文学概論B

英語圏文学特殊講義A

英語圏文学特殊講義B

世界英語圏文学批評演習A

世界英語圏文学批評演習B

英語圏文学作品演習A

近代アメリカ文学演習A

近代アメリカ文学演習B

エスニック文学演習A

エスニック文学演習B

アメリカ小説作品演習A

アメリカ小説作品演習B

アメリカ文学特殊講義A

アメリカ文学特殊講義B

アメリカ小説作品研究演習A

アメリカ小説作品研究演習B

批評理論演習A

批評理論演習B

批評理論演習Ｃ

批評理論演習Ｄ

イギリス詩文学作品演習A

イギリス詩文学作品演習B

イギリス詩文学作品研究演習A

イギリス詩文学作品研究演習B

イギリス小説作品研究演習A

イギリス小説作品研究演習B

ドイツ文学理論演習B

近現代ドイツ語学演習A

近現代ドイツ語学演習B

近現代ドイツ語学演習C

近現代ドイツ語学演習D

ドイツ文学語学特殊講義Ａ

ドイツ文学語学特殊講義Ｂ

ドイツ文学語学特殊講義Ｃ

ドイツ語圏文化論演習A

イギリス小説作品演習A

イギリス小説作品演習B

イギリス戯曲文学演習A

イギリス戯曲文学演習B
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文学研究科人文学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 兼1，隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 1 共同，隔年

1・2前 2 ○ 1 1 共同，隔年

1・2後 2 ○ 1 1 共同，隔年

1・2後 2 ○ 1 1 共同，隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

ドイツ語圏文化論演習B

ドイツ語圏言語文化演習A

ドイツ語圏言語文化演習Ｂ

ドイツ語圏言語文化演習Ｃ

ドイツ語圏言語文化演習Ｄ

ドイツ文学発展演習Ａ

近現代フランス文学作品研究演習A

近現代フランス文学作品研究演習B

近現代フランス文芸批評演習A

近現代フランス文芸批評演習B

近現代フランス小説研究A

近現代フランス小説研究B

フランス文学テーマ研究A

フランス文学テーマ研究B

フランス語表現法演習A

フランス語表現法演習B

フランス語表現法演習C

フランス語表現法演習D

一般言語学演習B

一般言語学特別演習A

ドイツ文学発展演習Ｂ

ドイツ近現代文学演習Ａ

ドイツ近現代文学演習Ｂ

ドイツ小説演習A

ドイツ小説演習B

ドイツ語コーパス言語学A

ドイツ語コーパス言語学B

フランス文芸研究A

フランス文芸研究B

フランス文芸批評研究A

フランス文芸批評研究B

フランス文学語学演習A

フランス文学語学演習B

フランス文学語学特別研究演習A

フランス文学語学特別研究演習B

フランス文化論演習A

フランス文化論演習B

フランス文化論演習C

フランス文化論演習D

フランス文学語学特殊講義A

フランス文学語学特殊講義B

言語研究法講義ⅠA

言語研究法講義ⅠB

言語研究法講義ⅡA

言語研究法講義ⅡB

一般言語学演習A
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文学研究科人文学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2後 2 ○ 兼1，隔年

1・2後 2 ○ 兼1，隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2後 2 ○ 兼1，隔年

1・2後 2 ○ 兼1，隔年

1・2① 2 ○ 1 1 共同

1・2③ 2 ○ 1 1 共同

1・2前 2 ○ 1

1・2① 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2① 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2① 2 ○ 1 1 共同

1・2③ 2 ○ 1 1 共同

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2後 2 ○ 兼1，隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ※ ○ 1 ※講義

1・2後 2 ※ ○ 1 ※講義

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

中期英語概論A

中期英語概論B

ヨーロッパ語比較構文論演習A

ヨーロッパ語比較構文論演習B

理論・応用言語学特別演習A

理論・応用言語学特別演習B

一般言語学特別演習B

中期英語作品研究演習A

人文地理学特論演習B

世界地域システム論演習A

世界地域システム論演習B

グローバル経済地域論演習A

グローバル経済地域論演習B

中期英語作品研究演習B

英語学特殊講義A

人文地理学特別講義B

人文地理学基礎論演習A

人文地理学基礎論演習B

人文地理学特論演習A

人文地理学特別講義A

歴史・対照言語学演習A

歴史・対照言語学演習B

歴史・対照言語学特別演習A

理論・応用言語学演習A

理論・応用言語学演習B

英語学特殊講義B

英語学概論B

英語学理論演習A

英語学理論演習B

近代英語作品研究演習A

近代英語作品研究演習B

自然地理学基礎論演習B

自然地理学特論演習A

現代インド地誌学

条件不利地域の地理学

自然地理学特別講義A

自然地理学特別講義B

自然地理学基礎論演習A

自然地理学特論演習B

地表変動論演習A

地表変動論演習B

自然地域形成論演習A

歴史・対照言語学特別演習B

英語学概論A

ヨーロッパ語比較構文論講義A

ヨーロッパ語比較構文論講義B
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文学研究科人文学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2① 2 ○ 1

1・2④ 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 2 共同

1・2後 2 ○ 2 共同

1・2前 1 ○ 2 2 共同

1・2後 2 ○ 2 2 共同

1・2① 2 ○ 1 隔年

1・2① 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 兼1，隔年

1・2後 2 ○ 兼1，隔年

1・2④ 2 ○ 1 隔年

1・2④ 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 兼1，隔年

1・2② 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1 隔年

1・2③ 2 ○ 1

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2① 1 ○ 1 隔年

1・2④ 1 ○ 1 隔年

1・2① 1 ○ 1 隔年

1・2④ 2 ○ 1

1・2前 1 ○ 1 隔年

1・2後 1 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1 隔年

1・2④ 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2② 1 ○ 1 隔年

1・2④ 1 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 兼1，隔年

1・2後 2 ○ 兼1，隔年

1・2後 2 ○ 兼1，隔年

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2前 2 ○ 兼1，隔年

1・2後 2 ○ 兼1，隔年

1・2後 2 ○ 兼1，隔年

1～2 4 ○ 5 1

1～2 4 ○ 5 4 1

1～2 4 ○ 6 3

1～2 4 ○ 5 3

1～2 4 ○ 8 6 1

文化財保存活用演習A

文化財保存活用演習B

総合文化財学特殊講義Ｂ

文化財保存解析研究

文化財保存調査演習A

文化財保存調査演習B

総合文化財学特殊講義Ａ

特別研究指導Ⅰ（人間文化学）

特別研究指導Ⅰ（思想文化学）

特別研究指導Ⅰ（歴史文化学）

特別研究指導Ⅰ（日本・中国文学語学）

特別研究指導Ⅰ（欧米文学語学・言語学）

文化財保存修復調査研究演習B

有形文化財調査実習A

有形文化財調査実習B

総合文化財調査研究演習B

有形文化財調査研究法

文化財保存修復調査研究演習A

総合文化財調査研究実習A

総合文化財調査研究実習B

地理情報システム学演習

地理学研究法A

地理学研究法B

地理学野外実験

地理学野外演習

日本考古学解析A

総合文化財調査研究演習A

世界考古学解析A

世界考古学解析B

考古学広領域講義

考古文献評論A

日本考古学特論

総合文化財調査研究法

考古学資料実習B

考古学資料実習C

考古文献評論B

考古資料評論

アジア比較考古学演習A

アジア比較考古学演習B

自然地域形成論演習B

自然地域システム論研究

地表変動論研究

日本考古学解析B

アジア考古学解析

地理情報システム学講義

考古学資料実習A
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文学研究科人文学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1～2 4 ○ 5 4

－ 24 756 0 34 19 0 6 0

－ 26 794 0 34 19 0 6 0

特別研究指導Ⅰ（地表圏システム学）

小計（391科目） －

１学期の授業期間 15週

合計（411科目） －

学位又は称号 修士（文学） 学位又は学科の分野 文学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2学期(4ターム)必修科目４単位，選択必修・選択科目２６単位を含む３０単位以上を修得し，
かつ，必要な研究指導を受けた上，修士論文を作成し，又は特定課題研究の
成果を上げてその審査及び最終試験に合格すること。
（履修科目の登録上限：なし）

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

１時限の授業時間 90分

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。
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手

1・2前 2 ○ 2 3 1

1前後 2 ○ 2 3 1

1前後，2前後 4 ○ 5 3

1・2前 2 ○ 2 1

1・2前後 4 ○ 9 8 兼1

1前 2 ○ 1

－ 16 0 0 15 13 2 0 0 兼1

1・2前 2 ○ 2 2

1・2後 2 ○ 2 1

1・2後 2 ○ 3

1・2後 2 ○ 1 3

1・2前 2 2 4 2 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1 兼1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 1

選
択
必
修
科
目

カリキュラム開発特論Ⅰa

カリキュラム開発特論Ⅰb

カリキュラム開発セミナーⅠa

カリキュラム開発セミナーⅠb

カリキュラム開発特論Ⅱa

カリキュラム開発特論Ⅱb

カリキュラム開発セミナーⅡa

カリキュラム開発セミナーⅡb

カリキュラム開発特論Ⅲa

学校臨床心理学特論

知識構成論特講

学習支援論演習

カリキュラム開発特講

カリキュラム開発特別研究

必
修
科
目

学習開発学特講

学習開発基礎実践研究

学習開発基礎特別研究

小計（6科目）

特別支援教育特論

カリキュラム開発特論Ⅲb

カリキュラム開発セミナーⅢa

カリキュラム開発セミナーⅢb

カリキュラム開発特論Ⅳa

カリキュラム開発特論Ⅳb

知識構成論演習

学習支援論特講

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科学習開発学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－

学習材構造特講

学習開発基礎原論特講

学習開発基礎原論演習

学習開発学研究方法論

学習指導開発論特講

学習方法開発特講

特別支援教育実践研究Ⅰ

生涯キャリア形成支援論特講

生涯キャリア形成支援論演習

学校心理学特講

学校教育史特講

学校教育史演習

学級経営論演習

教師教育論特講

教師教育論演習

心理教育的アセスメント演習

学校発達心理学演習

学校カウンセリング論特講

学校カウンセリング論演習

カリキュラム開発セミナーⅣa
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科学習開発学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 9 6

1・2前 2 ○ 9 6

1・2前後 4 ○ 2 4 2 1

1・2前後 4 ○ 2 4 2 1

－ 0 132 0 16 14 2 1 0 兼3

2前 2 ○ 2 4 2 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

カリキュラム開発セミナーⅩb

カリキュラム開発教育実践研究Ⅰ

カリキュラム開発教育実践研究Ⅱ

選
択
科
目

カリキュラム開発セミナーⅦa

カリキュラム開発セミナーⅦb

カリキュラム開発特論Ⅷa

カリキュラム開発セミナーⅧa

カリキュラム開発特論Ⅸa

カリキュラム開発セミナーⅤa

カリキュラム開発特論Ⅵa

カリキュラム開発特論Ⅵb

カリキュラム開発セミナーⅥa

カリキュラム開発セミナーⅥb

カリキュラム開発特論Ⅶa

カリキュラム開発特論Ⅶb

カリキュラム開発特論Ⅹb

カリキュラム開発セミナーⅩa

カリキュラム開発セミナーⅨb

カリキュラム開発セミナーⅣb

カリキュラム開発特論Ⅴa

小計（64科目）

肢体不自由指導法特論

肢体不自由心理学特論

病弱教育特論

病弱生理・病理特論

カリキュラム開発特論Ⅸb

カリキュラム開発セミナーⅨa

カリキュラム開発特論Ⅹa

－

特別支援教育特別研究

特別支援教育課題研究

特別支援教育実践研究Ⅱ

発達障害指導法特論

コミュニケーション障害指導法特論

重複障害指導法特論

視覚障害指導法特論

視覚障害指導法演習

視覚障害心理学特論

視覚障害心理学演習

聴覚障害指導法特論

聴覚障害指導法演習

知的障害指導法特論

知的障害指導法演習

知的障害心理学特論

知的障害心理学演習

聴覚障害心理学特論

聴覚障害心理学演習
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科学習開発学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2前後 2 ○ 1

1・2集中 2 ○ 2 2

1・2前 2 ○ 2 兼1

1・2前 2 ○ 1 1

－ 0 48 0 6 6 3 2 0 兼2

－ 16 180 0 16 14 4 2 0 兼4

体験型海外教育実地研究

特別支援教育ファシリテーション論

学術文章の書き方とその指導法
―大学教員を目指して―

合計（94科目） －

学位又は称号
修士（教育学），修士（心
理学），修士（学術）

学位又は学科の分野 教育学・保育学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2学期(4ターム)

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

１時限の授業時間 90分

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

修了要件は，当該課程に2年以上在学し，細則に定める授業科目を履修
の上，30単位以上修得し，修士論文を在学中に提出し，審査及び 終試
験に合格すること。
履修方法は，以下のとおり。
学習開発基礎専修：
必修科目８単位，選択必修科目の「学習開発学研究方法論」「学習指導
開発論特講」「学習方法開発特講」「学習材構造特講」「特別支援教育
実践研究Ⅰ」から４単位，他の選択必修科目４単位，選択必修科目及び
選択科目から１４単位以上を修得し，３０単位以上修得すること。
カリキュラム開発基礎専修：
必修科目８単位，選択必修科目の「学習開発学研究方法論」「学習指導
開発論特講」「学習方法開発特講」「学習材構造特講」「特別支援教育
実践研究Ⅰ」から４単位，他の選択必修科目４単位，選択必修科目及び
選択科目から１４単位以上を修得し，３０単位以上修得すること。
特別支援教育学専修：
必修科目４単位，選択必修科目のうち「特別支援教育特別研究」又は
「特別支援教育課題研究」から４単位，選択必修科目の「学習開発学研
究方法論」「学習指導開発論特講」「学習方法開発特講」「学習材構造
特講」「特別支援教育実践研究Ⅰ」から２単位，選択科目から２０単位
以上を修得し，３０単位以上修得すること。

１学期の授業期間 15週

小計（24科目） －

Research Methods in Education
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1前 2 ○ 8 6 1

1前 2 ○ 9 4 1

－ 4 0 0 14 9 2 0 0

1・2通 4 ○ 1 1

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 1 1

1・2通 4 ○ 1 1

1・2通 4 ○ 1 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1・2通 4 ○ 1 1

1・2通 4 ○ 3 1

1前 2 ○ 1

必
修
科
目

自然システム教育学特講（生物）Ⅱ

自然システム教育学特講（地学）Ⅱ

自然システム教育学演習（地学）Ⅱ

自然システム教育学演習（生物）Ⅱ

自然システム教育学演習（地学）Ⅰ

数学教育学特講

数学教育学特別研究

数学内容学特別研究

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科教科教育学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教科教育学研究方法論

教科教育学融合プロジェクト

自然システム教育学特講（物理）Ⅰ

小計（2科目） －

自然システム教育学特講（化学）Ⅱ

自然システム教育学特講（生物）Ⅰ

自然システム教育学特講（物理）Ⅱ

自然システム教育学特講（化学）Ⅰ

自然システム教育学特別研究
（科学教育）

自然システム教育学特別研究
（教育方法）

自然システム教育学特別研究
（物理）

自然システム教育学特別研究
（化学）

自然システム教育学特別研究
（生物）

自然システム教育学特別研究
（地学）

自然システム教育学特講
（実践研究）

自然システム教育学特講
（教育方法）

自然システム教育学特講
（科学教育）

自然システム教育学演習
（科学教育）

自然システム教育学演習
（教育方法）

自然システム教育学演習
（実践研究）

自然システム教育学特講（地学）Ⅰ

自然システム教育学演習（物理）Ⅰ

自然システム教育学演習（物理）Ⅱ

自然システム教育学演習（化学）Ⅰ

自然システム教育学演習（化学）Ⅱ

自然システム教育学演習（生物）Ⅰ
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科教科教育学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

1・2通 4 ○ 3

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 3

1・2通 4 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

技術内容学演習Ⅳ
（メカトロニクス）

数学内容学特講（代数学）

数学教育学演習

数学内容学特講（解析学Ⅱ）

数学内容学特講（確率論・統計学）

数学内容学演習（幾何学）

数学内容学演習（解析学Ⅰ）

数学内容学演習（解析学Ⅱ）

情報教育学演習

数学内容学特講（幾何学）

数学内容学特講（解析学Ⅰ）

数学内容学演習（確率論・統計学）

技術内容学特別研究

技術教育学特別研究

情報内容学特別研究

情報教育学特別研究

技術教育学特講

数学内容学演習（代数学）

技術教育学演習

技術内容学特講Ⅰ（材料と加工I）

技術内容学特講Ⅱ（材料と加工II）

情報教育学特講

情報内容学演習Ⅲ（ネットワーク）

情報内容学特講Ⅲ（ネットワーク）

情報内容学特講Ⅴ（情報と社会）

情報内容学演習Ⅰ（ハードウェア）

情報内容学演習Ⅱ（ソフトウェア）

情報内容学特講Ⅳ
（メディアと情報）

情報内容学特講Ⅰ（ハードウェア）

情報内容学特講Ⅱ（ソフトウェア）

技術内容学演習Ⅰ（材料と加工I）

技術内容学演習Ⅱ（材料と加工II）

技術内容学演習Ⅴ
（技術とコンピュータ）

情報内容学演習Ⅳ
（メディアと情報）

技術内容学特講Ⅲ
（エネルギー活用）

技術内容学特講Ⅳ
（メカトロニクス）

技術内容学特講Ⅴ
（技術とコンピュータ）

技術内容学演習Ⅲ
（エネルギー活用）
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科教科教育学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1後 2 ○ 1

1・2通 4 ○ 兼1

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 1 1

1・2通 4 ○ 1 1

1・通 4 ○ 1

2・通 4 ○ 1

1・通 4 ○ 1

2・通 4 ○ 1

1・通 4 ○ 1

2・通 4 ○ 1

1・通 4 ○ 1

2・通 4 ○ 1

1・通 4 ○ 1

2・通 4 ○ 1

1・通 4 ○ 1

2・通 4 ○ 1

1・通 4 ○ 1

2・通 4 ○ 1

1・通 4 ○ 1

2・通 4 ○ 1

1・通 4 ○ 1

2・通 4 ○ 1

1・通 4 ○ 1

1・通 4 ○ 1

1・通 4 ○ 1

1・通 4 ○ 1

1・通 4 ○ 1

1・2前後 4 ○ 2

1・2前後 4 ○ 3 2

1・2前 2 ○ 1

社会認識教育方法学特講Ⅱ
（社会科・公民科）

社会認識教育方法学特講Ⅲ
（社会科・地理歴史科）

社会認識教育方法学特講Ⅳ
（社会科・地理歴史科）

社会認識教育学特別研究Ⅰ
（社会科・地理歴史科）

情報内容学演習Ⅴ（情報と社会）

社会認識教育学特別研究Ⅱ
（社会科・公民科）

社会認識教育方法学特別研究Ⅰ
（社会科・地理歴史科）

社会認識教育方法学特別研究Ⅱ
（社会科・公民科）

社会認識教育学特講Ⅰ
（社会科・公民科）

社会認識教育学特講Ⅱ
（社会科・公民科）

社会認識教育学特講Ⅲ
（社会科・地理歴史科）

社会認識教育学特講Ⅳ
（社会科・地理歴史科）

市民性・社会科学認識内容学特別研
究

社会認識教育方法学特講Ⅰ
（社会科・公民科）

地理認識内容学特別研究

市民性・社会科学認識内容学演習Ⅲ

市民性・社会科学認識内容学特講Ⅵ

地理認識内容学演習Ⅰ

地理認識内容学演習Ⅱ

市民性・社会科学認識内容学演習Ⅰ

市民性・社会科学認識内容学演習Ⅱ

地理認識内容学特講Ⅰ

地理認識内容学特講Ⅱ

地理認識内容学特講Ⅲ

地理認識内容学特講Ⅳ

市民性・社会科学認識内容学特講Ⅰ

市民性・社会科学認識内容学特講Ⅱ

市民性・社会科学認識内容学特講Ⅲ

市民性・社会科学認識内容学特講Ⅳ

市民性・社会科学認識内容学特講Ⅴ

国語教育学特別研究

国語文化学特別研究

国語教育学特講Ⅰ
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科教科教育学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 兼1

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 兼1

1・2通 4 ○ 1

1前 2 ○ 1 兼1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 1

1後 4 ○ 1

選
択
必
修
科
目

（国語教育学・国語教育史領域）

国語教育学特講Ⅱ
（国語教育方法論領域）

国語文化学特講Ⅰ
（国語学：国語史領域）

国語文化学特講Ⅱ
（国語学：現代語領域）

国語文化学特講Ⅲ
（国文学：古典文学領域）

国語文化学特講Ⅳ
（国文学：近現代文学領域）

英語教育学特別研究Ⅳ（評価領域）

国語文化学特講Ⅴ（漢文学領域）

英語教育学特講Ⅲ
（英語教授過程領域）

英語内容学特講Ⅱ
（言語使用論領域）

英語内容学特講Ⅲ
（言語表現論領域）

英語教育学特講Ⅳ（評価領域）

英語内容学特講Ⅰ（構文論領域）

健康スポーツ教育学特別研究Ⅱ
（スポーツ学）

健康スポーツ教育学特別研究Ⅲ
（スポーツ学）

健康スポーツ教育学特別研究Ⅰ
（スポーツ方法学）

健康スポーツ教育学特別研究Ⅱ

英語教育学特別研究Ⅰ
（英語指導法領域）

英語教育学特別研究Ⅱ
 （第二言語習得領域）

英語教育学特別研究Ⅲ
（英語教授過程領域）

英語内容学特別研究Ⅰ
（構文論領域）

英語内容学特別研究Ⅱ
（言語使用論領域）

英語内容学特別研究Ⅲ
（言語表現論領域）

英語教育学特講Ⅰ
（英語指導法領域）

英語教育学特講Ⅱ
（第二言語習得領域）

健康スポーツ教育学特別研究Ⅰ
（スポーツ学）
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科教科教育学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 2 3 兼1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1 兼1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1 兼1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1 3

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 1

1・2通 4 ○ 1音楽文化教育学特別研究（声楽）

音楽文化教育学特別研究
（音楽教育学）Ⅱ

人間生活内容学特講Ⅶ

人間生活内容学特講Ⅷ

人間生活内容学特講Ⅲ

人間生活内容学特講Ⅵ

音楽文化教育学特別研究（作曲）

音楽文化教育学特別研究
（音楽教育学）Ⅰ

音楽文化教育学特別研究（器楽）Ⅰ

音楽文化教育学特別研究（器楽）Ⅱ

人間生活教育学特別研究

人間生活内容学特別研究

人間生活教育学特講Ⅰ

人間生活教育学特講Ⅱ

人間生活内容学特講Ⅰ

人間生活内容学特講Ⅳ

人間生活内容学特講Ⅴ

（スポーツ方法学）

健康スポーツ教育学特別研究Ⅲ
（スポーツ方法学）

健康スポーツ教育学特別研究Ⅰ
（スポーツ教育学）

健康スポーツ教育学特別研究Ⅱ
（スポーツ教育学）

健康スポーツ教育学特講Ⅰ
（スポーツ学）

健康スポーツ教育学特講Ⅱ
（スポーツ学）

健康スポーツ教育学特講Ⅲ
（スポーツ学）

健康スポーツ教育学特講Ⅰ
（スポーツ方法学）

健康スポーツ教育学特講Ⅱ
（スポーツ方法学）

健康スポーツ教育学特講Ⅲ
（スポーツ方法学）

健康スポーツ教育学特講Ⅰ
（スポーツ教育学）

健康スポーツ教育学特講Ⅱ
（スポーツ教育学）

人間生活内容学演習Ⅰ

人間生活内容学演習Ⅱ

人間生活教育学演習

人間生活内容学特講Ⅱ
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科教科教育学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1・2前後 4 ○ 1

1・2前後 4 ○ 1

1・2前後 4 ○ 1

1・2前後 4 ○ 1

1・2前後 4 ○ 1

1・2前後 4 ○ 1

1・2前後 4 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

造形芸術教育内容学特講Ⅳ（工芸）

造形芸術教育学演習Ⅰ（美術科）

造形芸術教育学演習Ⅱ（美術科）

造形芸術教育内容学演習Ⅰ（絵画）

造形芸術教育内容学演習Ⅱ（彫刻）

造形芸術教育内容学演習Ⅳ（工芸）

造形芸術教育内容学特講Ⅴ
（造形芸術学）

造形芸術教育内容学演習Ⅲ
（デザイン）

造形芸術教育学特講Ⅱ（美術科）

造形芸術教育内容学特講Ⅰ（絵画）

造形芸術教育内容学特講Ⅱ（彫刻）

造形芸術教育内容学特別研究Ⅰ
（絵画）

造形芸術教育内容学特別研究Ⅱ
（彫刻）

造形芸術教育内容学特別研究Ⅲ
（デザイン）

造形芸術教育内容学特別研究Ⅳ
（工芸）

造形芸術教育内容学特別研究Ⅴ
（造形芸術学）

造形芸術教育内容学特講Ⅲ
（デザイン）

音楽文化教育学特講（声楽）

音楽文化教育学演習（作曲）

音楽文化教育学演習（器楽）Ⅰ

音楽文化教育学演習（器楽）Ⅱ

音楽文化教育学特講（作曲）

音楽文化教育学特講（器楽）Ⅰ

音楽文化教育学特講
（音楽教育学）Ⅰ

音楽文化教育学特講
（音楽教育学）Ⅱ

造形芸術教育学特別研究Ⅰ
（美術科）

造形芸術教育学特別研究Ⅱ
（美術科）

音楽文化教育学演習（声楽）

音楽文化教育学演習
（音楽教育学）Ⅰ

音楽文化教育学演習
（音楽教育学）Ⅱ

造形芸術教育学特講Ⅰ（美術科）

音楽文化教育学特講（器楽）Ⅱ
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科教科教育学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1後 2 ○ 1

－ 0 530 0 40 28 3 1 0 兼12

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1 1

2前 2 ○ 1 1

2前 2 ○ 1 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

造形芸術教育内容学演習Ⅴ
（造形芸術学）

理科教育学習指導法開発セミナー

理科教育評価開発セミナー

理科教育フィールドラーニング特論
Ⅰ

理科教育フィールドラーニング特論
Ⅱ

国語教育学特論Ⅱ
（国語教育方法論領域）

国語文化学特論Ⅰ
（国語学：国語史領域）

国語文化学特論Ⅱ
（国語学：現代語領域）

選
択
科
目

国語文化学特論Ⅵ
（書写・書道領域）

国語文化学演習Ⅴ（漢文学領域）

英語教育学演習Ⅱ（学習材開発）

国語文化学特論Ⅴ（漢文学領域）

国語教育学演習Ⅱ
（国語教育方法論領域）

国語文化学演習Ⅰ
（国語学：国語史領域）

国語文化学演習Ⅱ
（国語学：現代語領域）

国語文化学演習Ⅲ
（国文学：古典文学領域）

国語文化学演習Ⅳ
（国文学：近現代文学領域）

国語教育学特論Ⅰ
（国語教育学・国語教育史領域）

－小計（192科目）

国語教育学演習Ⅰ
（国語教育学・国語教育史領域）

理科教育ラボラトリーラーニング特
論Ⅰ

理科教育ラボラトリーラーニング特
論Ⅱ

英語教育学演習Ⅲ（教育課程論）

英語教育学演習Ⅳ（評価開発）

英語教育学演習Ⅰ
（学習指導法開発）

国語文化学特論Ⅲ
（国文学：古典文学領域）

国語文化学特論Ⅳ
（国文学：近現代文学領域）
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科教科教育学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○

2通 2 ○ 1

2通 2 ○ 1

2通 2 ○ 1

2通 2 ○ 1

2通 2 ○ 1

2通 2 ○ 1

2通 2 ○ 1

2通 2 ○ 1

2前 2 ○ 1 兼1

1・2前後 2 ○ 5 9

1・2前後 2 ○ 5 9

1・2前 2 ○ 2

1・2前 2 ○ 1 1

－ 0 86 0 25 20 1 1 0 兼4

－ 4 616 0 42 29 4 1 0 兼12

－

造形芸術教育特論

学術文章の書き方とその指導法
―大学教員を目指して―

健康スポーツ教育学演習Ⅱ
（スポーツ教育学）

健康スポーツ教育学演習Ⅱ
（スポーツ学）

健康スポーツ教育学演習Ⅲ
（スポーツ学）

健康スポーツ教育学演習Ⅰ
（スポーツ方法学）

健康スポーツ教育学演習Ⅱ
（スポーツ方法学）

小計（44科目）

健康スポーツ教育学演習Ⅲ
（スポーツ方法学）

健康スポーツ教育学演習Ⅰ
（スポーツ教育学）

教育学・保育学関係

Research Methods in Education

教科教育学の実践的検証

教科教育学の実践的展開

学位又は称号
修士（教育学），修士（心
理学），修士（学術）

学位又は学科の分野

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

合計（238科目） －

健康スポーツ教育学演習Ⅰ
（スポーツ学）

英語内容学演習Ⅰ（構文論領域）

英語内容学演習Ⅱ

（言語表現論領域）

英語教育実践事例研究

英語教育学特論

英語教育学演習Ⅴ
（マイクロティーチング）
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科教科教育学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

１時限の授業時間 90分

修了要件は，当該課程に2年以上在学し，細則に定める授業科目を履修
の上，30単位以上修得し，修士論文を在学中に提出し，審査及び 終試
験に合格すること。
履修方法は，以下のとおり。
自然システム教育学専修：
必修科目４単位，選択必修科目のうち，「特別研究」を付した科目から
４単位，「特講」を付した科目から２単位，「演習」を付した科目から
２単位，「特別研究」を付した科目を除いた選択必修科目及び選択科目
から１８単位以上を修得し，３０単位以上修得すること。
数学教育学専修：
 必修科目４単位，選択必修科目のうち，「特別研究」を付した科目か
ら４単位，「特講」を付した科目から２単位，「演習」を付した科目か
ら２単位，「特別研究」を付した科目を除いた選択必修科目及び選択科
目から１８単位以上を修得し，３０単位以上修得すること。
技術・情報教育学専修：
必修科目４単位，選択必修科目のうち，特別研究４単位，特講２単位，
演習２単位，特別研究を除いた選択必修科目及び選択科目から１８単位
以上を修得し，３０単位以上修得すること。
社会認識教育学専修：
必修科目４単位，選択必修科目のうち，主として専攻する領域の特別研
究４単位，特別研究を除いた選択必修科目から主として専攻する領域の
８単位，特別研究を除いた選択必修科目および選択科目から１４単位以
上を修得し，３０単位以上修得すること。
国語文化教育学専修：
必修科目４単位，選択必修科目から「国語教育学特別研究」「国語文化
学特別研究」のいずれか４単位，「国語教育学特講Ⅰ・Ⅱ」「国語文化
学特講Ⅰ～Ⅴ」からそれぞれ２単位，上記以外の特別研究を除く選択必
修科目及び選択科目から１８単位以上を修得し，３０単位以上修得する
こと。
英語教育学専修：
必修科目４単位，選択必修科目のうち，特別研究４単位，特講４単位，
特別研究を除いた選択必修科目及び選択科目から１８単位以上を修得
し，３０単位以上修得すること。
健康スポーツ教育学専修：
必修科目4単位，選択必修科目から主任指導教員が指定する特別研究4単
位及び特講4単位，また，特別研究を除いた選択必修科目及び選択科目
から18単位以上を修得し，30単位以上を履修すること。
人間生活教育学専修：
必修科目４単位，選択必修科目のうち，特別研究４単位，特講２単位，
演習２単位，特別研究を除いた選択必修科目及び選択科目から１８単位
以上を修得し，３０単位以上修得すること。
音楽文化教育学専修：
必修科目４単位，選択必修科目のうち，主として専攻する領域の特別研
究４単位，特講２単位，演習２単位，特別研究を除いた選択必修科目及
び選択科目から１８単位以上を修得し，３０単位以上修得すること。
造形芸術教育学専修：
必修科目４単位，選択必修科目のうち，主として専攻する領域の特別研
究４単位，特講２単位，演習２単位，特別研究を除いた選択必修科目及
び選択科目１８単位以上を修得し，３０単位以上修得すること。なお，
造形芸術教育学の領域においては，特別研究Ⅰを履修する者は，特講
Ⅰ・演習Ⅰを履修し，特別研究Ⅱを履修する者は，特講Ⅱ・演習Ⅱを履
修すること。

１学期の授業期間 15週

１学年の学期区分 2学期(4ターム)
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科教科教育学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。
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1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 2

－ 4 0 0 1 2 0 0 0

1前 2 ○ 2 兼1

1前 2 ○ 1 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1 1

1後 2 ○ 3 兼1

1・2前後 4 ○ 3 3

1・2前後 4 ○ 4 2

1・2前後 4 ○ 3 兼1

－ 0 22 0 6 4 0 0 0 兼2

1前 2 ○ 1 2

1前 2 ○ 1 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1 1

1後 2 ○ 3 兼1

2前 2 ○ 1 2

2前後 2 ○ 3 2

2後 2 ○ 3 兼1

1前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 2 兼1

1・2前 2 ○ 1 1

－ 0 24 0 8 4 1 1 0 兼2

－ 4 46 0 8 4 1 1 0 兼2

－

日本語教育学特講Ⅴ

日本語教育学特別研究Ⅰ

日本語教育学特別研究Ⅱ

日本語教育学特別研究Ⅲ

Research Methods in Education

－

選
択
科
目

日本語教育学演習Ⅰ

日本語教育学演習Ⅱ

日本語教育学演習Ⅲ

日本語教育学演習Ⅳ

小計（12科目）

日本語教育学特論Ⅲ

日本語教育実践研究Ａ

日本語教育実践研究Ｂ

日本語教育学演習Ⅴ

日本語教育学特論Ⅰ

日本語教育学特論Ⅱ

学術文章の書き方とその指導法
―大学教員を目指して―

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

１時限の授業時間 90分

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

修了要件は，当該課程に2年以上在学し，細則に定める授業科目を履修
の上，30単位以上修得し，修士論文を在学中に提出し，審査及び 終試
験に合格すること。
履修方法は，以下のとおり。
必修科目４単位，選択必修科目のうち，日本語教育学特講２単位，日本
語教育学特別研究４単位，選択必修科目及び選択科目から２０単位以上
を履修し，３０単位以上修得すること。

１学期の授業期間 15週

－

学位又は称号
修士（教育学），修士（心
理学），修士（学術）

学位又は学科の分野 教育学・保育学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2学期(4ターム)

－

選
択
必
修
科
目

日本語教育学特講Ⅰ

日本語教育学特講Ⅱ

日本語教育学特講Ⅲ

日本語教育学特講Ⅳ

小計（8科目）

必
修
科

目

日本語教育研究方法論

日本語教育学研究プロジェクト

小計（2科目）

合計（22科目）

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科日本語教育学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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1・2集中 2 ○ 1

－ 2 0 0 1 0 0 0 0

1・2集中 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2集中 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1 兼1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1 1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2集中 2 ○ 1 兼1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1・2後 4 ○ 1 1 兼1

1・2前 4 ○ 1 1

1・2前 4 ○ 1

1・2前 4 ○ 1

1・2前 4 ○ 1 1

1・2前 4 ○ 1

1・2前 4 ○ 1 1

1・2前 4 ○ 1 兼1

1・2前 4 ○ 1

1・2前 4 ○ 1 1

1・2前 4 ○ 1

－ 0 92 0 8 5 0 1 0 兼2

1・2前 2 ○ 2 兼1

1・2前 2 ○ 1 1

－ 0 4 0 2 0 1 1 0 兼1

－ 2 96 0 8 5 1 1 0 兼3合計（38科目） －

学位又は称号
修士（教育学），修士（心
理学），修士（学術）

学位又は学科の分野 教育学・保育学関係

教育経営学特講

－

教育哲学特別研究

日本東洋教育史特別研究

西洋教育史特別研究

教育社会学特別研究

教育方法学特別研究

社会教育学特別研究

教育行財政学特別研究

比較教育学特別研究

教育経営学特別研究

教育社会学演習

教育方法学演習

社会教育学演習

教育行財政学演習

教育調査統計学演習

－

教育方法学特講

社会教育学特講

教育行政学特講

比較教育学特講

日本東洋教育史特講

西洋教育史特講

教育社会学特講

必
修

科
目

教育学研究法特講

教育哲学特講

小計（1科目）

選
択
必
修
科
目

幼児教育学特講

異文化間理解の社会理論と実践特講

質的な教育研究演習

教育における多変量解析演習

教育経営学演習

幼児教育学演習

教育哲学演習

日本東洋教育史演習

西洋教育史演習

比較教育学演習

幼児教育学特別研究

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科教育学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

教育実践課題研究

選
択
科
目

学術文章の書き方とその指導法
―大学教員を目指して―

－

Research Methods in Education

小計（2科目）

小計（35科目）
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科教育学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

１時限の授業時間 90分

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

修了要件は，当該課程に2年以上在学し，細則に定める授業科目を履修
の上，30単位以上修得し，修士論文を在学中に提出し，審査及び 終試
験に合格すること。
履修方法は，以下のとおり。
必修は，必修科目の教育学研究法特講２単位及び選択必修科目の中から
主として専攻する領域の特講２単位，演習２単位，特別研究２単位の１
４単位を含めて１６単位とする。

１学期の授業期間 15週

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2学期(4ターム)
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 兼3

1・2前 1 ○ 1

1・2後 1 ○ 1

1・2集中 1 ○ 1 1

1・2集中 1 ○ 1

1・2前 4 ○ 1 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 1 ○ 1

1・2後 1 ○ 1

1・2集中 1 ○ 1

1・2集中 1 ○ 1

1・2後 4 ○ 1 1

1・2後 2 ○ 1 1

1・2前 1 ○ 1

1・2後 1 ○ 1

1・2集中 1 ○ 1

1・2集中 1 ○ 1 1

1・2前 4 ○ 1 1 1

1・2後 2 ○ 2

1・2前 1 ○ 1

1・2後 1 ○ 1

1・2集中 1 ○ 1

1・2集中 1 ○ 2

1・2後 4 ○ 2

1・2前 2 ○ 1 1

1・2前 1 ○ 1 1

1・2後 1 ○ 1

1・2集中 1 ○ 1 1

1・2集中 1 ○ 1 1

1・2前 4 ○ 1 1

1・2前 2 ○ 1 2 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 兼4

1・2後 4 ○ 3 2

1・2後 2 ○ 1 1

1・2前 1 ○ 1

1・2後 1 ○ 1

1・2集中 1 ○ 1

1・2集中 1 ○ 1 1

1・2前 4 ○ 1 1

1・2前 1 ○ 1 1

－ 0 75 0 10 6 1 2 0 兼8

選
択
必
修
科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科心理学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－小計（43科目）

心理学研究法特講Ⅱ

認知心理学特講

認知心理学演習Ⅰ

認知心理学演習Ⅱ

認知心理学演習Ⅲ

認知心理学演習Ⅳ

認知心理学特別研究

学習心理学特講

学習心理学演習Ⅰ

学習心理学演習Ⅱ

学習心理学演習Ⅲ

学習心理学演習Ⅳ

学習心理学特別研究

社会心理学特講

社会心理学演習Ⅰ

幼児心理学特講

幼児心理学演習Ⅰ

幼児心理学演習Ⅱ

幼児心理学演習Ⅲ

幼児心理学演習Ⅳ

幼児心理学特別研究

幼児心理学観察演習

臨床心理学特別研究

保健医療分野に関する理論と支援の
展開Ⅰ

発達心理学特別研究

臨床心理学特講Ⅰ

臨床心理学特講Ⅱ

社会心理学演習Ⅱ

社会心理学演習Ⅲ

社会心理学演習Ⅳ

社会心理学特別研究

教育心理学特講

発達心理学演習Ⅲ

発達心理学演習Ⅳ

心理学研究法特講Ⅰ

教育心理学演習Ⅰ

教育心理学演習Ⅱ

教育心理学演習Ⅲ

教育心理学演習Ⅳ

教育心理学特別研究

発達心理学特講

発達心理学演習Ⅰ

発達心理学演習Ⅱ
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手

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科心理学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2集中 2 ○ 1

2後 2 ○ 2

1・2前 2 ○ 1

1 1

1・2後 2 ○ 1 1

1・2前 1 ○ 1 1

1・2集中 1 ○ 1 1

2前 1 ○ 3 2 1

2後 1 ○ 2 1

1・2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

1・2集中 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 1 1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 3 2 1

1・2通 1 ○ 1 1 1

1・2前 1 ○ 3 2 1

2後 1 ○ 3 2 1

2前 1 ○ 3 2 1

1・2通 1 ○ 3 2 1 兼1

1・2通 1 ○ 3 2 1

2前 1 ○ 2

2通 1 ○ 3 2 1

1・2前 1 ○ 1 1 兼1

1・2前 1 ○ 1 1

1・2前 2 ○ 2 兼1

1・2前 2 ○ 1 1

－ 0 40 0 3 3 1 3 0 兼6

－ 0 115 0 12 6 1 3 0

修了要件は，当該課程に2年以上在学し，細則に定める授業科目を履修
の上，30単位以上修得し，修士論文を在学中に提出し，審査及び 終試
験に合格すること。
履修方法は，以下のとおり。
必修は，主として専攻する領域の科目及び「心理学研究法特講Ⅰ・Ⅱ」
のうちから１２単位とする。ただし，４単位を上限として，主として専
攻する領域以外の心理学専攻開設科目の単位を含めることができる。 １時限の授業時間 90分

（注）

１学期の授業期間 15週

合計（70科目） －

学位又は称号
修士（教育学），修士（心
理学），修士（学術）

学位又は学科の分野 教育学・保育学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2学期(4ターム)

Research Methods in Education

小計（27科目） －

福祉分野に関する理論と支援の展開

Academic writing in psychology II

臨床心理実習Ⅱ

心理療法特講

臨床心理基礎実習Ⅰ

臨床心理基礎実習Ⅱ

心理実践実習Ⅳ（臨床心理実習Ⅰ）

心理実践実習C

心理実践実習D

家族関係・集団・地域社会における
心理支援に関する理論と実践

臨床心理面接特講Ⅱ

臨床心理査定演習Ⅱ

心理支援に関する理論と実践（臨床
心理面接特講Ⅰ）

心理的アセスメントに関する理論と
実践（臨床心理査定演習Ⅰ）

心の健康教育に関する理論と実践

心理実践実習Ⅰ

心理実践実習Ⅱ

心理実践実習Ⅲ

心理実践実習Ⅴ

心理実践実習A

心理実践実習B

司法・犯罪分野に関する理論と支援
の展開

産業・労働分野に関する理論と支援
の展開

学術文章の書き方とその指導法
―大学教員を目指して―

Academic writing in psychology I

教育分野に関する理論と支援の展開

選
択
科
目
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科心理学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。
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准
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授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2通年 2 ○ 2

1・2通年 2 ○ 1 1

－ 4 0 0 1 3 0 0 0

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前後 2 ○ 1

1・2集中 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 5 3 1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1 1 1

1・2前後 4 ○ 5 3 1

1・2前後 4 ○ 5 3 1

－ 0 38 0 6 3 1 0 0 兼1

1・2前 2 ○ 2 兼1

1・2前 2 ○ 1 1

－ 0 4 0 2 0 1 1 0 兼1

－ 4 42 0 8 3 1 1 0 兼2

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

１時限の授業時間 90分

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

修了要件は，当該課程に2年以上在学し，細則に定める授業科目を履修の
上，30単位以上修得し，修士論文を在学中に提出し，審査及び 終試験
に合格すること。
履修方法は，以下のとおり。
必修科目４単位，選択必修科目のうち「高等教育開発論特別研究」又は
「高等教育開発論課題研究」４単位，「高等教育開発論特別研究」及び
「高等教育開発論課題研究」を除く選択必修科目１６単位，その他の選
択必修科目及び選択科目から６単位以上を修得し，３０単位以上修得す
ること。

１学期の授業期間 15週

合計（21科目） －

学位又は称号
修士（教育学），修士（心
理学），修士（学術）

学位又は学科の分野 教育学・保育学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2学期(4ターム)

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科高等教育学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－

必
修
科

目

高等教育基礎論I（理論・手法）

高等教育基礎論Ⅱ（制度・政策）

小計（2科目）

Comparative Studies in Higher
Education

選
択
必
修
科
目

高等教育評価論特講

高等教育アドミッション論特講

高等教育開発論特別研究

高等教育開発論課題研究

小計（17科目）

選
択
科
目

学術文章の書き方とその指導法
―大学教員を目指して―

Research Methods in Education

小計（2科目）

学生論特講

Advanced Statistics

Higher Education in Japan

－

大学教育論特講

大学カリキュラム開発論特講

高等教育目標論特講

大学財政・経営論

高等教育経済論特講

高等教育組織論・職員論特講

高等教育基礎演習Ⅰ（実践研究）

Practice of Higher Education
Foundation II (Research and
Readings)

－

学術政策論特講
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1・2前後 2 ○

－ 2 0 0 －

1前 2 ○ 17 9

1後 2 ○ 17 9

2前 2 ○ 17 9

2後 2 ○ 17 9

1・2① 2 ○ 1

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1

1・2① 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1

1・2① 2 ○ 1

1・2① 2 ○ 1 隔年

1・2① 2 ○ 1

1・2② 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2①③④ 2 ○ 1 1

1・2④ 2 ○ 1

1・2④ 2 ○ 1 隔年

1・2③ 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1

1・2④ 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2② 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2③ 2 ○ 1

1・2① 2 ○ 1

1・2① 2 ○ 1

1・2② 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1

1・2④ 2 ○ 1

1・2③ 2 ○ 1

1・2③ 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2① 2 ○ 1 隔年

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（社会科学研究科法政システム専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

憲法理論

行政過程論

刑事システム論

現代憲法論

社会変動分析論

社会構造分析論

備考

基礎科目
大学院共通授業科目（基礎）

小計（1科目） －

専
門
科
目

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

特別研究Ⅲ

特別研究Ⅳ

公共法政特講

憲法理論演習

行政過程論演習

刑事システム論演習

現代憲法論演習

社会変動分析論演習

家族支援社会論

政治倫理論

政策過程論

比較自治体論

租税法

国際租税法

不動産法

物件管理法

契約法

家族法

経営法

企業法

社会構造分析論演習

家族支援社会論演習

政治倫理論演習

比較自治体論演習

租税法演習

国際租税法演習

家族法演習

経営法演習

企業法演習

民事訴訟の理論と実務演習

裁判外紛争処理論演習

雇用関係法演習

民事訴訟の理論と実務

裁判外紛争処理論

雇用関係法

不動産法演習

物件管理法演習

契約法演習
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（社会科学研究科法政システム専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1

1・2④ 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2① 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1

1・2④ 2 ○ 1 集中

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2④ 2 ○ 1

1・2② 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2④ 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2④ 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1 隔年

1・2④ 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2前 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1・2後 2 ○ 1 隔年

1前 2 ○ 4 2

1後 2 ○ 4 2

2前 2 ○ 4 2

2後 2 ○ 4 2

－ 8 148 0 17 9 1 2 0

－ 10 148 0 17 9 1 2 0

国際秩序構築論

比較政治思想論

国際関係私法

グローバル法政特講

国際法演習

国際機構法演習

国際法

国際機構法

国際政治経済論

国際刑事政策

安全保障論

外交論

国際関係私法演習

医療と人権

医事法制度論

医事刑法論

医療刑事手続論

医療労務管理と法

国際政治経済論演習

国際刑事政策演習

安全保障論演習

外交論演習

国際秩序構築論演習

比較政治思想論演習

特殊研究Ⅲ

特殊研究Ⅳ

小計（74科目） －

合計（75科目） －

社会調査論

医療社会学特論

精神科医療法制論

医療アナリスト特講

特殊研究Ⅰ

特殊研究Ⅱ

必修科目10単位（大学院共通授業科目2単位，特別研究8単位），専門科
目から指導教員が指定する選択必修科目10単位，選択科目10単位の計30
単位以上を習得し，かつ修士論文を提出し審査及び最終試験に合格する
こと。

１学年の学期区分 2学期(4ターム)

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

学位又は称号
修士（法学），修士（学
術）

学位又は学科の分野 法学関係，社会学・社会福祉学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与
す　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関
す　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成するこ
と２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場
合　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする
場
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教
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准
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授
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師

助
　
教

助
　
手

1・2前 2 ○ 1

1・2② 2 ○ 1

－ 0 4 0 2 0 0 0 0

1前 2 ○ 13 8

1後 2 ○ 13 8

2前 2 ○ 13 8

2後 2 ○ 13 8

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○

1・2前 2 ○

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 兼１

1・2② 2 ○ 1

1・2③ 2 ○ 1

1・2④ 2 ○ 1

1・2② 2 ○ 1

1・2① 2 ○ 兼１

1・2③ 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2② 2 ○ 兼１

1・2前 2 ○ 1

1・2① 2 ○ 1

1・2④ 2 ○

1・2① 2 ○ 1

1・2通 2 ○ 1 兼２
オムニバス・

隔年

1・2通 2 ○ 1 兼２
オムニバス・

隔年

1・2通 2 ○ 1 兼２
オムニバス・

隔年

1・2通 2 ○ 1 兼２
オムニバス・

隔年

1・2後 2 ○ 兼１ 隔年

1・2後 2 ○ 兼１ 隔年

1・2③ 2 ○ 1

1・2③ 2 ○ 1

1・2② 2 ○ 兼１

1・2④ 2 ○ 1

1・2③ 2 ○ 1

1・2後 2 ○

1・2③ 2 ○ 1

1・2① 2 ○ 1

1・2① 2 ○ 1

1・2① 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2② 2 ○ 1

1・2② 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 兼１ 隔年

1・2② 2 ○ 兼１ 隔年

1・2④ 2 ○ 1 隔年

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（社会科学研究科社会経済システム専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
礎
科
目

統計学序説

数量経済分析

小計（２科目） －

経済統計分析

専
門
科
目

特別研究Ⅰ

特別研究Ⅱ

特別研究Ⅲ

特別研究Ⅳ

応用ファイナンス

理論ファイナンス

財務戦略論

金融資本市場分析

経済数学

マクロ経済学

ミクロ経済学

マクロ金融分析

計量経済学１

計量経済学２

日本政策投資銀行連携講義２

経済時系列分析

財政政策

労働市場分析

財政学

経済発展分析

経済戦略論

日本銀行連携講義１

日本銀行連携講義２

金融庁連携講義１

金融庁連携講義２

日本政策投資銀行連携講義１

社会変動分析論

地方財政論

経済情報分析

経済学特講

公共システム論

医療経済学

地域発展論

公共政策論

国際公共政策１

国際公共政策２

国際金融システム論

国際政治経済論

政策過程論

比較経済システム論1

比較経済システム論2

欧米経済史１
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（社会科学研究科社会経済システム専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2③ 2 ○ 1 隔年

1・2③ 2 ○ 隔年

1・2③ 2 ○ 隔年

1・2② 2 ○ 兼１ 隔年

1・2① 2 ○ 兼１ 隔年

1・2④ 2 ○ 1 隔年

1・2④ 2 ○ 1 隔年

1・2② 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2通 2 ○ 兼１

－ 8 98 0 16 10 0 1 0 兼12

－ 8 102 0 16 10 0 1 0 兼12

外交論

欧米経済史２

日本経済史１

日本経済史２

政治経済学１

政治経済学２

経済学史１

経済学史２

国際秩序構築論

エネルギー政策論

小計（53科目） －

合計（55科目） －

学位又は称号
修士（経済学），修士（学
術）

学位又は学科の分野 経済学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

基礎科目から２単位，専門科目の必修科目８単位，専門科目の選択科目２０単 １学年の学期区分 2学期(4ターム)

位以上の，合計３０単位以上修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，修士 １学期の授業期間 15週

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

論文を在学期間中に提出してその審査及び最終試験に合格すること。 １時限の授業時間 90分

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。
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1前 2 ○ 7 7 1 兼1 オムニバス

1～2通 8 ○ 7 7 1 1

イノベーション・マネジメント論 1・2後 2 ○ 1

経営戦略論 1・2前 2 ○ 1

市場戦略論 1・2前 2 ○ 1

サービス経営論 1・2後 2 ○ 1

経営組織論 1・2前 2 ○ 1

組織行動論 1・2後 2 ○ 1

人的資源管理論 1・2前 2 ○ 1

マーケティング論 1・2前 2 ○ 1

国際マーケティング戦略論 1・2後 2 ○ 1

アントレプレナーシップ 1・2前 2 ○ 1

経営管理論 1・2後 2 ○ 1

ＣＳＲ論 1・2後 2 ○ 1

財務会計論 1・2前 2 ○ 1

会計政策論 1・2後 2 ○ 1

管理会計論 1・2前 2 ○ 1

コスト・マネジメント 1・2後 2 ○ 1

所得・法人税法 1・2前 2 ○ 1

税法ケーススタディ 1・2後 2 ○ 1

社会行動データ解析 1・2前 2 ○ 1

情報システム管理学 1・2前 2 ○ 1

経営情報システム論 1・2前 2 ○ 1

企業とコミュニケーション 1・2後 2 ○ 1

社会心理学特論 1・2後 2 ○ 1

地域分析 1・2前 2 ○ 兼1

公共経営論 1・2前 2 ○ 1

地域経営論 1・2後 2 ○ 1

国際関係論 1・2前 2 ○ 1

地域協力論 1・2後 2 ○ 1

比較文化論 1・2前 2 ○ 1

コミュニケーション原論 1・2後 2 ○ 1

異文化コミュニケーション論 1・2前 2 ○ 1

異文化ビジネスコミュニケーション 1・2後 2 ○ 1

アジア企業論 1・2後 2 ○ 兼1

アジアビジネス事情 1・2後 2 ○ 兼4 オムニバス

ビジネス日本語 1・2前 2 ○ 兼1

アジアベンチャービジネス論 1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 兼8 オムニバス

1・2前 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 兼1

マネジメント特講（社会調査）

マネジメント特講（経済人類学）

マネジメント特講（経営学総論）

マネジメント特講（交通経営論）

マネジメント特講（デジタルマーケティング）

マネジメント特講（サステイナビリティ・マネジメント論）

マネジメント特講（日本の組織と経営）

マネジメント特講（コミュニティ心理学）

リサーチ・リテラシー

特別研究

専
門
科
目

備考

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（社会科学研究科マネジメント専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（社会科学研究科マネジメント専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼6 オムニバス

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 兼1

情報ネットワーク論 1・2後 2 ○ 1

－ 10 100 0 7 7 1 1 0 兼 31

－ 10 100 0 7 7 1 1 0 兼 31

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

１時限の授業時間 90分

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

マネジメント特講（タックス・マネジメント）

マネジメント特講（多変量解析特論）

マネジメント特講（インターンシップ）

必修科目10単位，選択科目20単位以上修得し，30単位以上修得すること。 １学年の学期区分 2学期(セメスター制)

１学期の授業期間 15週

合計（５２科目） －

学位又は称号 修士（マネジメント） 学位又は学科の分野 経済学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

－小計（52科目）

マネジメント特講（地域活性化）

マネジメント特講（地域創成論）

142



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2①・③ 2 〇 4 3 1 オムニバス

1・2② 2 〇 3 5 オムニバス

1・2①・③ 2 〇 1 1

1・2①・③ 2 〇 2 4 オムニバス

1・2②・④ 2 〇 2 1 オムニバス

－ 0 10 0 12 12 1 2 0

1・2前 2 〇 1 1 オムニバス

1・2前・後 2 〇 1

1・2前・後 2 〇 1

1・2前・後 2 〇 兼1
1・2前・後 2 〇 兼1

－ 0 10 0 2 1 0 0 0 兼2

1・2前 2 〇 兼1

1・2前 2 〇 兼1 集中

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2

1・2前 2 〇 兼1 集中、隔年

1・2前 2 〇 1 集中

1・2後 2 〇 兼1 集中

1・2前 2 〇 兼1 集中

1・2前 2 〇 1 隔年

1・2① 2 〇 1

1・2前 2 〇 兼1 集中、隔年

1・2前 2 〇 1

1・2前 2 〇 兼1 集中

1・2② 2 〇 1

1・2③ 2 〇 1

開発マクロ経済学II 1・2④ 2 〇 1

1・2② 2 〇 1

1・2前 2 〇 兼1 集中

1・2② 2 〇 1

1・2③ 2 〇 1

1・2後 2 〇 兼1

1・2後 2 〇 兼1 集中

1・2③ 2 〇 1

1・2後 2 〇 兼1

1・2① 2 〇 1

計量経済学II 1・2② 2 〇 1

1・2②・③ 2 〇 1

1・2③ 2 〇 1

開発ミクロ経済学II 1・2④ 2 〇 1

1・2前 2 〇 兼1

1・2前 2 〇 1 隔年

1・2① 2 〇 1

1・2前 2 〇 1

1・2前 2 〇 1 隔年

1・2前 2 〇 兼3 オムニバス

1・2前 2 〇 兼1 集中、隔年

研
究
科
共
通
科
目

Ⅰ

研
究
科
共
通
科
目

Ⅱ

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（国際協力研究科開発科学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

平和共生特論

教育開発特論

アジア文化特論

小計（5科目） －

フィールドワーク

インターンシップ

環境管理特論

経済開発政策特論

備考

能力開発特論

英語論文作法I

英語論文作法II

小計（5科目） －

開
発
政
策
コ
ー

ス

専
攻
共

通

開発科学特論I

開発科学特論II

小計（2科目）

国際経済学

交通経済学

サステナブル・ガバナンス

プロフェッショナル倫理

金融論

比較経済発展論

環境資源経済論

アジア開発論

開発の制度経済学

計量経済学I

－

経済開発論

開発計量経済学

時系列分析

中小企業開発論

国際経済政策論

政策評価論

国際金融論

開発マクロ経済学I

経済統計分析論

経営戦略論

国際人的資源開発論

リサーチメソッド

開発ミクロ経済学I

国際貿易論

工業開発論

多国籍企業論

企業の社会的責任論

地球環境政策論

開発政策論
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（国際協力研究科開発科学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2後 2 〇 兼1 集中、隔年

1～2前・後 8 〇 4 3

1～2前・後 8 〇 4 3

－ 16 66 0 4 3 0 1 0 兼10

1・2前 4 〇 1 5 2 オムニバス

1・2③ 2 〇 1

1・2① 2 〇 1

1・2④ 2 〇 1

1・2③ 2 〇 1

1・2② 2 〇 1 1 オムニバス

1・2② 2 〇 兼1

1・2② 2 〇 1

1・2③ 2 〇 1

1・2④ 2 〇 1

1・2④ 2 〇 1

1・2後 2 〇 兼1

1・2② 2 〇 兼1

1・2後 2 〇 1

1・2① 2 〇 1

1・2後 2 〇 1 集中

1・2前 2 〇 1

1・2前 2 〇 2

1・2① 2 〇 1

1・2② 2 〇 1

1・2後 2 〇 兼1 集中

1・2③ 2 〇 兼3 オムニバス

1・2② 2 〇 1

1・2① 2 〇 1

1・2③ 2 〇 1

1・2③ 2 〇 1

1・2後 2 〇 1 集中

1・2後 2 〇 兼1 集中

1・2① 2 〇 1

1・2前 2 〇 1 集中

1・2後 2 〇 1 集中

1・2④ 2 〇 1

1・2後 2 〇 2 4

1・2前 2 〇 2 4

1～2前・後 8 〇 2

1～2前・後 8 〇 1 1

1～2前・後 8 〇 1

1～2前・後 8 〇 2

1～2前・後 8 〇 1

1～2前・後 8 〇 1

1～2前・後 8 〇 1

1～2前・後 8 〇 1

－ 68 66 0 7 5 0 2 0 兼7

－小計（35科目）

リンケージ特別演習

経済開発論演習

－

環境資源論演習

エネルギー資源管理技術演習

リスク管理技術論演習

生態系保全・管理科学演習

応用生態系論

バイオマス利用学

サスティナブル建築論Ⅰ

サスティナブル建築論Ⅱ

動物資源開発論演習

バイオマスエネルギー技術論

調査方法論基礎

地理情報システム技術論

森林資源学

エネルギー技術論

数値環境影響評価Ⅰ

技術開発論演習

環境保全論演習

数値環境影響評価Ⅱ

リーダーシップ手法

環境モニタリング論

草地生態学

資源動物学

資源生態学

資源植物学開
発
技
術
コ
ー

ス

開発技術論

リスク管理技術論

交通工学

地域・都市工学

観光政策

交通計画

地域開発工学

海洋流体学

地盤防災工学I

地盤防災工学II

応用海洋流体力学

耐震構造学

地震防災論

建築計画学

環境計画論

小計（42科目）

生態系保全・管理科学

リンケージ特別演習I

リンケージ特別演習II

地域・都市工学演習

144



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（国際協力研究科開発科学専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2前 2 〇 兼1 集中

1・2① 2 〇 兼1

1・2③ 2 〇 1

紛争解決論II 1・2④ 2 〇 1

1・2前 4 〇 兼1 集中

1・2前 2 〇 兼1

1・2後 4 〇 1

1・2前 4 〇 1

1・2③ 2 〇 兼1

1・2前 4 〇 1

1・2① 2 〇 兼1

1・2後 4 〇 1

1・2後 4 〇 1

1・2① 2 〇 1

1・2前 4 〇 1

1・2後 2 〇 兼1 集中

1・2① 2 〇 1

1～2前・後 8 〇 4 3

－ 8 48 0 4 3 0 1 0 兼6

－ 92 204 0 19 15 1 5 0 兼27

学位又は学科の分野 学際領域，工学関係，農学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2学期(4ターム)

合計（107科目）

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

１時限の授業時間 90分

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

研究科共通科目I・II（選択必修）6単位（共通科目I：4単位必修）、主
任指導教員指定科目（必修）12単位以上、演習（必修）
4単位以上を修得し、30単位以上を修得すること。 １学期の授業期間 15週

－

学位又は称号
修士（学術），修士（工
学），修士（農学），修士
（国際協力学）

－小計（18科目）

国際安全保障論

平和・安全保障グローバル課題

平和共生演習

武力紛争のミクロ的基礎

平
和
共
生
コ
ー

ス

国際紛争論

アジア法

紛争解決論I

平和外交論

安全保障外交論

協力外交論

平和と紛争研究

日本政治論

国際政治学

世界法秩序論

平和学

平和構築論

法と人権
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1・2①・③ 2 〇 4 3 1 オムニバス

1・2② 2 〇 3 5 オムニバス

1・2①・③ 2 〇 1 1

1・2①・③ 2 〇 2 4 オムニバス

1・2②・④ 2 〇 2 1 オムニバス

－ 0 10 0 12 12 1 2 0

1・2前 2 〇 1 1 オムニバス

1・2前・後 2 〇 1

1・2前・後 2 〇 1

1・2前・後 2 〇 兼1
1・2前・後 2 〇 兼1

－ 0 10 0 2 1 0 0 0 兼2

1・2③ 2 〇 兼1

1・2前 2 〇 1

1・2後 2 〇 1

1・2前 2 〇 1

1・2後 2 〇 1

1・2② 2 〇 1

1・2① 4 〇 1

1・2② 2 〇 兼1

1・2後 2 〇 5 8 オムニバス、隔年

1・2① 4 〇 1 兼1 オムニバス

1・2④ 4 〇 1 兼1 オムニバス

1・2前 4 〇 1

1・2後 2 〇 1

1・2④ 2 〇 1

1・2前 2 〇 1 隔年

1・2① 2 〇 1 隔年

1・2② 2 〇 1

1・2前 2 〇 1 集中

1・2後 2 〇 1 集中

1・2② 2 〇 1

1・2後 2 〇 1

1・2後 2 〇 1

1・2④ 2 〇 1

1・2前 2 〇 兼1

1・2② 2 〇 1

1・2① 2 〇 2 2 兼1 オムニバス

1・2② 2 〇 2 2 オムニバス

1・2③ 2 〇 1

1・2② 2 〇 1

1・2④ 2 〇 2 1 オムニバス

1・2① 2 〇 1

1・2② 2 〇 1

1・2② 2 〇 1

1・2③ 2 〇 1

1・2① 2 〇 3 オムニバス

1・2後 2 〇 1 隔年

環境管理特論

経済開発政策特論

教育開発特論

教育開発計画論II

科学教育開発基礎論

教
育
開
発
コ
ー

ス

教育協力実践基礎論II

日本語・日本文化論

教育研究方法論I

教育研究方法論II

教育開発計画論I

平和社会のための教育

教育基礎論

教育開発フィールドワーク論

地域カリキュラム開発論

国際教育協力論

教育人材開発論

開発教育・国際理解教育論

－

研
究
科
共
通
科
目

Ⅱ

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（国際協力研究科教育文化専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

能力開発特論

フィールドワーク

インターンシップ

英語論文作法I

英語論文作法II

小計（5科目）

アジア文化特論

小計（5科目） －

研
究
科
共
通
科
目

Ⅰ

平和共生特論

基礎教育開発論

教科教育授業論

科学技術基礎能力開発論I

運動機能科学論

民族言語教育論

民族言語文化論

教育協力実践基礎論I

高等教育開発論

国際教育協力実践研究

途上国の比較教育学

特別支援教育とインクルーシブ教育

国際教育交流論

言語教育メディア論

数学教育開発論

教育開発とジェンダー

理科教育開発論

ノンフォーマル教育論

数学教育開発基礎論

教育統計概論

比較言語文化論

言語表現論

科学技術基礎能力開発論II
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別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（国際協力研究科教育文化専攻(博士課程前期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2④ 2 〇 1 隔年

1・2① 2 〇 1

1・2③ 2 〇 1

1・2③ 2 〇 1

1・2③ 2 〇 3 4 オムニバス

1～2前・後 8 〇 1

1～2前・後 8 〇 2 1

1～2前・後 8 〇 1

1～2前・後 8 〇 1

1～2前・後 8 〇 1

1～2前・後 8 〇 2 2

1～2前・後 8 〇 1

1～2前・後 8 〇 1

－ 64 90 0 7 7 0 1 0 兼5

1・2後 2 〇 兼1 集中

1・2② 2 〇 1

1・2④ 2 〇 1

1・2② 2 〇 1

1・2後 2 〇 兼1 集中

1・2後 2 〇 兼1 集中

1・2前 2 〇 兼1 集中

1・2前 2 〇 兼1

1・2④ 2 〇 1

1・2① 2 〇 1

1・2③ 2 〇 1

1～2前・後 8 〇 1

1～2前・後 8 〇 1

1～2前・後 8 〇 1

－ 24 22 0 2 0 1 0 0 兼5

－ 88 132 0 17 15 1 3 0 兼12

１学期の授業期間 15週

合計（73科目） －

学位又は称号
修士（学術），修士（教育
学），修士（国際協力学）

学位又は学科の分野 学際領域，教育学・保育学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2学期(4ターム)研究科共通科目I・II（選択必修）6単位（共通科目I：4単位必修）、主
任指導教員指定科目（必修）12単位以上、演習（必修）
4単位以上を修得し、30単位以上を修得すること。

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

１時限の授業時間 90分

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

グローバル・シティズンシップ教育論

小計（49科目）

教育協力事業評価論

日本の教育開発経験

教育開発論演習

カリキュラム開発論演習

－

小計（14科目） －

幼児教育・保育開発論I

幼児教育・保育開発論II

高等教育交流論演習

開発基礎教育論演習

教育開発国際協力論演習

教育人材開発論演習

幼児教育・保育開発論演習

言語教育論演習

文
化
コ
ー

ス

開発と文化

農村経済論

農村発展論

アジア社会文化論

地域研究論

途上国農村地域研究

南アジア農村社会発展論

植民地文化論

アジア地域研究論

開発途上国地域研究

現代人類学

文化動態論演習

農村経済論演習

開発途上国地域研究演習
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1～3通 8 〇 43 50 2

－ 8 0 0 43 50 2 0 0

－ 8 0 0 43 50 2 0 0

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

１時限の授業時間 90分

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

〇履修方法
  必修科目　8単位
  ただし，主指導教員と協議して決める。

〇修了要件
　1．専門科目　研究演習　8単位
　2．研究指導
　3．博士論文

１学期の授業期間 15週

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2学期(4ターム)

必修科
目 －小計（1科目）

研究演習

合計（1科目） －

学位又は称号 博士（学術） 学位又は学科の分野 学際領域

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（総合科学研究科総合科学専攻(博士課程後期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1～3 6 ○ 5

1～3 6 ○ 5 3

1～3 6 ○ 6 3

1～3 6 ○ 5 2

1～3 6 ○ 8 3

1～3 6 ○ 5 4

－ 0 0 0 34 15 0 0 0

－ 0 0 0 34 15 0 0 0

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（文学研究科人文学専攻(博士課程後期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

特別研究指導Ⅱ（人間文化学）

特別研究指導Ⅱ（思想文化学）

特別研究指導Ⅱ（歴史文化学）

特別研究指導Ⅱ（日本・中国文学語学）

特別研究指導Ⅱ（欧米文学語学・言語学）

特別研究指導Ⅱ（地表圏システム学）

小計（6科目）

１学期の授業期間

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2学期(4ターム)

15週

博士（文学） 学位又は学科の分野 文学関係

－

合計（6科目） －

学位又は称号

専門科
目

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

１時限の授業時間 90分

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

専門科目６単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及
び最終試験に合格すること。
（履修科目の登録上限：なし）
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2・3通 12 ○ 15 11

1・2・3通 12 ○ 2 4 2 1

1・2・3通 12 ○ 4 7

1・2・3通 12 ○ 4 1

1・2・3通 12 ○ 4 4

1・2・3通 12 ○ 4 2 1

1・2・3通 12 ○ 5 2

1・2・3通 12 ○ 4 1

1・2・3通 12 ○ 4 3

1・2・3通 12 ○ 3 3

1・2・3通 12 ○ 4 2

1・2・3通 12 ○ 4 3

1・2・3通 12 ○ 7 4

1・2・3通 12 ○ 8 5 兼1

1・2・3通 12 ○ 10 6 兼1

1・2・3通 12 ○ 7 2 1

1・2・3通 6 ○ 15 10

1・2・3通 6 ○ 2 2

1・2・3通 6 ○ 4 5

1・2・3通 6 ○ 4 1

1・2・3通 6 ○ 4 1

1・2・3通 6 ○ 4 3

1・2・3通 6 ○ 5 2

1・2・3通 6 ○ 4 1

1・2・3通 6 ○ 4 3

1・2・3通 6 ○ 3 1

1・2・3通 6 ○ 4 2

1・2・3通 6 ○ 4 1

1・2・3通 6 ○ 7

1・2・3通 6 ○ 8 5 兼1

1・2・3通 6 ○ 10 6

1・2・3通 6 ○ 4

－ 0 288 0 90 60 3 2 0 兼2

選
択
必
修
科
目

高等教育学特別研究

教科教育学特別研究
（自然システム教育学領域）

教科教育学特別研究
（数学教育学領域）

教科教育学特別研究
（技術・情報教育学領域）

教科教育学特別研究
（社会認識教育学領域）

教科教育学特別研究
（国語文化教育学領域）

教科教育学特別研究
（英語教育学領域）

日本語教育学特別研究

教科教育学特別研究
（健康スポーツ教育学領域）

教科教育学特別研究
（人間生活教育学領域）

教科教育学特別研究
（音楽文化教育学領域）

教科教育学特別研究
（造形芸術教育学領域）

－

学習開発学特別研究

教科教育学講究（英語教育学領域）

教育学特別研究

心理学特別研究

特別支援教育学特別研究

教科教育学講究
（人間生活教育学領域）

教科教育学講究
（音楽文化教育学領域）

教科教育学講究
（造形芸術教育学領域）

教科教育学講究
（健康スポーツ教育学領域）

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科教育学習科学専攻(博士課程後期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

学習開発学講究

小計（32科目）

心理学講究

高等教育学講究

日本語教育学講究

教育学講究

特別支援教育学講究

教科教育学講究（数学教育学領域）

教科教育学講究
（自然システム教育学領域）

教科教育学講究
（技術・情報教育学領域）

教科教育学講究
（社会認識教育学領域）

教科教育学講究
（国語文化教育学領域）

150



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科教育学習科学専攻(博士課程後期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1・2・3通 6 ○ 11 1 兼2

1後 2 ○ 1 1

1前 2 ○ 2

1前 2 ○ 38 9 2 1

2前 1 ○ 45 10

2後 1 ○ 37 8

3前 1 ○ 8 4

3後 1 ○ 1 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

1・2前 2 ○

1・2前 2 ○

1・2・3前 1 ○ 1 1

1・2・3前 1 ○ 1 1

－ 0 24 0 59 18 2 2 0 兼2

－ 0 312 0 90 60 3 3 0 兼3

－

選
択
科
目

教職教育ポートフォリオ

高等教育学プラクティカムⅠ

高等教育学プラクティカムⅡ

大学教授学講究

教員養成学講究

教職教授学講究

教職授業プラクティカムⅠ

教職授業プラクティカムⅡ

教職授業プラクティカムⅢ

Research Methods in Education

学術文章の書き方とその指導法
 ―大学教員を目指して―

Advanced academic writing in
psychology I

小計（24科目）

Advanced academic writing in
psychology II

プロジェクト研究

１学期の授業期間 15週

合計（56科目） －

学位又は称号
博士（教育学），博士（心
理学），博士（学術）

学位又は学科の分野 教育学・保健学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2学期(4ターム)

修了要件は，当該課程に3年以上在学し，細則に定める授業科目を履修の
上，10単位以上修得し，博士論文を在学中に提出し，審査及び最終試験
に合格すること。
履修方法は，以下のとおり。
修了要件の10単位は，選択必修科目の中から次のとおり履修すること。
①講究の必修２単位は，主任指導教員以外の教員が担当する科目を履修
すること。
②特別研究の必修２単位は，主任指導教員が担当する科目を履修するこ
と。
③選択６単位は，専門とする分野・領域の講究及び特別研究の中から履
修すること。

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

１時限の授業時間 90分

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。
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選
　
択
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由
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義

演
　
習
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准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 ○ 17 1

1 2 ○ 17 1

2 2 ○ 17 1

2 2 ○ 17 1

3 2 ○ 17 1

3 2 ○ 17 1

－ 4 8 0 17 1 0 0 0

－ 4 8 0 17 1 0 0 0

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（社会科学研究科法政システム専攻(博士課程後期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－

合計（ 6 科目） －

学位又は称号
博士（法学），博士（学
術）

学位又は学科の分野 法学関係，社会学・社会福祉学関係

専
門
科
目

法政システム特別演習Ⅰ

法政システム特別演習Ⅱ

法政システム特別演習Ⅲ

法政システム特別演習Ⅳ

法政システム特別演習Ⅴ

法政システム特別演習Ⅵ

小計（6科目）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

必修科目4単位以上を習得し，かつ博士論文を提出し審査及び最終試験
に合格すること。

１学年の学期区分 2学期(4ターム)

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場
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助
　
手

1前 2 ○ 13 6

1後 2 ○ 13 6

2前 2 ○ 13 6

2後 2 ○ 13 6

3前 2 ○ 13 6

3後 2 ○ 13 6

－ 12 0 0 13 6 0 0 0

－ 12 0 0 13 6 0 0 0

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（社会科学研究科社会経済システム専攻(博士課程後期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

社会経済システム特別演習Ⅳ

社会経済システム特別演習Ⅴ

－

受けた上，博士論文を提出してその審査及び最終試験に合格すること。 １学期の授業期間

専
門
科
目

社会経済システム特別演習Ⅵ

小計（6科目）

社会経済システム特別演習Ⅰ

社会経済システム特別演習Ⅱ

社会経済システム特別演習Ⅲ

15週

合計（6科目） －

学位又は称号
博士（経済学），博士（学
術）

学位又は学科の分野 経済学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

専門科目の必修科目１２単位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を １学年の学期区分 2学期(4ターム)

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

１時限の授業時間 90分

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 7 6

1後 2 ○ 7 6

2前 2 ○ 7 6

2後 2 ○ 7 6

3前 2 ○ 7 6

3後 2 ○ 7 6

1前 2 ○ 7 6

1後 2 ○ 7 6

－ 12 0 4 7 6 0 0 0

－ 12 0 4 7 6 0 0 0

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

１時限の授業時間 90分

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

合計（　8科目） －

学位又は称号 博士（マネジメント） 学位又は学科の分野

１学期の授業期間 15週

経済学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

必修科目12単位修得し，12単位以上修得すること。 １学年の学期区分 2学期(セメスター制)

－

マネジメント特別演習Ⅰ

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（社会科学研究科マネジメント専攻(博士課程後期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

専
門
科
目

マネジメント特別演習Ⅴ

マネジメント特別演習Ⅵ

小計（8科目）

マネジメント特別演習Ⅱ

マネジメント特別演習Ⅲ

備考

マネジメント特別演習Ⅳ

マネジメント講究Ⅰ

マネジメント講究Ⅱ

授業形態 専任教員等の配置
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1～3前・後 4 〇 4 3

1～3前・後 4 〇 4 3

－ 8 0 0 4 3 0 0 0

1～3前・後 4 〇 2

1～3前・後 4 〇 2

1～3前・後 4 〇 1 1

1～3前・後 4 〇 1 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 2

1～3前・後 4 〇 2

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

－ 64 0 0 6 5 0 0 0

1～3前・後 4 〇 4 3

1～3前・後 4 〇 4 3

－ 8 0 0 4 3 0 0 0

－ 80 0 0 14 11 0 0 0

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

１時限の授業時間 90分

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

演習I（必修）4単位、演習II（必修）4単位を修得し、8単位修得するこ
と。

１学期の授業期間 15週

合計（20科目） －

学位又は称号
博士（学術），博士（工
学），博士（農学），博士
（国際協力学）

学位又は学科の分野 学際領域，工学関係，農学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2学期(4ターム)

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（国際協力研究科開発科学専攻(博士課程後期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

環境資源論演習II

エネルギー資源モデリング演習I

エネルギー資源モデリング演習II

技術開発論演習Ⅰ

技術開発論演習Ⅱ

環境保全論演習Ⅰ

環境保全論演習Ⅱ

動物資源開発論演習I

小計（2科目）

経済開発論演習Ⅰ

経済開発論演習Ⅱ

動物資源開発論演習II

環境資源論演習I

－

開
発
政

策
コ
ー

ス

小計（2科目）

－

平
和
共

生
コ
ー

ス

平和共生演習I

平和共生演習II

小計（16科目）

生態系保全・管理科学演習Ⅰ

生態系保全・管理科学演習Ⅱ

－

開
発
技
術
コ
ー

ス

地域・都市計画演習Ⅰ

地域・都市計画演習Ⅱ

リスク管理技術論演習I

リスク管理技術論演習II
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 2 1

1～3前・後 4 〇 2 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

－ 100 0 0 7 6 0 0 0

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

1～3前・後 4 〇 1

－ 24 0 0 2 0 1 0 0

－ 124 0 0 9 6 1 0 0

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

１時限の授業時間 90分

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

演習I（必修）4単位、演習II（必修）4単位を修得し、8単位修得するこ
と。

１学期の授業期間 15週

合計（31科目） －

学位又は称号
博士（学術），博士（教育
学），博士（国際協力学）

学位又は学科の分野 学際領域，教育学・保育学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2学期(4ターム)

教育開発論演習Ⅰ

教育開発論演習Ⅱ

カリキュラム開発論演習Ⅰ

教科教育開発論演習II

開発基礎教育論演習Ⅰ

自然環境理解教育論演習Ⅱ

科学技術基礎能力開発論演習Ⅱ

数学教育開発基礎論演習Ⅱ

民族言語教育論演習Ⅱ

言語教育論演習Ⅰ

言語教育論演習Ⅱ

高等教育交流論演習Ⅰ

高等教育交流論演習Ⅱ

教育開発国際協力論演習Ⅰ

教育人材開発論演習I

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（国際協力研究科教育文化専攻(博士課程後期)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

幼児教育・保育開発論演習II

教育開発国際協力論演習Ⅱ

比較国際教育学演習I

比較国際教育学演習II

途上国の比較教育学演習I

途上国の比較教育学演習II

小計（6科目） －

教
育
開
発
コ
ー

ス

教育協力プロジェクトマネジメント
演習I

教育協力プロジェクトマネジメント
演習II

小計（25科目） －

文
化
コ
ー

ス

文化動態論演習Ⅰ

文化動態論演習Ⅱ

農村経済論演習Ⅰ

農村経済論演習Ⅱ

開発途上国地域研究演習Ⅰ

開発途上国地域研究演習Ⅱ

教育人材開発論演習II

幼児教育・保育開発論演習I
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 2

1前 2 ○ 1 1

1後 2 ○ 2

1後 2 ○ 1 兼1

1後 2 ○ 2

1前 2 ○ 1 1 兼1

1後 2 ○ 1 兼1

2前 2 ○ 1 1

2前 2 ○ 1 1

2後 2 ○ 1 1

現代の教育改革 1前 2 ○ 1 2

－ 0 22 0 5 4 2 0 0 兼3

1後 2 ○ 1 1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1 1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1 1

1後 2 ○ 1 1

1前後 2 ○ 1 2

1後 1 ○ 2 2

1後 2 ○ 2

1前 2 ○ 1 1

1後 2 ○ 1 兼1

1後 2 ○ 1 1

1前 2 ○ 2

1前 2 ○ 2

1前 2 ○ 3 2 兼5

1後 2 ○ 3 2 兼5

2前 2 ○ 3 2 兼5

2後 2 ○ 3 2 兼5

－ 0 35 0 5 6 2 0 0 兼8

授業開発と評価（発展）

授業開発と評価（開発）

家庭・地域と連携した教育プログラム
の実践開発

教育実践研究の技法
（校内研修を含む）

授業開発と評価（基礎）

授業開発と評価（応用）

発達支援と幼児児童生徒理解

学校における教育相談

異校種連携接続の実践開発

教科横断的授業デザインと授業分析

コ
ー

ス
選
択
科
目

教育行政の理論と実践

教職員の人材育成

学校の危機管理

教育法規の実務演習

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科教職開発専攻(専門職学位課程)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

学校の経営戦略と評価

地域教育経営の理論と実践

学校経営・行政フィールド調査

備考

小計（11科目） －

①教育課程の編
成・実施

教育課程開発の実践
と評価

スクール・リーダーシップ

共
通
科
目

学校経営の理論と実
践（地域とともにあ
る学校を含む）

⑤学校教育と教
員のあり方

現代教師教育の理論
と実践

道徳・人間関係教育
領域の開発実践

③生徒指導，教
育相談

幼児理解・生徒指
導・対人スキル指導
の理論と実践(特別
支援教育を含む）

教育相談・カウンセ
リングの理論と実践

論理的思考教育の開
発実践

科学的思考教育の開
発実践

アクティブ・ラーニ
ングの開発実践
（ICTを含む）

②教科等の実践
的な指導方法

－小計（18科目）

④学校経営，学
級経営

学級経営の理論と実
践
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学研究科教職開発専攻(専門職学位課程)）【既設】

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

1前 1 ○ 5 4 1

1後 1 ○ 5 4 1

2前 1 ○ 5 4 1

2後 1 ○ 4 4 1

－ 4 0 0 5 4 1 0 0

1前 2 ○ 4 2 2 兼1

1前 2 ○ 2 2

1後 2 ○ 4 2 2 兼1

1後 2 ○ 2 2

2前 3 ○ 6 4 2 兼1

2後 3 ○ 6 4 2 兼1

－ 14 0 0 6 4 2 0 0 兼1

－ 18 57 0 6 6 2 0 0 兼11

コ
ー

ス
必
修
科
目

学
校
に
お
け
る
実
習
科
目

アクションリサーチ実地研究Ⅰ
（教育行政職実務）

アクションリサーチ実地研究Ⅱ
（学校管理職実務）

アクションリサーチ実地研究Ⅲ

アクションリサーチ実地研究Ⅳ

小計（6科目）

アクションリサーチ・セミナーⅣ

小計（4科目）

アクションリサーチ実地研究Ⅰ

アクションリサーチ実地研究Ⅱ

－

アクションリサーチ・セミナーⅠ

アクションリサーチ・セミナーⅡ

アクションリサーチ・セミナーⅢ

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

１学年の学期区分 2学期(4ターム)

修了要件は，当該課程に2年以上在学し，細則に定める授業科目を履修
の上，45単位以上修得し，課題研究報告書を在学中に提出し，審査に合
格すること。
履修方法は，以下のとおり。
学校マネジメントコース：
(1) 共通科目：計２０単位以上修得すること。ただし，①から⑤の各領
域から２単位以上修得すること。なお，教育上有益と認めるとき，２０
単位のうち６単位までは，以下に示す②③④の領域の単位に替えて，
(2)で定めるコース選択科目の必要な単位数を超えて修得した単位を充
てることができる。
②教科等の実践的な指導方法に関する領域においては，４単位まで。
③生徒指導・教育相談に関する領域においては，２単位まで。
④学校経営・学級経営に関する領域においては，「学級経営の理論と実
践」の２単位。
(2) コース選択科目：１１単位以上を修得すること。なお，教育実践開
発コースのコース選択科目も本コース選択科目の必要な単位として履修
できるが，コース選択科目の全修得単位のうち，教育実践開発コースの
選択科目の単位は４割を超えないこととする。また，「学校経営・行政
フィールド調査」の履修を強く要望する。
(3) コース必修科目：４単位を修得すること。
(4) 学校における実習科目：所属するコースの実習科目１０単位を修得
すること。
教育実践開発コース：
(1) 共通科目：計２０単位以上修得すること。ただし，①から⑤の各領
域から２単位以上修得すること。
(2) コース選択科目：１１単位以上を修得すること。なお，学校マネジ
メントコースの選択科目４単位までをコース選択科目の必要単位に含め
ることができる。
(3) コース必修科目：４単位を修得すること。
(4) 学校における実習科目：所属するコースの実習科目１０単位を修得
すること。

合計（39科目） －

学位又は称号 教職修士(専門職) 学位又は学科の分野 教員養成関係

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

１時限の授業時間 90分

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

－

１学期の授業期間 15週
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1② 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1後 2 ○ 1

1① 1 ○ 1

1② 1 ○ 1

1③ 1 ○ 1

1④ 1 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1② 1 ○ 6 オムニバス

1③ 1 ○ 6 オムニバス

1④ 1 ○ 7 オムニバス

1① 1 ○ 2 1 オムニバス

2① 1 ○ 1

2② 1 ○ 1

2① 1 ○ 1

2② 1 ○ 1

2③ 1 ○ 1

2④ 1 ○ 1

2後 2 ○ 1

2② 1 ○ 1

2③ 1 ○ 1

2④ 1 ○ 1

3① 1 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2② 1 ○ 1

2③ 1 ○ 1

2① 1 ○ 1

2③ 1 ○ 1

2② 1 ○ 1

2④ 1 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2① 1 ○ 1

2後 2 ○ 1

3②③ 1 ○ 7 オムニバス

3②③ 1 ○ 1 1 オムニバス

3②③ 1 ○ 2 オムニバス

2前 2 ○ 2 オムニバス

3前 2 ○ 3 オムニバス

2② 1 ○ 3 オムニバス

2③ 1 ○ 3 オムニバス

3前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

3① 1 ○ 1

－ 68 0 0 16 1 1 0 0 兼1 －

2① 1 ○ 1

2④ 1 ○ 1

3③ 1 ○ 2 オムニバス

3④ 1 ○ 2 兼1 オムニバス

3③ 1 ○ 6 オムニバス

3④ 1 ○ 2 オムニバス

3④ 1 ○ 3 オムニバス

3③ 1 ○ 2 オムニバス

3④ 1 ○ 1

3④ 1 ○ 1

3④ 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

科目
区分

法律基本科目群

実務基礎科目群

法律基本科目群
（1単位選択）

法律基本科目群
（1単位選択）

実務基礎科目群
（１単位選択）

民法演習２Ｂ

民法１Ｂ

重点演習（民事法１）

重点演習（刑事法１）

重点演習（刑事法２）

民法２

民法３

選
択
必
修
科
目

刑法演習２

重点演習（公法１）

重点演習（公法２）

重点演習（民事法２）

重点演習（民事法３）

刑法演習１

会社法１

会社法２

会社法３

民事訴訟法

刑法Ａ

民法演習３Ａ

民法演習３Ｂ

刑事訴訟法１

民法演習４

商事法演習１Ａ

商事法演習１Ｂ

商事法演習２Ａ

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

必
修
科
目

民法１Ａ

刑法Ｃ

刑法Ｃ演習

刑事訴訟法２

小計（51科目） －

商事法演習２Ｂ

民事手続法１

民事手続法２

憲法１

憲法２

刑法Ｂ演習

基礎演習１

基礎演習２

基礎演習３

教育課程等の概要

（法務研究科法務専攻(専門職学位課程)）【既設】

備考

法曹倫理１

法文書作成

民事訴訟実務基礎１

民事訴訟実務基礎２

刑事訴訟実務基礎

模擬裁判

刑事訴訟法１演習

刑事訴訟法２演習

行政法１

行政法２

憲法演習１

憲法演習２

民事法総合演習

刑事法総合演習

公法総合演習

法学概論

民法演習１Ａ

民法演習１Ｂ

民法演習２Ａ

刑法Ａ演習

刑法Ｂ

民法４

重点演習（刑事法３）

重点演習（刑事法４）

リーガル・クリニック

エクスターンシップ
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

教育課程等の概要

（法務研究科法務専攻(専門職学位課程)）【既設】

備考

2前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2② 1 ○ 1

2③ 1 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

－ 0 23 0 15 1 1 0 0 兼3 －

2後 2 ○ 2 オムニバス

3① 1 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 1 ○ 兼2 オムニバス

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3① 1 ○ 1

3前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼2 オムニバス

－ 0 37 0 8 0 0 0 0 兼11 －

－ 68 60 0 17 1 1 0 0 兼15 －

債権回収法

企業金融法

国際私法・取引法

民事執行保全法

倒産処理法１

倒産処理法２

基礎法学・
隣接科目群

（４単位選択）

実務基礎科目群

展開・先端科目群

選
択
科
目

小計（19科目）

１学期の授業期間

合計（　90　科目） －

学位又は称号 法務博士（専門職） 学位又は学科の分野 法曹養成関係

授業期間等

2学期(4ターム)

15週

■3年標準型　合計99単位以上修得すること。
□必修科目
・【法律基本科目群】から59単位，【実務基礎科目群】から 9単位
□選択必修科目
・【法律基本科目群（刑法演習1，刑法演習2）】の中から 1単位選択
・【法律基本科目群〔重点演習（公法1～2，民事法1～3，刑事法1～4）〕】の中から1単位選択
・【実務基礎科目群】の中から1単位選択
・【基礎法学・隣接科目群】の中から4単位選択
□選択科目※1※2
・【展開・先端科目群】の中から12単位以上選択
・選択必修科目【実務基礎科目群，基礎法学・隣接科目群】，選択科目【実務基礎科目群，展開・先端科目群】の中から5単位以上選
択。ただし，選択必修科目として選択した科目を除く。
・選択必修科目【全ての科目群】，選択科目【全ての科目群】の中から7単位以上選択。ただし，選択必修科目として選択した科目を除
く。
■２年短縮型(法学既修者）　合計72単位以上修得すること。
□必修科目
・【法律基本科目群】から32単位，【実務基礎科目群】から 9単位
□選択必修科目
・【法律基本科目群（刑法演習1，刑法演習2）】の中から 1単位選択
・【法律基本科目群〔重点演習（公法1～2，民事法1～3，刑事法1～4）〕】の中から1単位選択
・【実務基礎科目群】の中から1単位選択
・【基礎法学・隣接科目群】の中から4単位選択
□選択科目※1※2
・【展開・先端科目群】の中から12単位以上選択
・選択必修科目【実務基礎科目群，基礎法学・隣接科目群】，選択科目【実務基礎科目群，展開・先端科目群】の中から5単位以上選
択。ただし，選択必修科目として選択した科目を除く。
・選択必修科目【全ての科目群】，選択科目【全ての科目群】の中から7単位以上選択。ただし，選択必修科目として選択した科目を除
く。

※1　大学院共通授業科目及び他研究科の授業科目のうち研究科が認めるものについては，4単位まで修了要件単位数に含めることがで
きる。
※2　法律基本科目以外の科目（実務基礎科目群，基礎法学・隣接科目群，展開・先端科目群）を17単位以上取得すること。なお，展
開・選択科目群から12単位以上取得すること。

１学年の学期区分

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

１時限の授業時間

（注）

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

100分

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

－

知的財産法１

知的財産法２

小計（20科目）

企業決済法

労働法１

労働法２

公法実務基礎

－

労働法演習

社会保障法

税法

臨床法務

法曹倫理２

ローヤリング

消費者法

不動産登記法

法社会学

法的思考法

法理学

アジア法１

アジア法２

政治学
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